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RA272
伝説のはじまり──

角田裕毅
 “奇跡のおばあちゃん”とデート

第四期終了後も
最前線で戦うPUメカニック

世界一のネジ締め

ワガママオヤジじゃ
だめですか

スーパーフォーミュラ  第５戦もてぎ #5 牧野任祐 vs #6 太田格之進 “笑顔なきクライマックス”の伏線
CFRPの可能性 「世界をひっくり返した“黒い糸”」

ホンダF1参戦60周年
スペシャルステッカー

とじ込み付録

WEC第7戦富士6時間耐久レースレビュー
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Text ◉ 田中康二 （Koji Tanaka／本誌）
Photo ◉ 公益社団法人 自動車技術会 （Society of Automotive Engineers of Japan）
Special Thanks ◉ 蛙田三也 （Sanya Kaeruda／https://inokaeru.com）

年、スーパーGTやスーパーフォ
ーミュラの現場で取材していて、

頻繁に耳にするようになったのが「学生
フォーミュラ出身です」という言葉。レ
ース界の第一線で活躍するエンジニアた
ちが誇らしげに、そして当時のことをあ
まりに楽しそうに話すので、今年、初め
て『学生フォーミュラ日本大会2024』
にお邪魔した。
　学生フォーミュラは「教室の授業だけ
では優秀なエンジニアが育たない」こと
にいち早く気づいたアメリカが発祥。そ
の誕生は、自動車の生産台数で日本が米
国を追い抜き世界一となった翌年の
1981年だそう。いまでは、ほぼ同じ規
則により世界23カ国で争われ、日本で
は2003年から開催されている。平たく
言えば『鳥人間コンテスト』や『ロボコ
ン』のクルマ版である。
　会場に到着し、さっそく車両を眺める。

近 自動車メーカーや名門コンストラクター
が製作した最新レーシングカーと比べて
しまうと、どうしても見劣りすることは
否めない。近くでカウルを眺めるとその
表面には凸凹が目立ち、金属パーツには
荒々しく雑な溶接の跡も残っている。と
ころが、車両の細部を見つめ、話を聞き
進めていくと不思議と愛着がわいてきて、
愛おしく思えてくるから不思議だ。
　そもそもこれらはすべて学生たちがゼ
ロから設計し、しかも手作りで製作した
ものだ。だからサスペンション形式はダ
ブルウイッシュボーンにとどまらず、リ
ジットやマルチリンクに至るまで驚くほ
どバリエーションに富んでいる。ジオメ
トリーは、海外からの９チームを含め全
75校すべてが独自のものである。さら
には、ロッカーアームとフロアをリンク
させることで車両姿勢に合わせて下面と
路面のクリアランスを一定に保とうとす

る空力アイデアなどにも驚かされた。
　そんな学生たちの創意工夫が詰まった
力作を、レジェンドエンジニアである田
中耕太郎さんや東絛力さんが、まじまじ
と眺めている姿が印象的だった。そして、
今号の特集で取り上げているRA272の
時代にも、きっと同じような楽しさがあ
ったんだろうなぁと妄想した。
　競技会が終わり会場を出ようとしたと
き、偶然、あるレース関係者に出会った。
宿泊先までの帰り道、“その人” は歩き
ながら「この場は本当に面白い」と言う。
具体的には？　と尋ねると「限られた予
算と設備のはずなのに、可変吸気管長に
チャンレジしている学校があって。はっき
り言って『やるなぁ』と驚かされました」。
　うれしそうにそう話したのは、ホンダ
F1第四期の最前線で陣頭指揮を執り、
2021年に世界の頂点に立った田辺豊治
さんだった。

次号本誌（10月29日発売号）では
「学生フォーミュラ日本大会2024」レビューを掲載予定
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富士に臨むにあたり、トヨタのパフォーマンスは削がれていた
それでも薄い可能性のなかから勝機を見いだしつつあった
だが、その道筋はあまりにも狭すぎるものだった──

Text & Photo ◉ 古賀敬介（Keisuke Koga）　Photo ◉ 三橋仁明（Noriaki Mitsuhashi）／吉田成信（Shigenobu Yoshida）／FIA WEC/DPPI／BMW／TOYOTA
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Photo Documentary

S.Yoshida

S.Yoshida

トヨタ、狭 す ぎ た 勝 利 へ の 道 筋



　
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
だ
っ
た
。
目

標
は
ワ
ン
・
ツ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
富
士

が
ト
ヨ
タ
に
と
っ
て
の
「
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
」

で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
最
終

戦
バ
ー
レ
ー
ン
に
向
け
、
選
手
権
で
有
利
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
た
め
に
も
、
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
で
あ
る
６
号
車
ポ
ル
シ
ェ
９
６
３
の

富
士
で
の
獲
得
ポ
イ
ン
ト
を
少
な
く
抑
え
る

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
前
戦
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
が
終

了
し
た
時
点
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
選
手
権
の
ト

ッ
プ
は
ポ
ル
シ
ェ
の
６
号
車
（
ケ
ビ
ン
・
エ

ス
ト
ー
レ
／
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ッ
テ
ラ
ー
／
ロ

ー
レ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
ト
ー
ル
）。
そ
れ
を
、

ト
ヨ
タ
Ｇ
Ｒ
０
１
０
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
７
号

車
（
小
林
可
夢
偉
／
ニ
ッ
ク
・
デ
・
フ
リ
ー

ス
）、
フ
ェ
ラ
ー
リ
４
９
９
Ｐ
の
50
号
車（
ア

ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
コ
／
ミ
ゲ
ル
・
モ
リ
ー
ナ

／
ニ
ク
ラ
ス
・
ニ
ー
ル
セ
ン
）
の
２
台
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
12
ポ
イ
ン
ト
差
で
追
う
と
い
う

状
況
。
富
士
で
は
ト
ヨ
タ
が
過
去
10
戦
９
勝
。

相
性
が
最
も
い
い
コ
ー
ス
だ
。
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
で
の
ト
ヨ
タ
は
７
号
車
が
予
選
９
番
手
か

ら
追
い
上
げ
、
殊
勲
の
２
位
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。

不
運
な
要
素
も
あ
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
ペ

ナ
ル
テ
ィ
さ
え
科
せ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
余

裕
で
勝
て
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
え
る
ほ
ど
、

７
号
車
の
決
勝
ペ
ー
ス
は
突
出
し
て
い
た
。

　
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
富
士
で
の
ト
ヨ
タ
は

Ｂ
о
Ｐ
（
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
）
に
よ
る
重
い
足
枷
を
再
び
は
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｂ
о
Ｐ
は
各
車
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
主
目
的

009

メインストレートから１コーナーへの進
入ではポジションを守った可夢偉だった
が、立ち上がりの加速ではやはりポルシ
ェに分があるようで、譲れない競り合い
のなかでの接触となってしまった。（as）

BoPに抗った結果なのか……



で
あ
り
、〝
処
罰
〞の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
キ
ッ
ト
で
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム

に
大
き
な
バ
ラ
つ
き
が
出
な
い
よ
う
に
、
幾

多
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
数
値
が
調
整
さ
れ
る
。

た
だ
、
シ
ー
ズ
ン
の
流
れ
を
見
る
限
り
、
速

さ
を
示
し
た
レ
ー
ス
の
次
戦
で
は
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
制
限
が
厳
し
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

富
士
で
の
ト
ヨ
タ
に
対
し
て
は
か
な
り
厳
し

い
と
思
え
る
Ｂ
о
Ｐ
が
適
用
さ
れ
た
。

　
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
の
比
較
で
は
、
最
低
重

量
が
＋
５
㎏
の
１
０
７
０
㎏
と
な
り
、
Ｇ
Ｒ

０
１
０
は
富
士
に
出
場
し
た
ハ
イ
パ
ー
カ
ー

８
車
種
の
な
か
で
最
も
重
い
ク
ル
マ
と
な
っ

た
。
最
軽
量
の
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
Ｓ
Ｃ
63
よ

り
40
㎏
、
ポ
ル
シ
ェ
よ
り
21
㎏
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
よ
り
15
㎏
重
い
。
２
５
０
㎞
／
ｈ
ま
で
の

最
高
出
力
に
つ
い
て
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
か
ら

４
kW
減
じ
ら
れ
、
８
車
種
中
最
も
低
い
出
力

2024 R4 Le Mans (dated 31 May) 2024 R5 Sao Paulo (dated 05 Jul.) 2024 R6 COTA (dated 23 Aug.) 2024 R7 Fuji (dated 09 Oct.)
Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Power gain after 250 Kph Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Power gain after 250 Kph Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Power gain after 250 Kph Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Power gain after 250 Kph

1036 900 0.0% 1039 907 -1.5% 1037 907 -0.6% 1036 909 -0.8%
1043 889 -1.7% 1060 905 1.8% 1055 901 1.9% 1055 901 1.3%
1047 895 -0.7% 1051 909 0.0% 1037 902 -1.2% 1030 903 -1.9%
1042 904 0.0% 1051 908 0.0% 1053 907 0.7% 1049 908 0.2%
1053 906 0.9% 1060 912 2.8% 1065 906 4.6% 1070 908 5.4%
1038 903 0.9% 1044 910 -1.3% 1041 907 -3.2% 1042 907 -3.7%
1039 904 0.9% 1044 908 0.0% 1037 906 -0.9% 1037 907 -1.2%
1048 915 0.9% 1030 915 0.0% － － － － － －
1039 904 -1.6% 1039 909 -1.0% 1030 908 0.0% 1030 910 -0.1%
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いきなり明らかになった“加速力不足”

ポルシェ６号車とトヨタ８号車は序盤に３番手争いを展開。だが、ポルシェはペース
でトヨタをコンマ数秒上回っており、ポルシェ優勢の印象が強まっていった。（as）

序盤からポルシェ優勢が鮮明に

K.Koga

Photo Documentary



の
４
９
３
kW
に
。
こ
れ
は
ポ
ル
シ
ェ
よ
り
19 

kW
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
よ
り
７
kW
低
い
数
値
だ
。

　
唯
一
、
ト
ヨ
タ
に
与
え
ら
れ
た
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
は
、
２
５
０
㎞
／
ｈ
超
の
速
度
域
で

パ
ワ
ー
ゲ
イ
ン
が
＋
５
・
４
％
と
い
う
も
の
。

ポ
ル
シ
ェ
が
＋
０
・
２
％
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
が

＋
１
・
３
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
最

高
速
領
域
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
伸
び
は
期
待
で

き
る
。
つ
ま
り
富
士
向
き
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
が
重
量
増
お
よ
び
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
を
ど
れ

く
ら
い
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
こ
に

も
大
き
な
注
目
が
集
ま
る
な
か
、
予
選
で
は

Manufacturer / Car 2023 R4 Le Mans (dated 31 May) 2023 R7 Bahrain (dated 26 Oct.) 2024 R1 Qatar (dated 16 Feb.) 2024 R2 Imola (dated 12 Apr.) 2024 R3 Spa-Francorchamps (dated 07 May)
Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ) Min. Dry Weight (kg) Max. Stint Energy (MJ)

CADILLAC / V-Series.R 1046 905 1030 894 1032 890 1030 908 1030 909
FERRARI / 499P 1064 901 1075 901 1075 902 1041 904 1053 905
PEUGEOT / 9X8 1042 908 1041 908 1030 904 1061 906 1065 910
PORSCHE / 963 1048 910 1046 908 1048 900 1033 901 1037 904
TOYOTA / GR010 Hybrid 1080 908 1080 912 1089 914 1060 916 1064 917
ALPINE / A424 － － － － 1070 909 1042 909 1045 913
BMW / M Hybrid V8 － － － － 1060 904 1035 905 1038 907
ISOTTA FRASCHINI / Tipo6-C － － － － 1085 917 1058 920 1060 923
LAMBORGHINI / SC63 － － － － 1041 895 1034 908 1035 908

今
回
初
め
て
予
選
ア
タ
ッ
ク
を
任
さ
れ
た
ト

ヨ
タ
８
号
車
の
平
川
亮
が
２
番
手
、
７
号
車

の
可
夢
偉
が
４
番
手
と
い
う
上
々
の
結
果
を

残
し
た
。
特
に
平
川
は
、
ポ
ー
ル
ポ
ジ
ョ
ン

を
獲
得
し
た
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
Ｒ

の
２
号
車
と
わ
ず
か
０
・
０
４
１
秒
差
。
ト

ヨ
タ
と
し
て
は
地
元
で
の
５
大
会
連
続
Ｐ
Ｐ

こ
そ
逃
し
た
が
、
Ｂ
ｏ
Ｐ
を
考
え
れ
ば
望
外

と
も
言
え
る
好
結
果
だ
ろ
う
。
実
際
、
平
川

は
若
干
の
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、

達
成
感
の
あ
る
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

「
予
選
の
順
位
は
、
富
士
を
走
り
慣
れ
て
い

る
ド
ラ
イ
バ
ー
ふ
た
り
が
頑
張
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
す
。
自
分
た
ち
と
し
て
は
集
団
の

真
ん
な
か
く
ら
い
に
い
る
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

の
で
、
与
え
ら
れ
た
条
件
を
考
え
れ
ば
想
定

以
上
で
し
た
。
ク
ル
マ
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」（
ト
ヨ
タ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
加
地
雅
哉
氏
）

　
今
季
の
ト
ヨ
タ
は
ル
・
マ
ン
や
オ
ー
ス
テ

ィ
ン
な
ど
で
の
よ
う
に
予
選
で
下
位
に
沈
ん

で
も
決
勝
で
盛
り
返
し
、
優
勝
を
争
う
レ
ー

ス
を
続
け
て
き
た
。
予
選
で
こ
の
位
置
を
得

ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
決
勝
で
も
上
位
で
戦
え

る
の
で
は
？　
と
い
う
期
待
も
抱
い
て
い
た

に
違
い
な
い
。
だ
が
、
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。

　
午
前
11
時
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
で
幕

を
開
け
た
６
時
間
の
戦
い
は
、
ス
タ
ー
ト
直

後
に
８
号
車
が
予
選
３
番
手
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ 

Ｍ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｖ
８
の
15
号
車
に
か
わ
さ
れ
、

３
番
手
に
後
退
。
マ
イ
ク
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
の

７
号
車
は
ポ
ル
シ
ェ
６
号
車
に
捉
え
ら
れ
て

５
番
手
に
。
そ
の
後
も
激
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン

争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
重
ク
ラ
ッ
シ
ュ

に
よ
っ
て
早
く
も
２
周
目
に
Ｓ
Ｃ
（
セ
ー
フ

テ
ィ
カ
ー
）
が
導
入
さ
れ
た
。
８
周
目
の
リ

ス
タ
ー
ト
後
、
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
エ
ミ
の

ト
ヨ
タ
８
号
車
は
６
号
車
に
捉
え
ら
れ
４
番

手
に
ダ
ウ
ン
。
２
台
は
そ
の
後
も
な
か
な
か

浮
上
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
の
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
Ｇ
Ｒ
０
１
０
の
直
線
ス
ピ
ー
ド
が
思
う

よ
う
に
伸
び
な
い
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
２

５
０
㎞
／
ｈ
を
超
え
て
か
ら
は
パ
ワ
ー
ゲ
イ

ン
の
恩
恵
で
あ
る
程
度
挽
回
で
き
て
い
た
が
、

そ
こ
に
達
す
る
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
は
明
ら
か

に
劣
っ
て
い
た
。
特
に
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ー

ト
で
は
重
量
増
と
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
が
も
ろ
に

響
き
、
出
遅
れ
を
招
い
て
い
た
。
ま
た
、
レ

ー
ス
中
も
ス
ト
レ
ー
ト
上
で
は
不
利
な
状
況

が
多
く
、
ス
ト
レ
ー
ト
エ
ン
ド
の
伸
び
と
ブ

011

（上）可夢偉交代時のピットインでは右リ
ヤの交換に手間取り、５秒前後のロスも
あった。それでもこの時点で上位２台の
推定残燃料から７号車が彼らを上回るフ
ィニッシュの可能性があった。（左）デ・
フリースのペースは総じて上位勢を上回
り、戦略の幅を与えていた。（as）

デ・フリースが７号車の
可能性を広げていたが……

平川はハイパーカーの予選（いわゆるQ1に相当）では８番
手をマークし、ハイパーポールに進出。ハイパーポールで
はトップから僅差の２番手と、仕事を果たした。（as）

2023～2024シーズンのBoP変遷（抜粋）

TOYOTA

N.Mitsuhashi

FIA WEC/DPPI

TOYOTA



レ
ー
キ
ン
グ
競
争
で
何
と
か
補
お
う
と
す
る

よ
う
な
シ
ー
ン
も
頻
発
。
そ
の
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
に
し
て
も
、
最
重
量
マ
シ
ン
で
あ
る
が
ゆ

え
に
難
し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
タ
フ
な
状
況
だ
っ
た
。

　
富
士
で
は
お
お
む
ね
８
号
車
が
７
号
車
の

ペ
ー
ス
を
上
回
っ
て
い
た
。
特
に
予
選
ま
で

は
「
自
分
た
ち
は
練
習
走
行
か
ら
ど
ハ
マ
り

し
て
い
て
、
最
終
的
に
８
号
車
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
ま
し
た
」
と

可
夢
偉
が
話
し
て
い
た
よ
う
に
、
か
な
り
苦

戦
。
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
選
手
権
で
は
７
号
車
に

逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
た
め
、
途
中
で
７

号
車
を
前
に
出
す
作
戦
を
チ
ー
ム
は
採
っ
て

い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
７
号
車
は
ペ
ー

ス
を
上
げ
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
た
。

　
１
度
目
の
ピ
ッ
ト
イ
ン
か
ら
数
周
後
の
50

周
目
、
Ｖ
Ｓ
Ｃ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ

カ
ー
）
が
導
入
さ
れ
、
７
号
車
と
８
号
車
は

ピ
ッ
ト
イ
ン
。
ト
ッ
プ
の
６
号
車
と
２
番
手

の
２
号
車
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
な
ど
は
ス
テ
イ
ア

ウ
ト
を
選
択
し
、
こ
れ
で
後
半
に
向
け
て
の

ピ
ッ
ト
戦
略
は
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ

の
後
、
Ｓ
Ｃ
に
変
わ
っ
て
ギ
ャ
ッ
プ
は
リ
セ

ッ
ト
。
た
だ
、
７
号
車
は
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
に

苦
し
み
、
予
定
を
や
や
早
め
て
ピ
ッ
ト
へ
。

デ
・
フ
リ
ー
ス
が
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
。

　
レ
ー
ス
前
、
ト
ヨ
タ
は
路
面
温
度
が
高
く

な
れ
ば
勝
機
を
見
い
だ
せ
る
可
能
性
が
上
が

る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
。
ク
ル
マ
の
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
と
タ
イ
ヤ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

は
自
信
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
路

温
は
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
上
が
ら
な
か
っ
た
。

ラ
イ
バ
ル
車
が
そ
の
点
で
苦
労
す
る
こ
と
は

な
く
、
む
し
ろ
ト
ヨ
タ
に
と
っ
て
厳
し
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
走
行
が
続
く
こ
と
に
。

８
号
車
の
最
終
ス
テ
ィ
ン
ト
を
担
当
し
た
平

川
は
「
自
分
た
ち
の
ク
ル
マ
は
重
い
の
で
、

少
し
で
も
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
タ

イ
ヤ
が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
て
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
し
な
い
ギ
リ

ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

ポ
ル
シ
ェ
は
か
な
り
滑
っ
て
も
大
丈
夫
み
た

い
で
し
た
し
、
ク
ル
マ
が
し
っ
か
り
前
に
進

ん
で
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

ス
ト
レ
ー
ト
は
パ
ワ
ー
減
に
よ
り
速
度
が

伸
び
ず
、
コ
ー
ナ
ー
で
は
重
量
増
に
よ
り
タ

イ
ヤ
が
厳
し
い
と
い
う
二
重
苦
の
状
況
。
ト

ヨ
タ
は
２
台
で
戦
略
を
分
け
、
少
な
く
と
も

１
台
は
優
勝
争
い
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
戦
い
方
に
打
っ
て
出
た
。
７
号
車
は
、

ひ
と
り
目
を
担
っ
た
デ
・
フ
リ
ー
ス
の
ス
テ

ィ
ン
ト
で
本
来
な
ら
レ
ー
ス
終
盤
に
行
な
う

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
（
給
油
作
業
の
み
の
短
い
ピ

ッ
ト
ン
）
を
実
施
。
ト
ラ
ッ
ク
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
上
げ
に
い
く
作
戦
を
採
る
。
デ
・
フ
リ
ー

ス
は
鋭
い
パ
ス
を
決
め
る
な
ど
し
て
一
時
首

位
に
上
が
っ
た
。
４
時
間
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、

可
夢
偉
に
交
代
。
搭
載
燃
料
と
タ
イ
ヤ
の
面

で
ラ
イ
バ
ル
た
ち
よ
り
有
利
な
状
況
で
終
盤

を
戦
え
る
条
件
を
整
え
た
か
と
思
わ
れ
た
。

　
だ
が
、
ま
も
な
く
Ｖ
Ｓ
Ｃ
が
導
入
さ
れ
る
。

ラ
イ
バ
ル
た
ち
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
タ
イ

ヤ
交
換
と
給
油
を
実
施
。
そ
の
後
、
７
号
車

も
給
油
の
た
め
ピ
ッ
ト
イ
ン
し
、
コ
ー
ス
に

合
流
す
る
と
８
番
手
。
Ｖ
Ｓ
Ｃ
が
出
た
時
点

で
の
推
定
残
燃
料
は
ト
ッ
プ
の
６
号
車
が
40

％
、
２
番
手
15
号
車
は
31
％
。
序
盤
に
１
回

ピ
ッ
ト
イ
ン
し
て
い
た
７
号
車
は
80
％
。
何

も
な
け
れ
ば
６
号
車
や
15
号
車
は
あ
と
２
回

の
ピ
ッ
ト
が
必
要
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
消
失
し
た
。
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S.Yoshida

ポルシェ６号車の安定感は最後まで揺る
がなかった。最後のSCの退出後も後続車
に影をも踏ませない好ペースで周回を重
ね、最終的に２番手15号車BMWに約16
秒の差をつけてのトップチェッカーを受
けた。６号車は今季２勝目。（as）

後方の混乱をよそに

Photo Documentary



　
Ｖ
Ｓ
Ｃ
後
に
は
Ｓ
Ｃ
も
導
入
。
ラ
イ
バ
ル

た
ち
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
レ

ー
ス
は
残
り
１
時
間
半
の
ス
プ
リ
ン
ト
勝
負

に
。
純
粋
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
勝
負
で
は
苦

し
い
が
、
８
位
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
で
は
最
終
戦

バ
ー
レ
ー
ン
で
の
逆
転
王
座
は
難
し
く
な
る
。

可
夢
偉
は
追
い
上
げ
て
き
た
ポ
ル
シ
ェ
５
号

車
を
何
と
か
抑
え
込
も
う
と
、
１
コ
ー
ナ
ー

か
ら
サ
イ
ド
・
バ
イ
・
サ
イ
ド
の
状
態
で
コ

カ
・
コ
ー
ラ
・
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
う
。
そ
こ

に
２
台
が
非
常
に
近
い
位
置
関
係
で
進
入
す

る
が
、
イ
ン
側
に
い
た
可
夢
偉
と
ポ
ル
シ
ェ

が
接
触
。
ポ
ル
シ
ェ
は
ス
ピ
ン
状
態
に
陥
り
、

２
台
は
激
し
く
ぶ
つ
か
っ
た
。
両
者
と
も
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
い
つ
つ
も
何
と
か
ピ
ッ

ト
ま
で
帰
還
し
た
が
、
と
も
に
損
傷
が
大
き

く
、
そ
ろ
っ
て
リ
タ
イ
ア
。
レ
ー
ス
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
は
、
可
夢
偉
に
非
が
あ
っ
た
と
し
て

今
季
い
っ
ぱ
い
の
執
行
猶
予
付
き
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
、
ト
ヨ
タ
は

５
シ
ー
ズ
ン
守
り
続
け
て
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
タ
イ
ト
ル
を
失
う
こ
と
が
極
め
て
濃
厚
と

な
っ
た
。
一
方
、
平
川
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ

ヤ
で
競
争
力
の
あ
る
ラ
ッ
プ
を
刻
み
、
３
番

手
ま
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
８
号
車
に
は

充
分
な
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
の
時
点
で
表

彰
台
に
手
を
か
け
て
い
た
。
だ
が
、
残
り
16

分
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
ペ

ナ
ル
テ
ィ
の
裁
定
が
下
る
。
最
後
の
ピ
ッ
ト

を
済
ま
せ
た
平
川
は
首
位
６
号
車
の
直
前
で

コ
ー
ス
に
復
帰
。
周
回
遅
れ
扱
い
と
な
っ
た

平
川
に
対
し
て
は
３
０
０
Ｒ
で
青
旗
が
提
示

さ
れ
た
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
な
も
の
も
あ
り
、

対
応
が
や
や
遅
れ
た
。
こ
れ
が
青
旗
無
視
と

み
な
さ
れ
、
消
化
す
る
と
10
番
手
に
ダ
ウ
ン
。

ト
ヨ
タ
は
、
ホ
ー
ム
レ
ー
ス
を
今
季
ワ
ー
ス

ト
と
言
え
る
結
果
で
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
勝
ち
た
か
っ
た
で
す
し
、
本
当
は
ワ
ン
・

ツ
ー
で
終
わ
り
た
か
っ
た
の
で
非
常
に
悔
し

く
、
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
に
申
し
訳
な
く
思

い
ま
す
。
ク
ル
マ
の
仕
上
り
は
決
し
て
悪
く

な
く
、（
重
く
て
も
）
タ
イ
ヤ
の
デ
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は

想
定
よ
り
も
か
な
り
厳
し
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
の
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。
ス
ト
レ

ー
ト
で
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
頑
張
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
あ
る
程
度
追
い
越
し
は
で

き
ま
し
た
が
、
ク
ル
マ
の
性
能
的
に
は
か
な

り
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
今
回
に
関
し
て
は

重
量
増
以
上
に
、
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
が
大
き
く

影
響
し
た
と
思
い
ま
す
」
と
加
地
氏
。
可
夢

偉
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
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戦略で勝機を見いだせた矢先の“リセット”

トヨタ７号車は左リヤまわりを激しく損傷。この後、ガレージに入れ、可夢偉がクルマを降りた。８号車の平川は、３番手の35号車ア
ルピーヌがドライブスルーペナルティを受けたことで３番手に浮上。２番手15号車BMWを追う態勢に入った直後の裁定だった。（as）

２台が終盤に悪夢の展開に……

（左）BMWの15号車はほぼ
終始トップ３以内を走るペ
ースがあり、初の表彰台フ
ィニッシュ。（中）２号車キ
ャデラックはレース序盤を
支配。だが、接触やクラッ
シュなどで戦線から脱落。
（右）アルピーヌ35号車と
トヨタ８号車がペナルティ
で沈んだ後の３番手争いは
アルピーヌ36号車に軍配。

BMW

K.Koga

FIA WEC/DPPI

S.Yoshida

FIA WEC/DPPI S.Yoshida



タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
あ
の
よ
う
な
接
触
は
や
っ

ぱ
り
避
け
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
し
、
大
事

に
い
っ
て
引
い
て
い
れ
ば
、
結
果
は
違
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
れ
だ
け
競
っ

て
い
る
状
況
の
な
か
で
攻
め
た
結
果
で
す
の

で
仕
方
な
い
と
も
思
い
ま
す
」。
平
川
の
青

旗
無
視
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

チ
ー
ム
と
し
て
プ
ロ
セ
ス
に
ま
っ
た
く
納
得

し
て
い
な
い
と
い
う
。

　
富
士
で
の
敗
北
に
よ
り
、
ト
ヨ
タ
は
ド
ラ

イ
バ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
争
い
で
は
厳
し
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

ラ
ー
選
手
権
で
は
現
実
的
な
可
能
性
を
残
し

て
い
る
。「
次
の
バ
ー
レ
ー
ン
は
自
分
た
ち

の
ク
ル
マ
に
合
っ
て
い
ま
す
し
、
自
信
は
あ

り
ま
す
。
最
終
戦
で
勝
ち
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
ラ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
を
守
っ
て
シ
ー
ズ
ン

を
終
え
る
た
め
に
、
全
力
で
戦
い
ま
す
」
と

平
川
は
逆
襲
を
心
に
誓
い
、
暗
闇
に
包
ま
れ

た
富
士
を
後
に
し
た
。

Pos No Team Drivers Car Laps Total Time Diff. from 1st Pit Best Lap

1 6 Porsche Penske Motorsport K. Estre / A. Lotterer / L. Vanthoor Porsche 963 213 6:00'32"196 5 1'31"078

2 15 BMW M Team WRT D. Vanthoor / R. Merciello / M. Wittmann BMW M Hybrid V8 213 6:00'48"797 16"601 6 1'31"168

3 36 Alpine Endurance Team N. Lapierre / M. Schumacher / M. Vaxiviere Alpine A424 213 6:01'14"517 42"321 7 1'31"525

4 93 Peugeot TotalEnergies M. Jensen / N. Muller / J. Vergne Peugeot 9X8 213 6:01'18"042 45"846 7 1'31"340

5 12 Hertz Team JOTA W. Stevens / C. Ilott / N. Nato Porsche 963 213 6:01'21"885 49"689 6 1'31"630

6 38 Hertz Team JOTA J. Button / P. Hanson / O. Rasmussen Porsche 963 213 6:01'24"112 51"916 6 1'31"661

10 8 Toyota Gazoo Racing S. Buemi / B. Hartley / R. Hirakawa Toyota GR010 Hybrid 213 6:01'31"075 58"879 7 1'31"410
Not classified

7 Toyota Gazoo Racing M. Conway / K. Kobayashi / N. de Veries Toyota GR010 Hybrid 163 4:43'48"257 7 1'31"083
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WEC 2024 Round 7  6 Hours of Fuji Race HYPERCAR results (top 6) Fuji International Speedway 4,563 m | 15/09/2024

Fastest Lap by Charles MILESI: 1'30"943 (Lap 138, 180.6 Kph) Track Temp: 34.90 ℃  Air Temp: 25.90 ℃

ポルシェのＷタイトルへの前進を許す結果に

FIA WEC/DPPI

N.Mitsuhashi

Photo Documentary
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オ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
創
刊
60
周
年

戦
う
人
、
支
え
る
人
。
号
泣
す
る
人
、
歓
喜
す
る
人
。

あ
の
悔
し
さ
も
感
動
も
│
│

す
べ
て
の
仲
間
に
、
あ
り
が
と
う
。

写真 ： 2006年 F1第１戦 バーレーンGP

モータースポーツと日本の景色 2005-20097

国内 モータースポーツ
2005年

中部国際空港（セントレア）が愛知
県に開港
2005年日本国際博覧会「愛・地球
博」が開幕
惑星探査機はやぶさが小惑星イト
カワへの着陸と岩石の採取に成功

GP2シリーズ、スーパーGTシリー
ズが名称変更を受けスタート
インディカーでダニカ・パトリックが
ルーキー・オブ・ザ・イヤー獲得
当時史上最年少でフェルナンド・ア
ロンソがF1でチャンピオン獲得

2006年
日本郵政株式会社が発足
初開催のワールド・ベースボール・
クラシックで日本が優勝
地上デジタルテレビ放送の１セグ
メント放送（ワンセグ）が開始
携帯電話の番号ポータビリティ制
度が開始

ホンダが38年ぶりにフルコンスト
ラクターとしてF1に参戦。
　スーパーアグリも参戦をスタート
全日本スポーツカー耐久選手権が
スタート
ル・マン24時間でアウディがディ
ーゼルエンジンで史上初優勝

2007年
防衛庁が省に昇格し、防衛省発足
気象庁が猛暑日を制定
新潟県中越沖地震が発生

後のチャンピオン、ルイス・ハミル
トンやセバスチャン・ベッテルに加
え、中嶋一貴もF1デビュー
F1日本GPが富士スピードウェイに
て実施（翌年まで２年間開催）

2008年
新学習指導要領の発表により、ゆ
とり教育の転換が計られる
日本でiPhoneの発売がスタート
アメリカ大手証券会社の経営破綻
（リーマンショック）による不況が日
本にも波及

インディカーとチャンプカーが合併
発表を行ない、新生インディカーシ
リーズとしてスタート
セバスチャン・ローブがWRCで11
勝の年間最多勝をマーク
スーパーアグリがシーズン途中に
F1撤退。ホンダもこの年をもって第
３期F1活動を終了

2009年
裁判員制度がスタート
衆院選で民主党が大勝利し政権交
代を果たす

小林可夢偉がF1デビュー
創設初年度のブラウンGPでジェン
ソン・バトンがF1タイトルを獲得
トヨタがF1から撤退
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　　　　　　　読者の皆さまへ

オートスポーツ本誌

創刊60周年記念
応募者全員プレゼントのお知らせ

次号10月29日（火）発売号 （No.1602/12月号）

次号オートスポーツ本誌10月29日（火）発売号 （No.1602/12月号）では創刊60周年を記念して
“必ずもらえる”応募者全員プレゼントを実施します。

抽選で2000名様に「オートスポーツ特製リアルカーボンカード」を
抽選からもれた方には「オートスポーツ創刊60周年記念ステッカー」を差し上げます。
つまり“ハズレ”はなく、ご応募いただいた方は“必ずどちらか”を受け取れるという

応募者全員プレゼント企画です。ふるってご応募ください。
※応募方法は次号の本誌にてご確認ください。

オートスポーツ創刊
60周年記念ステッカー

GT300
絶滅危惧種を守れ。
スーパーGTにいまなお宿る
「ニッポンのものづくり」

創刊刊6060周年周年記念記念特集特集
第2弾
GT
絶滅
スー
「ニ

第第第第

抽選で2000名様に

抽選に
もれた方も

表面には「センチ」と「インチ」のスケール（目盛り）を、
裏面にはレース界で頻繁に使われるさまざまな単位の「換算
表」。これを本物のCFRP（Carbon Fiber Reinforced 
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極東の島国から、世界最高峰の自動車レースに挑む
しかも、二輪はともかく、四輪メーカーとしては
まだ産声を上げたばかりの企業が挑戦すると聞いたなら……
現代ならメディアやSNSで「無謀」とたたかれたに違いない
初参戦から今年で60年を迎えたホンダのF1活動を振り返る
Photo ◉ 三橋仁明（Noriaki Mitsuhashi）

  現在と過去から探る
“ホンダらしさ”のフィロソフィ
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参
戦
、撤
退
。
失
望
、歓
喜
。

紆
余
曲
折
に
も

ほ
ど
が
あ
る
。

　
半
世
紀
以
上
前
の
第
一
期
活
動
は
、

残
念
な
が
ら
間
近
で
見
て
は
い
な
い
。

た
だ
、
総
監
督
を
務
め
た
中
村
良
夫
さ

ん
と
は
、
同
氏
の
晩
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
を
一
緒
に
周
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
Ｆ
１
関
係
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
取
材
旅
行
だ

っ
た
。
フ
ァ
ン
・マ
ヌ
エ
ル
・フ
ァ
ン
ジ

オ
に
始
ま
り
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ブ
ラ
バ
ム
、

ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス
、
当
時
現
役

P
hoto

 

◉ 

田
中
秀
宣（H

idenobu Tanaka

）／
三
浦
康
史（K

oji M
iura

）

小
林
克
好（K

atsuyoshi K
obayashi

）／LA
T

／X
P
B

／H
onda

M
cLaren

／Toro R
osso

／R
ed B

ull

／A
lpha Tauri

／auto sport

無
謀
と
も
思
え
る
１
９
６
４
年
の
初
挑
戦
に
始
ま
り

あ
ま
り
に
有
名
な
セ
ナ
と
の
伝
説
。
そ
し
て
、
近
年
の
第
四
期
で
は

「
や
め
ち
ま
え
！
」と
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ
続
け
、ど
ん
底
か
ら
の
逆
転
劇

ホ
ン
ダ
の
Ｆ
１
活
動
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
60
年
を
振
り
返
る
と

そ
こ
に
は
紆
余
曲
折
が
詰
ま
っ
て
い
る

RA271と同様にエンジンは横置き。最
終戦メキシコGPでホンダにとってのF1
初優勝を果たす。参戦２年目での快挙

V8 “空冷” エンジン搭載のRA302がフランスGPでデビ
ューも、J.シュレッサーが事故死 第２戦スペインGPにデビュー

ローラ・カーズが車体を開発。車重を610kgまで減量し第９
戦イタリアGPでデビューすると、いきなり優勝。通算２勝目

初の３ℓエンジンを縦置きに積
み第７戦イタリアGPでデビュー。
最低重量を 150kg も上回る
650kgという車重により苦戦

V12エンジンを横置きに搭載する独創
的なレイアウトで８月の第６戦ドイツ
GPにてF1デビュー 。年間３戦に出場

F1参戦に向けた試作車となるRA270。
車体カラーは本田宗一郎の意向によりゴールド

1964 Honda RA271

RA271E ［ 1.5ℓ60度V型12気筒 ］

1965 Honda RA272

RA272E ［ 1.5ℓ60度V型12気筒 ］

1966 Honda RA273

RA273E ［ 3ℓ90度V型12気筒 ］

1968 Honda RA302

RA302E ［ 空冷3ℓ120度V型8気筒 ］ 1968 Honda RA301

RA301E ［ 3ℓ90度V型12気筒 ］ 1967 B·A·R Honda RA300

RA273E ［ 3ℓ90度V型12気筒 ］

1963 Honda RA270

RA270E ［ 1.5ℓ60度V型12気筒 ］

ジャーナリストコラム

世界が震えた
11戦目の衝撃
Text ◉ 柴田久仁夫（Kunio Shibata）

［ 第一期 ］

ホ
ン
ダ
F
1
ヒ
ス
ト
リ
ー

初
参
戦
か
ら
60
年
の
要
点

 : 活動期間  : 休止(撤退）期間

H.Tanaka H.Tanaka H.Tanaka

HondaH.Tanaka

H.Tanaka

H.Tanaka
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だ
っ
た
ネ
ル
ソ
ン
・
ピ
ケ
、
ア
ラ
ン
・
プ

ロ
ス
ト
、
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
、
そ
し

て
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ル
カ
・
デ
ィ
・
モ
ン

テ
ゼ
モ
ロ
会
長
（
当
時
）
や
マ
ッ
ク
ス

・
モ
ズ
レ
ー
元
Ｆ
Ｉ
Ａ
会
長
に
至
る
ま

で
、「
ナ
カ
ム
ラ
の
た
め
な
ら
」と
喜
ん

で
長
時
間
の
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
。

　
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
中
村

さ
ん
に
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
敬
意
を
払

い
、
第
一
期
の
話
を
聴
き
た
が
っ
た
こ

と
だ
。
極
東
の
島
国
か
ら
突
如
や
っ
て

来
た
「
ホ
ン
ダ
」
の
衝
撃
は
そ
れ
ほ
ど

に
大
き
く
、
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
歴
史

に
確
固
た
る
足
跡
を
残
し
た
。
中
村
さ

ん
は
そ
の
中
心
人
物
だ
っ
た
。

　
１
９
６
４
年
、
１
・
５
ℓ
と
い
う
小

排
気
量
時
代
の
Ｆ
１
に
、
精
密
機
械
の

よ
う
な
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
で
挑
戦
し
て
き

た
ホ
ン
ダ
。
最
高
回
転
数
は
、
当
時
と

し
て
は
画
期
的
な
１
万
２
０
０
０
ｒ
ｐ

ｍ
。
２
０
０
馬
力
を
絞
り
出
し
た
。
し

か
し
、
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
の
旧
コ

ー
ス
で
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
、
予
選
で
ポ

ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
56
秒
後
れ
の
最

下
位
、
レ
ー
ス
も
事
故
で
リ
タ
イ
ア
と

い
う
ほ
ろ
苦
い
も
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
も
苦
戦
を
重
ね
た
が
、
翌
65

年
の
メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ
で
初
勝
利
を
挙
げ

た
。
初
参
戦
か
ら
11
戦
目
は
快
挙
と
言

え
た
が
、
当
の
中
村
さ
ん
は
「
や
っ
と

1977 1976 1975

ホンダ河島喜好社長がレース復帰を発表

981 1980 1979

F1復帰に向けてF2参戦開始

4 1983 1982 11

ヨーロッパF2選手権制覇

　
僕
が
初
め
て
取
材
し
た
Ｆ
１
は
、
１

９
８
７
年
の
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
だ
っ
た
。
日

本
人
初
の
Ｆ
１
フ
ル
参
戦
ド
ラ
イ
バ
ー
、

中
嶋
悟
が
主
な
取
材
対
象
だ
っ
た
の
だ

が
、
シ
ャ
シ
ー
が
非
力
な
ロ
ー
タ
ス
・

ホ
ン
ダ
で
こ
の
レ
ー
ス
を
制
し
た
ア
イ

ル
ト
ン
・
セ
ナ
に
も
す
っ
か
り
魅
せ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
な
お
破
ら
れ
な

い
モ
ナ
コ
最
多
勝
記
録
（
６
勝
）
の
記

念
す
べ
き
１
勝
目
だ
っ
た
。

　
当
時
の
Ｆ
１
は
、
タ
ー
ボ
全
盛
時
代

だ
っ
た
。
83
年
に
エ
ン
ジ
ン
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
し
て
復
帰
し
た
ホ
ン
ダ
は
、
当

初
は
Ｔ
Ａ
Ｇ
ポ
ル
シ
ェ
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
フ

ェ
ラ
ー
リ
相
手
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

し
か
し
、
市
販
車
の
技
術
を
応
用
し
た

低
燃
費
・
高
出
力
の
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン

を
開
発
し
、
さ
ら
に
走
行
デ
ー
タ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集
す
る
テ
レ
メ
ト
リ

ー
シ
ス
テ
ム
を
Ｆ
１
で
初
め
て
導
入
し

た
こ
と
で
、
ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ン
は
世
界

最
強
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
中
嶋
を
き
っ
か
け
に
日
本
で
起
き
た

７月のダラスGPで第二期初優勝。
復帰から16戦目の勝利

７月のイギリスGPから復帰。最終戦では翌年からの
パートナー、ウイリアムズと組み５位入賞

第５戦カナダGPから新エンジンを投入し年間４勝

年間９勝。ホンダにとって初のコ
ンストラクターズタイトルを獲得

この年から日本人初のF1レギュラードライバーとして中嶋
悟が参戦。そのチームメイトのA.セナが２勝を挙げた

鈴鹿で初めてF1日本GPが開催されたこの年、ウイリアム
ズ・ホンダが16戦９勝を果たしダブルタイトルを獲得

勝
て
た
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
記
憶

に
残
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
の
自
負

と
自
信
を
持
っ
て
、
世
界
に
挑
ん
で
い

た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
後
の
３
シ
ー

ズ
ン
は
わ
ず
か
１
勝
に
と
ど
ま
り
、
ホ

ン
ダ
は
68
年
限
り
で
活
動
を
休
止
す
る
。

本
田
宗
一
郎
が
固
執
し
た
空
冷
エ
ン
ジ

ン
搭
載
マ
シ
ン
と
開
発
が
二
分
さ
れ
た

こ
と
に「
あ
れ
は
本
当
に
残
念
で
し
た
」

と
、
中
村
さ
ん
は
何
度
も
悔
し
が
っ
て

い
た
。

1986 Williams FW11

RA166E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

1987 Williams FW11B

RA167E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］ 1987 Lotus 99T

RA167E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

1983 Spirit 201C

RA163E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

1984 Williams FW09

RA164E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

1985 Williams FW10

RA165E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

ジャーナリストコラム

セナとホンダに
魅せられて
Text ◉ 柴田久仁夫（Kunio Shibata）

［ 第二期 ］

H.Tanaka H.Tanaka H.Tanaka

H.Tanaka H.Tanaka

H.Tanaka



1995 1994 1993 1992 1991 1990 1989 1988 1987 1986 1985 1984 1983

７月、ホンダ川本信彦社長が第二期
F1活動の「休止」を発表。前年には、
RCプロジェクトのRC1.0が完成

セナとホンダのタッグ最終年。快進撃を続けるウ
イリアムズに対抗すべく第３戦ブラジルから投入

ハーベイ・ポスルスウェイトが設計した020
だが、シャシーとエンジンのマッチングが噛
み合わず低迷

16戦10勝。セナ・プロ鈴鹿シケインの接触。A.プロスト３度目の戴冠

024

1990年に始動したRCプロ
ジェクトのRC2.0x完成

1993 1992

無限ホンダがエンジンの供給先
をフットワークからロータスへ
変更するも、ロータスは資金難
によりこの年限りでF1撤退

Ｆ
１
ブ
ー
ム
は
、「
ホ
ン
ダ
と
セ
ナ
」

で
さ
ら
に
過
熱
し
た
。
セ
ナ
の
生
涯
３

度
の
タ
イ
ト
ル
は
、
す
べ
て
マ
ク
ラ
ー

レ
ン
・
ホ
ン
ダ
時
代
に
獲
得
し
た
も
の

だ
。
88
年
は
１
・
５
ℓ
Ｖ
６
タ
ー
ボ
、

90
年
は
３
・
５
ℓ
Ｖ
10
、
91
年
は
３
・

５
ℓ
Ｖ
12
。
ホ
ン
ダ
が
第
二
期
に
投
入

し
た
全
形
態
の
エ
ン
ジ
ン
で
、
セ
ナ
は

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

　
と
は
い
え
、
セ
ナ
最
後
の
戴
冠
と
な

っ
た
91
年
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ル
ノ

ー
の
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
マ
ン
セ
ル
の
猛
追

か
ら
か
ら
く
も
逃
げ
切
る
展
開
だ
っ
た
。

ル
ノ
ー
は
新
世
代
の
軽
量
・
高
回
転
の

Ｖ
10
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
。
さ
ら
に
車
体

を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
重

視
す
る
新
思
想
を
掲
げ
、
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
と
黄
金
時
代
を
築
い
て
い
く
。
彼
ら

に
完
敗
す
る
92
年
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

ホ
ン
ダ
は
活
動
休
止
を
決
め
て
い
た
。

セナが自身３度目、かつホンダとの最後の
ワールドチャンピオンに

1995 1994

無限ホンダが新たに
リジェへ３ℓエンジ
ンMF301Hを供給

無限ホンダが前年に引き続き
フットワークにエンジン供給
（MF351HB）

1992 McLaren MP4/7A

RA122E/B

［ 3.5ℓ75度V型12気筒 ］

1991 McLaren MP4/6

RA121E ［ 3.5ℓ60度V型12気筒 ］

ホンダF1第三期活動開始。初戦でJ.ビルヌーブ（４位）
とR.ゾンタ（６位）がいきなりダブル入賞

2000 B·A·R 002

RA000E ［ 3ℓ80度V型10気筒 ］

1.5ℓターボ最終年。ロータスはN.ピ
ケと中嶋というタッグで挑んだが、シ
ャシー性能が安定せず苦戦

1991 Tyrrell 020

RA101E ［ 3.5ℓ72度V型10気筒 ］

1989 McLaren MP4/5

RA109E ［ 3.5ℓ72度V型10気筒 ］

1988 Lotus 100T

RA168E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

16戦15勝という伝説のシーズン。A.セナが自身初の
ワールドチャンピオンに

セナ・プロ鈴鹿1コーナーの接触。セ
ナ2度目の戴冠。本田技術研究所の
有志により車体の設計と開発を行な
うF1マシン製造技術習得＝RC（リサ
ーチ・シャシー）プロジェクト発足

1988 McLaren MP4/4

RA168E ［ 1.5ℓ80度V型6気筒ツインターボ ］

1990 McLaren MP4/5B

RA100E ［ 3.5ℓ72度V型10気筒 ］

RC2.0x

MF301改

RC1.0x

RA121E

1991 1990 1989 1988 1987

F
R

111199991

ジンの供給先
らロータスへ
タスは資金難
でF1撤退

R

H.Tanaka

H.Tanaka

K.Miura

H.Tanaka

H.Tanaka

H.Tanaka

H.Tanaka

K.KobayashiK.KobayashiLAT
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1999 1998 1997 1996

ホンダ川本信彦社長がシャシー製造を含
めたフルワークスによるF1参戦を宣言

　
濃
霧
の
な
か
を
疾
走
す
る
純
白
の
マ

シ
ン
。
シ
ェ
イ
ク
ダ
ウ
ン
か
ら
戻
っ
て

き
た
ヨ
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
（
マ

ッ
ク
ス
の
父
）は
、「
い
き
な
り
速
い
し
、

ス
ム
ー
ズ
。
素
晴
ら
し
く
素
性
の
い
い

車
だ
」
と
Ｒ
Ａ
０
９
９
を
絶
賛
し
た
。

　
１
９
９
９
年
1
月
。
ホ
ン
ダ
は
悲
願

と
い
う
べ
き
フ
ル
ワ
ー
ク
ス
参
戦
を
見

据
え
て
、
独
自
開
発
マ
シ
ン
の
テ
ス
ト

を
重
ね
、
ヘ
レ
ス
で
は
ト
ッ
プ
タ
イ
ム

を
マ
ー
ク
し
た
。
し
か
し
本
社
の
反
対

の
声
は
強
く
、
車
体
開
発
は
中
止
に
。

２
０
０
０
年
か
ら
の
第
三
期
活
動
は
、

Ｂ
・
Ａ
・
Ｒ
へ
の
ワ
ー
ク
ス
エ
ン
ジ
ン

供
給
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
ホ

ン
ダ
は
徐
々
に
車
体
の
共
同
開
発
を
進

め
、
05
年
末
に
は
Ｂ
・
Ａ
・
Ｒ
の
株
式

を
す
べ
て
取
得
。
翌
06
年
か
ら
オ
ー
ル

ホ
ン
ダ
と
し
て
再
出
発
し
た
。

　
す
で
に
04
年
に
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
次

ぐ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
選
手
権
2
位
、

佐
藤
琢
磨
も
3
位
表
彰
台
に
立
つ
な
ど
、

大
躍
進
を
見
せ
た
。
し
か
し
翌
年
は
6

位
、
06
年
は
4
位
に
戻
す
も
の
の
、
07

年
は
8
位
と
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
成
績

は
乱
高
下
し
た
。「
低
迷
の
最
大
の
理

由
は
、
技
術
面
で
は
空
力
開
発
の
遅
れ
、

運
営
面
で
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
が

アースカラーで挑んだシーズンは大苦
戦。この年の11月にロス・ブラウンが
チーム代表に就任

創設２年目 “純日本チーム” のスー
パーアグリに乗る佐藤琢磨が、第４
戦スペインGPで８位、第６戦カナダ
GPでは望外の６位入賞。

スーパーアグリは資金難により第４戦スペインGPまで
の参戦。９月のリーマンショックを受け、12月５日に
ホンダ福井威夫社長がF1からの
「撤退」を発表

2008 Honda RA108/SUPER AGURI SA08A

RA808E ［ 2.4ℓ90度V型8気筒NA ］ 2007 SUPER AGURI SA07

RA807E ［ 2.4ℓ90度V型8気筒NA ］ 2007 Honda RA107

RA807E ［ 2.4ℓ90度V型8気筒NA ］

第4戦サンマリノGPで
バトンが３位、佐藤琢
磨が５位で完走したが、
最低重量規定違反で失
格。さらに、予備燃料
タンクの存在が発覚し
たため、その後の２戦
は出場停止処分

2005 B·A·R 007

RA005E

［ 3ℓ90度V型10気筒 ］

佐藤琢磨がジョーダンのレギュラード
ライバーとして参戦。最終戦日本GPで
はその “ルーキー琢磨” が５位入賞

2002 B·A·R 004

RA002E ［ 3ℓ94度V型10気筒 ］

シーズンを通してマシンの信頼性に欠
け低迷。コンストラクターズランキン
グは８位

2002 B·A·R 004

RA002E ［ 3ℓ94度V型10気筒 ］

鈴木亜久里による新規F1チーム。佐藤琢磨をエースにシ
ーズン途中までSA05、後半戦はSA06／SA06Bで奮闘

2006 SUPER AGURI SA05/SA06

RA806E ［ 2.4ℓ90度V型8気筒NA ］

佐藤琢磨が第７戦ヨーロッパGPで予選２位、第９戦アメ
リカGPで自身初となる３位表彰台を獲得

2004 B·A·R 006

RA004E ［ 3ℓ90度V型10気筒 ］

J.ビルヌーブが２度、３位表彰台を獲得するもコンス
トラクターズランキングは６位と苦戦

2001 B·A·R 003

RA001E ［ 3ℓ80度V型10気筒 ］

1998年から無限ホンダを搭載してい
たジョーダンだが、この年からワー
クスホンダエンジを積んだ

2001 Jordan EJ11

RA001E ［ 3ℓ80度V型10気筒 ］

ビルヌーブとJ.バトンというラインアップ。最終戦日
本GPではリザーブ兼テストドライバーを務めていた佐
藤琢磨がビルヌーブに代わって参戦し６位入賞

［ 3ℓ90度V型10気筒 ］

2003 B·A·R 003

RA003E

7 2006 2005 2004 2003 2002 2001 2000 1

ホンダのフルワークス参戦に向け、１月23
～24日にスペイン・ヘレスでRA099がテス
ト走行。ドライバーはヨス・フェルスタッ
ペン。このテスト中にハーベイ・ポスルス
ウェイト博士が急逝。ホンダ社内の“事情”
により、結局フルワークス参戦は見送り

RA099

MF301HD

ジャーナリストコラム

９年間で
 “わずか１勝”の屈辱
Text ◉ 柴田久仁夫（Kunio Shibata）

［ 第三期 ］

1968年以来、ホンダがフルワークス体
制で参戦し、第13戦ハンガリーGPで
バトンが優勝。結果的にこれが第三期
で唯一の勝利

2006 Honda RA106

RA806E ［ 2.4ℓ90度V型8気筒NA ］

LAT

LAT

H.Tanaka

XPB

LATH.Tanaka

LAT

H.Tanaka

H.Tanaka

XPB

H.Tanaka

Honda

H.Tanaka
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２
０
２
１
年
シ
ー
ズ
ン
終
盤
。
初
タ

イ
ト
ル
を
狙
う
レ
ッ
ド
ブ
ル
・
ホ
ン
ダ

の
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
は
、

王
者
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
同
ポ
イ

ン
ト
の
首
位
に
つ
け
て
い
た
。
残
る
は

最
終
戦
ア
ブ
ダ
ビ
Ｇ
Ｐ
。
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
、
歴
史
に
残
る
す
ご
い
レ
ー
ス
が

見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
世
界
的
蔓
延
は
ま
だ
収
ま
る
気
配

は
な
か
っ
た
が
、
僕
は
田
中
編
集
長
と

2010 2009

“元ホンダ” のブラウンGP 
BGP001（＝実質 “RA109”）
でバトンが世界王者に

4 2013 2012 2011

５月、ホンダ伊東孝紳社長が2015
年からパワーユニットサプライヤ
ーとしてF1に復帰することを発表

2021 2020 2019 2018

８月、HRCが2025年末までレッドブル・パワー
トレインズに技術支援することを発表。フェル
スタッペンとレッドブルは念願のドライバー／
コンストラクターのダブルタイトル獲得

17 2016 2015 2

MGU-KとMGU-Hを搭載する
新パワーユニット規定導入

大
き
か
っ
た
」
と
、
05
年
か
ら
ホ
ン
ダ

Ｆ
１
を
統
括
し
た
和
田
康
裕
氏
は
回
想

す
る
。

　
和
田
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
黄
金
時
代
の
立

役
者
ロ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
交
渉
を
重
ね
、

07
年
末
に
チ
ー
ム
代
表
に
据
え
た
。
ロ

ス
は
車
体
規
約
が
大
き
く
変
わ
る
09
年

に
賭
け
、
技
術
者
た
ち
も
そ
れ
に
応
え

た
革
新
的
な
マ
シ
ン
の
開
発
に
成
功
し

て
い
た
。
し
か
し
08
年
12
月
、
世
界
的

な
金
融
危
機
で
業
績
の
悪
化
し
た
ホ
ン

ダ
は
突
然
の
撤
退
を
表
明
。
9
年
間
で

わ
ず
か
1
勝
に
終
わ
っ
た
屈
辱
的
な
第

三
期
だ
っ
た
。

第四期
［2015～2021すべて］
1.6ℓ90度V型6気筒
直噴シングルターボ
MGU-H/MGU-K搭載

2020 Alpha Tauri AT01

RA620H2020
Red Bull RB16

RA620H

2019 Toro Rosso STR14

RA619H

2019 Red Bull RB15

RA619H

2016 McLaren MP4-31

RA616H

2017 McLaren MCL32

RA617H

2015 McLaren MP4-30

RA615H

2018 Toro Rosso STR13

RA618H

ジャーナリストコラム

F1史に刻まれる
伝説のシーズン
Text ◉ 柴田久仁夫（Kunio Shibata）

［ 第四期 ］

コンストラクターズランキング６位

パワーユニッ
トの低重心化をはか
るもコンストラクター
ズランキングは再び９位
に。マクラーレンとのパートナー
シップはこの年をもって終了

「サイズゼロ」をコンセプトとしたホンダパワーユニ
ットにトラブルが多発。マクラーレンのコンストラ
クターズランキングは全10チーム中９位と低迷

ホンダパワーユニットの供給先は、この年から
マクラーレンからトロロッソに

９月のイタリアGPで、P.ガスリー
が初優勝

第９戦オーストリアGPでM.フェルスタッペンがC.ルクレー
ルとの死闘を制し優勝。ホンダにとっては第四期で初めて
の勝利。年間３勝

スクーデリア・トロロッソの最終年。コンストラクターズ
ランキングは６位に躍進

レッドブルはコンストラ
クターズ２位を獲得。と
ころが、10月にホンダ八
郷隆弘社長が2021年限

りでのF1撤退を
発表

McLaren

Red Bull

Toro  Rosso

Red Bull Alpha Tauri

McLaren McLaren

Toro Rosso
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と
も
に
現
地
に
向
か
う
こ
と
を
決
め
た
。

　
最
終
周
の
大
逆
転
の
勝
利
。
ホ
ン
ダ

に
と
っ
て
は
１
９
９
１
年
以
来
、
じ
つ

に
30
年
ぶ
り
と
な
る
タ
イ
ト
ル
獲
得
を

決
め
た
瞬
間
だ
っ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
田
辺
豊
治
氏
の
も
と

に
、
彼
を
支
え
続
け
た
本
橋
正
充
チ
ー

フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
歩
み
寄
る
。
ふ
た
り

は
が
っ
し
り
と
抱
き
合
い
、
静
か
に
涙

を
流
し
た
。

　
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
四
期
は
、
最

初
か
ら
苦
難
の
道
の
り
だ
っ
た
。
再
び

マ
ク
ラ
ー
レ
ン
と
組
み
、
黄
金
時
代
の

再
来
を
狙
っ
た
が
、
当
時
の
彼
ら
に
は

ど
ち
ら
に
も
〝
か
つ
て
の
強
さ
〞
は
な

か
っ
た
。
予
選
は
Ｑ
１
落
ち
が
常
態
化

し
、
決
勝
レ
ー
ス
も
5
位
入
賞
が
最
高

位
。
凱
旋
レ
ー
ス
だ
っ
た
は
ず
の
日
本

Ｇ
Ｐ
で
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
次
々
に
抜

か
れ
る
展
開
に
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ア

ロ
ン
ソ
が
「
Ｇ
Ｐ
２
エ
ン
ジ
ン
だ
！
」

と
声
を
荒
げ
た
。

　
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
か
ら
一
方
的
に
提
携

を
打
ち
切
ら
れ
た
ホ
ン
ダ
を
救
っ
た
の

は
、
ト
ロ
ロ
ッ
ソ
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ト
ス

ト
代
表
だ
っ
た
。
そ
の
後
戦
闘
力
は
飛

躍
的
に
上
が
り
、
19
年
か
ら
は
レ
ッ
ド

ブ
ル
へ
の
ワ
ー
ク
ス
供
給
も
決
ま
っ
た
。

そ
し
て
メ
ル
セ
デ
ス
を
超
え
「
最
強
の

パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
」と
称
さ
れ
る
ま
で
に

到
達
し
た
ホ
ン
ダ
。
田
辺
は
苦
し
み
続

け
た
先
人
た
ち
の
姿
に
想
い
を
馳
せ
た
。

「
徹
夜
で
復
旧
し
て
も
、
す
ぐ
に
壊
れ

る
。
さ
ら
に
、
内
外
か
ら
は
『
何
や
っ

て
る
ん
だ
』
と
た
た
か
れ
続
け
る
。
そ

ん
な
状
況
の
な
か
で
も
、
自
分
た
ち
の

技
術
を
信
じ
て
や
っ
て
き
た
。
い
ま
あ

る
の
は
、
そ
ん
な
な
か
で
も
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
き
て
く
れ
た
彼
ら

の
お
か
げ
で
す
」

2024 2023 2022

５月、ホンダ三部敏宏社長とHRC渡辺
康治社長が2026年からPUサプライヤ
ーとしてF1復帰することを発表。供給
先はアストンマーティンF1チーム

2026年から導入される新たなパワーユニット規定を受け、F1復帰
を決めたホンダ。PU供給先はアストンマーティンF1チーム。

20212021
Red Bull RB16B

Alpha Tauri AT02RA621H

2026 202525 2

５月、ホ
康治社長
ーとして
先はアス

５月、エイドリアン・ニューウェイ
がレッドブルから離脱することを発
表。９月、2025年３月よりアストン
マーティンF1に加入することを発表

有終の美を飾った第四期
いよいよ始まる第五期の戦い

角田裕毅がアルファタウリのレギュラードライバーに

フェルスタッペンが最終戦アブダビGPの最終周で
L.ハミルトンを抜き去り劇的な初戴冠。ホンダ第四
期F1活動の最終年でドライバーチャンピオン獲得

Red Bull

XPB

Alpha Tauri

LAT

auto sport

Hodans



028

そ
の
D
N
A
は
、モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
直
結
す
る

四
輪
の
み
な
ら
ず
、二
輪
で
も
世
界
最
高
峰
へ
挑
戦
し

双
方
で
タ
イ
ト
ル
を
積
み
重
ね
る
メ
ー
カ
ー
は
、
現
在
ホ
ン
ダ
し
か
い
な
い

2
0
2
2
年
か
ら
新
生
H
R
C
の
全
体
を
統
括
し

世
界
の
し
た
た
か
者
を
相
手
に
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る

渡
辺
社
長
に
、
F
1
初
参
戦
か
ら
節
目
と
な
る
今
年
、
60
周
年
の
意
義
と

26
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
五
期
活
動
に
つ
い
て
聞
い
た

Text  

◉ 

有
冨
誠
一
郎（S

eiichiro A
ritom

i

）

P
hoto

 

◉ 

熱
田 

護（M
am
oru A

tsuta

）

三
橋
仁
明（N

oriaki M
itsuhashi

）／LA
T

／H
R
C

D
N
A
を
表
現
す
る

唯
一
無
二
の
選
択
肢
。

ホ
ン
ダ
が
F
1
を
や
る
意
義
と
は
？

先
輩
た
ち
への
感
謝
と
敬
意

　
現
在
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
メ
ル
セ
デ
ス
に
次
い

で
、
３
番
目
に
古
く
か
ら
Ｆ
１
に
関
わ
っ
て
い

る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
ホ
ン
ダ
で
す
。
初
参
戦

か
ら
60
周
年
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
か
？

渡
辺
康
治
Ｈ
Ｒ
Ｃ
（
株
式
会
社
ホ
ン
ダ
・
レ
ー

シ
ン
グ
）
社
長
（
以
下
、
渡
辺
）
：
ホ
ン
ダ
の

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
責
任
者
、
Ｈ
Ｒ
Ｃ
の
社

長
と
し
て
、
歴
史
を
積
み
上
げ
て
く
れ
た
先
輩

た
ち
に
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
し
た

い
で
す
ね
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
そ
れ

を
受
け
継
ぎ
、
続
け
て
い
く
責
務
を
担
っ
て
い

る
立
場
と
し
て
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
あ

り
ま
す
。

　
い
つ
も
歴
史
を
振
り
返
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
ま
た
ま
60
周
年
と
い
う
節

目
で
も
あ
り
、
考
え
て
み
る
と
先
輩
た
ち
が
成

し
遂
げ
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
の
蓄
積
が
膨
大
で

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
ホ
ン
ダ
と
し

て
（
の
ち
に
Ｆ
１
日
本
Ｇ
Ｐ
を
開
催
す
る
）
国

際
サ
ー
キ
ッ
ト
を
鈴
鹿
に
建
設
し
た
こ
と
と
、

１
９
６
３
年
に
四
輪
事
業
を
始
め
て
わ
ず
か
１

年
後
の
64
年
に
Ｆ
１
へ
の
挑
戦
、
こ
の
ふ
た
つ

を
や
っ
て
く
れ
た
と
い
う
の
は
、
当
時
の
環
境

や
企
業
規
模
を
考
え
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
し
、
感
謝
し
ま
す
。

　
ま
だ
日
本
で
は
誰
も
Ｆ
１
を
知
ら
な
い
よ
う

な
環
境
で
、
な
お
か
つ
四
輪
事
業
を
開
始
し
た

ば
か
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
自
分
た
ち
が
持
っ

て
い
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
け
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
決
断
、
創
業
者
で
あ
る
本
田
宗
一
郎
の
や
る

な
ら
一
番
過
酷
な
道
、
困
難
な
道
を
選
ぶ
、
そ

の
決
断
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。

│
│
60
周
年
を
記
念
し
て
招
待
を
受
け
て
グ
ッ

ド
ウ
ッ
ド
や
モ
ン
ト
レ
ー
で
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
走

ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
マ
シ
ン
を
見
て
感
じ
る
部

分
は
あ
り
ま
す
か
？

渡
辺
：
Ｒ
Ａ
２
７
１
と
か
Ｒ
Ａ
２
７
２
は
、
既

成
概
念
か
ら
で
は
な
く
機
械
と
し
て
求
め
る
機

能
を
追
求
し
た
結
果
の
完
成
物
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
当
時
ホ
ン
ダ
に
、
二
輪
技
術
、

四
輪
技
術
と
い
う
区
分
け
も
な
く
壁
も
な
く
、

と
に
か
く
み
ん
な
で
考
え
て
作
っ
て
い
く
ん
だ

と
い
う
、
そ
う
い
う
開
発
の
進
め
方
が
あ
の
形

に
帰
結
し
て
い
る
。
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
を
横
置
き

に
し
て
ク
ラ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
力
を
取
り

出
し
、
背
面
に
一
体
化
し
た
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
伝
達
な
ど
と
い
う
の
は
、
二
輪
技
術
の

発
想
で
す
よ
ね
。
私
は
現
在
、
Ｈ
Ｒ
Ｃ
の
社
長

と
し
て
も
っ
と
二
輪
技
術
と
四
輪
技
術
の
シ
ナ

ジ
ー
を
生
み
出
そ
う
と
一
所
懸
命
号
令
を
か
け

て
、
あ
い
だ
に
大
き
な
川
が
あ
る
両
者
を
な
ん

と
か
く
っ
つ
け
て
、
両
方
の
技
術
を
向
上
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
第
一
期
の
技
術
者
た

ち
は
最
初
か
ら
そ
れ
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
や

っ
て
、
世
界
を
獲
っ
た
。
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
し
、
我
々
は
そ
の
歴
史
か
ら
学
ば
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

│
│
渡
辺
社
長
ご
自
身
の
Ｆ
１
と
の
関
わ
り

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
辺
：
広
報
と
し
て
91
、
92
年
に
関
わ
っ
た
の

が
仕
事
と
し
て
は
最
初
で
す
。
入
社
前
か
ら
Ｆ

１
に
は
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

い
わ
ゆ
る
〝
２
・
５
期
〞、
栃
木
研
究
所
で
Ｆ

１
を
試
作
し
て
走
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
も
広
報
と

し
て
立
ち
会
い
ま
し
た
。
同
じ
時
期
に
北
米
で

イ
ン
デ
ィ
カ
ー
、
当
時
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ

に
ホ
ン
ダ
と
し
て
力
を
入
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

広
報
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
か
ら
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

ホ
ン
ダ
F
1
参
戦
60
周
年

渡
辺
康
治
H
R
C
社
長

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

M.Atsuta
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ホンダのF1参戦は、四輪量産車を発売してたっ
た１年後の1964年８月にスタートした。バイク
の知見を活かし開発された1.5ℓＶ型12気筒エン
ジンを横置きしたRA271は参戦した３戦でリタ
イアに終わるものの、翌65年にはRA272が最終
戦メキシコGPで初優勝。続く66年はエンジン規
定が変わり車体作りも含め苦境に陥ったが、67
年は前年の経験を踏まえ軽量化に成功した
RA300がイタリアGPで２勝目。翌68年を最後に、
所期の目標を達成したとの判断で活動を終えた。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
べ
て
に
関
わ
る
の
は
今
回
が

始
め
て
で
す
。

│
│
ホ
ン
ダ
と
し
て
の
本
業
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
営
業
戦
略
の
な
か
で
の
ご
経
験
が
、
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
活
か
せ
る

部
分
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

渡
辺
：
そ
う
で
す
ね
。
の
べ
18
年
間
海
外
駐
在

を
し
て
い
た
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
常

に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
い
ろ
い
ろ

な
人
た
ち
と
交
渉
を
進
め
る
経
験
は
数
多
く
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｆ
１
で
は
関
係
団
体

や
、
チ
ー
ム
相
手
の
交
渉
事
も
多
い
の
で
、
そ

の
点
は
向
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
│
Ｆ
１
撤
退
宣
言
の
後
に
、
四
輪
を
含
め
た

新
生
Ｈ
Ｒ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
Ｆ

１
再
参
戦
の
道
を
築
い
た
。

渡
辺
：
ホ
ン
ダ
の
二
輪
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

担
う
Ｈ
Ｒ
Ｃ
を
母
体
と
し
て
四
輪
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
部
門
も
統
合
し
て
、
子
会
社
と
し
て
独

立
さ
せ
て
、
そ
こ
に
北
米
の
Ｈ
Ｐ
Ｄ
（
ホ
ン
ダ

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）

も
統
合
し
、
同
時
並
行
で
Ｆ
１
へ
の
再
参
戦
。

一
気
に
２
年
間
ぐ
ら
い
で
や
っ
た
の
で
だ
い
ぶ

疲
れ
ま
し
た
け
ど
（
笑
）、
ホ
ン
ダ
で
レ
ー
ス

に
関
わ
る
多
く
の
人
が
思
い
描
く
理
想
の
方
向

に
は
持
っ
て
い
け
た
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
こ

れ
を
定
着
さ
せ
て
、
最
大
限
機
能
す
る
よ
う
に

持
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
仕
事
で
し
ょ
う
ね
。

再
確
認
し
た

ホ
ン
ダ
と
Ｆ
１
の
関
係
性

│
│
あ
ら
た
め
て
26
年
か
ら
の
ホ
ン
ダ
と
し
て

の
Ｆ
１
ワ
ー
ク
ス
参
戦
の
意
義
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

渡
辺
：
我
々
が
Ｆ
１
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
。
そ

れ
を
再
確
認
し
た
の
が
一
番
大
き
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
使
い
古
し
た
言
葉
で
す
が
、
ホ
ン

ダ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
は
Ｆ
１
が
深
く
刻
ま
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
戻
っ
て
く
る
の
は
自
然
な
こ
と

で
す
。
過
去
に
は
そ
の
局
面
、
局
面
に
お
い
て

の
判
断
が
あ
り
、
決
断
が
あ
り
Ｆ
１
を
離
れ
る

こ
と
は
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ン
ダ
が
存

在
す
る
限
り
完
全
に
は
や
め
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。

│
│
Ｆ
１
だ
け
が
特
別
と
考
え
る
理
由
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

渡
辺
：
Ｆ
１
は
規
則
の
範
囲
で
、
無
制
限
に
技

術
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
が
ほ
か
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
違
い
ま
す
。
レ
ー
ス
で
の
勝

利
に
こ
だ
わ
り
、
人
と
技
術
を
鍛
え
る
と
い
う

我
々
の
ポ
リ
シ
ー
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
は
Ｆ

１
を
や
ら
ず
し
て
達
成
で
き
な
い
目
的
で
す
。

　
Ｆ
１
に
戻
る
に
あ
た
り
、
我
々
が
理
想
と
考

え
る
方
向
に
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
た
ま
た
ま

合
致
し
た
こ
と
は
、
再
参
戦
に
向
け
て
も
ち
ろ

ん
大
き
な
後
押
し
と
は
な
り
ま
し
た
。
ホ
ン
ダ

そ
の
も
の
が
、
電
動
化
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
に
舵
を
切
る
な
か
で
、
ま
さ
に
そ
の

方
向
に
Ｆ
１
も
向
か
っ
て
い
て
、
26
年
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
か
に
技
術
転
用
が
し
や
す
い
。

［ 第一期 ］  1964 -1968
フルワークス参戦 通算２勝

本格的四輪レース初挑戦がF1
技術開発と人材育成を見据え、いきなり最高峰へ

LAT

LAT

LAT N.Mitsuhashi
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［ 第二期 ］  1983 -1992
エンジン供給 通算69勝

エンジン供給～フルワークス参戦 通算１勝

パワーユニット供給 通算17勝

「16戦15勝」「5年連続タイトル奪取」
テレメトリーシステム投入でF1エンジンの概念を変更
第二期活動ではホンダの名をあらためて世界に
知らしめた。1983年こそ５位入賞が最高位だっ
たが、翌年の第９戦ダラスGPで復帰後初優勝。
85年はウイリアムズとともに４勝を挙げ、86年
には９勝し初のコンストラクターズタイトルを
獲得。テレメトリーシステムの運用も進み、87
年に11勝、マクラーレンと初タッグとなった88
年は16戦15勝の偉業を成し遂げた。89～91年も
ダブルタイトルを獲得。究極のV12エンジンを
投入した92年を最後に第二期活動は幕を閉じた。

［ 第三期 ］  2000 -2008

［ 第四期 ］  2015 -2021
（2022年から技術支援）

念願のフルワークス復帰へ
タイトル獲得への道がひらけた矢先、無念の撤退が決定
エンジン供給からのスタートとなった第三期。７
年のブランクは大きく、2000年からの３年間で
表彰台の獲得は２回のみに。04年にキャッチア
ップし、コンストラクターズ選手権で２位を得
たものの、翌年は表彰台が２回と再び低迷した。
パートナーであったBARの株式すべてを取得し、
06年からフルワークス参戦。第13戦で勝利し選
手権４位となるも、07年は８位、08年も９位に。
09年を「勝負の年」と見据え、陣容と設備を整
え直していた矢先、撤退が決定した。

苦心のキャッチアップ
F1新世代パワーユニットでも世界一を達成

環境を意識した新パワーユニット規定も追い風
となり、７年ぶりのF1復帰が決定した。ライバ
ルから１年遅れのハンデに加え、複雑なユニッ
ト開発にも苦しみ、2015年はコンストラクター
ズランキング９位、16年６位、17年は９位とな
りマクラーレンとの共闘が終了。18年にトロロ
ッソ、19年からはレッドブルと提携し第９戦で
第四期初優勝。この年は計３勝し20年も３勝、
そして新パワーユニットを投入した21年、11勝
を積み重ね30年ぶりのタイトル奪取となった。

ょ
う
。

渡
辺
：
正
直
、
相
手
（
他
メ
ー
カ
ー
）
が
ど
こ

ま
で
来
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
戦
い
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
不
安
は
大
き
い
で
す
。
自
分
た

ち
は
、
自
分
た
ち
が
合
理
的
に
立
て
た
目
標
に

沿
っ
て
、
し
っ
か
り
ラ
イ
ン
を
引
い
て
、
そ
こ

に
向
か
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ラ
イ
ン

そ
の
も
の
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
相
手
と
の

探
り
合
い
に
も
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

│
│
規
則
に
連
続
性
が
あ
れ
ば
ト
レ
ン
ド
ラ
イ

ン
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
現
行
規
則
と

断
絶
し
て
い
る
の
で
ラ
イ
ン
が
引
け
な
い
？

渡
辺
：
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
要
素
か
ら
想
定
ラ

イ
ン
を
引
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ラ
イ
ン
は
あ

り
得
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
も
出
て
く
る
ん

で
す
け
ど
、
ほ
か
は
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
か

情
報
が
入
っ
て
く
る
（
笑
）。
出
力
３
５
０
ｋ

Ｗ
（
約
４
７
６
㎰
）
の
モ
ー
タ
ー
と
バ
ッ
テ
リ

ー
に
つ
い
て
も
、
ど
れ
く
ら
い
の
重
さ
で
、
ど

れ
く
ら
い
出
力
が
持
続
す
る
の
か
が
勝
負
。
ど

れ
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
、
ど
れ

く
ら
い
の
ア
シ
ス
ト
量
が
あ
れ
ば
勝
て
る
の
か

現
時
点
で
正
解
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
要
素
が
あ
る
の
で
、
各
社
と
も
自
分
た
ち
が

想
定
し
た
と
こ
ろ
で
や
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
、

順
調
と
断
言
で
き
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

│
│
25
年
の
位
置
付
け
は
難
し
く
感
じ
ま
す
。

26
年
に
向
け
て
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
し
た
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、
レ
ッ
ド
ブ
ル
へ
の
技
術
提

供
の
最
終
年
で
す
。

渡
辺
：
我
々
は
最
終
年
も
勝
ち
た
い
。
そ
れ
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
と
レ
ッ
ド
ブ
ル
側

に
は
言
っ
て
い
ま
す
。
私
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ホ
ー
ナ
ー
に
何
度
も
言
っ
て
い
る
の
は
、
日
本

人
に
と
っ
て
最
終
年
が
大
事
な
ん
だ
と
。
最
後

ま
で
手
を
抜
か
な
い
し
、
最
後
に
握
手
で
き
る

ホ
ン
ダ
内
で
非
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
技

術
者
か
ら
も
、「（
技
術
転
用
の
観
点
で
）
こ
の

規
則
は
良
さ
そ
う
だ
ね
」
と
の
言
葉
を
も
ら
い

ま
し
た
。
例
え
ば
ｅ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
（
電
動
垂
直
離

着
陸
機
）
に
は
直
接
応
用
で
き
る
技
術
で
す
。

そ
れ
に
Ｆ
１
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
な
か
で
も
ホ
ン
ダ
と
し

て
重
要
な
市
場
で
あ
る
北
米
で
人
気
が
上
昇
し

た
こ
と
も
優
位
に
働
き
ま
し
た
。

│
│
規
則
や
環
境
あ
り
き
で
の
復
帰
で
は
な
く
、

第
一
に
ホ
ン
ダ
と
し
て
Ｆ
１
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
と
の
お
言
葉
は
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
心
強
い
は

ず
で
す
。
実
際
の
開
発
の
進
捗
は
い
か
が
で
し

D
N
A
を
表
現
す
る

唯
一
無
二
の
選
択
肢
。

LAT

LAT

LAT

LAT

LAT

LA
T
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我
々
が
Ｆ
１
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

使
い
古
し
た
言
葉
で
す
が

ホ
ン
ダ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
は

Ｆ
１
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る

だ
か
ら
戻
っ
て
く
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す

よ
う
に
来
年
を
過
ご
そ
う
と
言
っ
て

い
ま
す
。
25
年
の
最
終
戦
ア
ブ
ダ
ビ

で
握
手
し
て
、
あ
り
が
と
う
と
、
会

見
を
し
て
終
わ
ろ
う
と
、
言
っ
て
い

ま
す
。
何
度
も
言
っ
て
い
る
の
で
ホ

ー
ナ
ー
も
考
え
方
を
理
解
し
て
く
れ

ま
し
た
（
笑
）。
Ｐ
Ｕ
は
開
発
凍
結

さ
れ
て
い
る
の
で
、
25
年
に
向
け
て

は
車
体
に
ど
の
よ
う
に
合
わ
せ
る
か

し
か
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
く

テ
ッ
プ
で
あ
る
べ
き
か
国
内
ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ミ

ュ
ラ
に
お
け
る
長
年
の
課
題
で
す
。
最
後
に
、

同
列
に
語
る
の
は
僭
越
で
す
が
本
誌
も
創
刊
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
お
言
葉

を
い
た
だ
け
ま
す
か
？

渡
辺
：
ト
ヨ
タ
博
物
館
を
見
学
し
た
際
に
、
オ

ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
創
刊
号
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の

を
発
見
し
て
オ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
誌
の
歴
史
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ホ
ン
ダ
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
に
も
創
刊
号
が
あ
る
の
を
知
り
ま

し
た
。
60
年
間
よ
く
が
ん
ば
っ
て
き
て
く
れ
た

な
と
思
い
ま
す
し
、
渡
辺
も
こ
の
８
月
に
60
歳

に
な
っ
た
の
で
、
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
を
含
め
て
お
互

い
１
０
０
年
を
目
指
し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
言
い

た
い
で
す
ね
（
笑
）。

│
│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡辺 康治
ホンダ・レーシング株式会社 代表取締役社長

1987年、本田技研工業入社。広報部、欧州の四
輪事業部長などを経て、2020年からブランド・
コミュニケーション本部長に。2022年から現職。

新生HRCにおいて、二輪＆四輪の両モータ
ースポーツの統括により、世界各地で行な
われるホンダが参加するレースにも足繁く
訪れる渡辺社長。F1、MotoGP、インディ
カー、デイトナ24時間などのトップカテゴ
リーに加え、国内ではスーパー耐久などに
も訪問。北米のレースを担ってきたHPDの
HRC USへの社名変更や、F1でのアストン
マーティンとの提携にも手腕を振るった。

欧州、北米、国内レース
二輪四輪を問わず各地を訪問

図
面
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
楽
に
な
り
た
い
の
が

現
場
の
本
音
。
し
か
し
、
ベ
ス
ト
を
探
る
た
め

に
は
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
先
延
ば
し
に
し
て
最
大

限
努
力
し
ま
し
ょ
う
、
そ
こ
は
や
り
ま
す
と
確

認
し
て
い
ま
す
。
先
日
も
シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
で

ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
を
開
催
し
て
、
開

発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
必
要
な
エ
ン
ジ
ン
基
数
な

ど
相
談
や
議
論
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

│
│
有
終
の
美
に
期
待
し
ま
す
。
本
誌
と
し
て

は
国
内
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
も
お
聞
き
し
た
い
点
で
す
。

渡
辺
：
オ
リ
ジ
ン
が
日
本
の
会
社
で
す
か
ら
、

日
本
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
各
メ
ー
カ
ー
、

統
括
団
体
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
く
の
は
大

前
提
で
す
が
、
日
本
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

人
気
を
高
め
て
定
着
さ
せ
る
に
は
大
谷
翔
平
の

よ
う
な
存
在
を
輩
出
で
き
た
ら
い
い
な
と
は
感

じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
も
っ
と
日
本
の
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
世
界
に
つ
な
が
っ
て
い
て
ほ

し
い
。
特
に
ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ（
Ｓ
Ｆ
）

が
Ｆ
１
に
い
く
重
要
な
ル
ー
ト
に
な
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
現
状
で
は
、
欧
州
か
ら
見
る
と

イ
ン
デ
ィ
カ
ー
の
ほ
う
が
注
目
度
は
高
く
、
Ｓ

Ｆ
は
消
極
的
選
択
肢
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。

│
│
国
内
最
高
峰
と
し
て
光
ら
せ
る
の
か
、
ス

M.Atsuta

LAT

HRC

LAT

N.Mitsuhashi
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マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
が
初
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
た
２
０
２
１
年
以
降

レ
ッ
ド
ブ
ル
・
マ
シ
ン
は
83
戦
中
56
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
が

そ
の
強
さ
の
源
に
な
っ
て
い
る
の
が
ホ
ン
ダ
が
製
作
し
た
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
だ

グ
ラ
ン
プ
リ
最
前
線
で
そ
の
Ｐ
Ｕ
を
整
備
し
て
い
る
吉
野
誠
が

最
高
峰
の
世
界
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
や
特
異
性
に
つ
い
て
明
か
し
て
く
れ
た

Text  
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横
谷
和
明（K

azuaki Y
okoya

）
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hoto

 

◉ 

熱
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P
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◉ X
P
B

世
界
一
の
ネ
ジ
締
め
。

〝
手
感
〞が
命
の
P
U
メ
カ
ニ
ッ
ク

  

空
力
優
先
の
マ
シ
ン
で
求
め
ら
れ
る
資
質
と
は
？

│
│
吉
野
さ
ん
は
レ
ッ
ド
ブ
ル
の
Ｐ
Ｕ
チ
ー

フ
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｕ
）
の

整
備
や
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
必
要
な
資
質
な
ど
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
ホ
ン
ダ

は
１
チ
ー
ム
あ
た
り
何
基
の
Ｐ
Ｕ
を
グ
ラ
ン

プ
リ
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
今
は
１
チ
ー
ム
あ
た
り
、
４
〜
５
基
、
も

し
く
は
４
〜
６
基
と
い
う
感
じ
で
す
」

│
│
例
え
ば
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ

ペ
ン
の
Ｐ
Ｕ
を
組
む
の
は
こ
の
人
み
た
い
な

感
じ
で
担
当
が
決
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

「
Ｈ
Ｒ
Ｃ 

Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
で
組
ん
で
い
る

Ｐ
Ｕ
で
い
う
と
、
マ
ッ
ク
ス
担
当
と
い
う
人

は
い
な
い
で
す
。
Ｐ
Ｕ
は
す
べ
て
イ
コ
ー
ル

な
の
で
Ｈ
Ｒ
Ｃ 

Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
で
組
み
、

実
際
に
サ
ー
キ
ッ
ト
に
行
っ
て
か
ら
チ
ー
ム

に
よ
っ
て
違
う
パ
ー
ツ
が
必
要
に
な
る
の
で
、

レ
ッ
ド
ブ
ル
、
Ｒ
Ｂ
に
振
り
分
け
て
い
く
感

じ
で
す
ね
。
パ
ー
ツ
の
違
い
は
ひ
と
つ
や
ふ

た
つ
で
は
な
く
数
十
く
ら
い
あ
る
の
で
、
レ

ッ
ド
ブ
ル
担
当
、
Ｒ
Ｂ
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
を
つ
け
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
」

│
│
ち
な
み
に
、
Ｐ
Ｕ
に
は
何
種
類
く
ら
い

の
ボ
ル
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
。

「
ひ
と
言
で
表
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
ん

で
す
け
ど
、
１
０
０
種
類
以
上
は
あ
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
２
０
０
〜
３
０
０
種
類
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
」

│
│
同
じ
種
類
の
ボ
ル
ト
が
何
本
も
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
全
部
で
何
本
く
ら
い
の
ボ

ル
ト
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
数
え
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ざ
っ
く
り
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
が
、
ト
ー
タ
ル

で
い
う
と
間
違
い
な
く
５
０
０
本
以
上
は
あ

る
で
し
ょ
う
ね
」

│
│
材
質
は
ど
ん
な
も
の
を
？

「
い
ろ
い
ろ
で
す
ね
。
材
質
に
関
し
て
も
、

ざ
っ
く
り
分
け
て
数
十
種
類
は
あ
り
ま
す
。

大
枠
で
い
う
と
鉄
系
、
チ
タ
ン
系
、
ア
ル
ミ

系
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
鉄
系
で
も
強
度
の
違

い
な
ど
で
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
材
質
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
鉄
で
も
い
く
つ
か
種
類
が
あ

っ
て
、
使
う
場
所
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
変
わ

る
ん
で
す
。
た
だ
、
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使
っ

て
ボ
ル
ト
を
締
め
る
の
は
相
当
難
し
い
で
す

よ
。
普
通
の
人
が
や
っ
た
ら
ト
ル
ク
が
安
定

せ
ず
、
な
め
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
と
思

い
ま
す
」

│
│
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
そ
ん
な
に
難
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ま
ず
、
部
品
接
合
部
の
機
能
、
ボ
ル
ト
の

形
状
に
応
じ
て
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
精

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
う
え

で
、
軸
力
（
ボ
ル
ト
を
締
め
つ
け
た
と
き
に

横
方
向
に
発
生
す
る
応
力
）
が
設
定
さ
れ
ま

す
。
ボ
ル
ト
を
締
め
る
際
に
重
要
に
な
る
の

は
、
見
か
け
上
の
ト
ル
ク
だ
け
で
は
な
く
ボ

ル
ト
の
軸
力
の
精
度
を
い
か
に
上
げ
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
た
だ
し
難
し
い
の
は
、
現
代
の
Ｆ
１
マ
シ

ン
は
空
力
性
能
を
上
げ
る
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
が
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト

マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
は
、
空
力
優
先
で
も
の
す
ご

く
ギ
ュ
っ
と
押
し
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｖ

型
エ
ン
ジ
ン
は
横
に
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
が
張
り

出
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
小
さ
く
で
き
れ

ば
で
き
る
ほ
ど
、
空
力
的
に
取
り
分
が
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
年
々
、
エ
キ
ゾ

ー
ス
ト
の
ボ
ル
ト
を
締
め
る
際
に
、
工
具
を

入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て

い
る
ん
で
す
」

│
│
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
な
か
で
、
ど
う
や
っ

て
作
業
す
る
ん
で
す
か
。

「
そ
れ
専
用
の
工
具
を
作
り
ま
す
。
本
当
に

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
、
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
を
着
け

る
た
め
だ
け
の
専
用
工
具
を
作
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
何
種
類
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
い

く
つ
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
す
け
ど
（
笑
）」

│
│
ト
ル
ク
レ
ン
チ
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の

を
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

「
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
プ
リ
セ
ッ
ト
型

と
、
角
度
で
締
め
る
ト
ル
ク
レ
ン
チ
の
２
種

類
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
よ
り
精
度
が
必
要

な
と
こ
ろ
は
角
度
で
締
め
る
ほ
う
を
使
い
ま

吉
野
誠

INTERVIEW

レ
ッ
ド
ブ
ル 

Ｐ
Ｕ
チ
ー
フ
メ
カ
ニ
ッ
ク
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す
が
、
そ
の
理
由
は
軸
力
の
ば
ら
つ
き
が
少

な
く
な
る
か
ら
で
す
」

│
│
精
度
が
必
要
な
場
所
と
は
？

「
温
度
に
敏
感
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ボ
ル
ト

を
締
め
た
結
果
、
影
響
さ
れ
る
部
品
と
い
う

の
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場

合
に
は
角
度
で
締
め
る
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
使

用
し
ま
す
」

│
│
ち
な
み
に
、
吉
野
さ
ん
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
い
る
右
バ
ン
ク
に
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
を

つ
け
る
と
し
た
ら
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が

か
か
る
の
で
し
ょ
う
？

「
結
構
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。
右
側
だ

け
で
も
、
60
分
く
ら
い
は
か
か
る
か
も
…
…
。

そ
も
そ
も
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ

ろ
に
工
具
を
入
れ
る
だ
け
で
も
大
変
な
ん
で

す
（
苦
笑
）。
し
か
も
、
そ
こ
で
か
な
り
の

ト
ル
ク
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
を
想
像
し
て

い
た
だ
く
と
、
大
変
さ
を
よ
り
理
解
し
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
あ
ま
り
作
業

に
慣
れ
て
い
な
い
人
が
や
る
と
、
お
そ
ら
く

ボ
ル
ト
を
な
め
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
。
そ

れ
く
ら
い
入
り
組
ん
で
い
る
し
、
見
え
な
い

と
こ
ろ
で
も
作
業
し
ま
す
か
ら
」

│
│
え
？　
見
え
な
い
ん
で
す
か
!?

「
普
通
は
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
の
場
所
は
見
え

て
い
て
、
締
め
た
り
緩
め
た
り
す
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
で
も
、
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
の
場
合

は
あ
ま
り
に
物
が
ギ
ュ
っ
と
固
ま
り
す
ぎ
て

い
る
の
で
、
見
え
る
と
こ
ろ
は
見
え
ま
す
け

ど
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
は
本
当
に
見
え
な
か

っ
た
り
す
る
ん
で
す
。な
の
で
、プ
ロ
の〝
手

感
〞
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
確
実
に
ボ
ル
ト

を
な
め
な
い
よ
う
に
作
業
す
る
と
い
う
ス
キ

ル
が
必
要
な
ん
で
す
」

│
│
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
見
え
な
い
場
合

M.Atsuta
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P
U
が
想
定
ど
お
り
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
は

ボ
ル
ト
の
締
め
方

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も

全
部
つ
な
が
っ
て
く
る
ん
で
す

1RBに搭載されているホンダRBPTH002パワーユニット。高い信頼性とパワーを誇る。2小さい
方は車体側パーツを取り付ける時にかなりの頻度で使用されるスパナ。それだけ小さいボルト、ナ
ットを多く使用している。大きい方はほぼPUでは使わないが、量産車の車体整備ではわりと使用
するサイズ。比較用に掲載。3PUに取り付けるボルトで、量産車より錆びない仕様になっている。
ナットはエキゾーストパイプを取り付ける際に使用するもの。F1界ではわりと一般的なもの。

1

2 3

世
界
一の

ネ
ジ
締
め
。

INTERVIEW
Makoto Yoshino

XPB

M.Atsuta M.Atsuta
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1990年に本田技研工業（株）入社。98年にF1開
発メンバーの社内公募で本田技術研究所に異動
し、エンジン開発に携わる。20001年からBAR
ホンダのレースメカニックとしてグランプリを
転戦。09年から燃料電池スタック開発に携わり、
18年にレース部門へ異動。19年からレッドブル
のPUチーフメカニックを務めている。

に
は
、
時
々
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ

た
り
す
る
ん
で
す
か
。

「
最
近
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
た
だ
、

最
初
の
こ
ろ
は
時
々
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

ボ
ル
ト
が
な
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
大
惨

事
で
す
よ
（
苦
笑
）。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

エ
ン
ジ
ン
交
換
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
か

ら
。
み
ん
な
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
や
り
ま
す

し
、
僕
も
今
で
も
た
ま
に
触
る
と
、
ち
ょ
っ

と
ド
キ
ド
キ
し
ち
ゃ
い
ま
す
（
笑
）。
そ
れ

く
ら
い
の
緊
張
感
を
持
っ
て
、
み
ん
な
毎
回

や
っ
て
い
ま
す
」

実
力
の
試
さ
れ
る
場
所

│
│
こ
こ
か
ら
は
Ｐ
Ｕ
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
な

る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
が
必
要
に
な

り
ま
す
か
。

「
ま
ず
、
手
先
の
器
用
さ
は
絶
対
条
件
で
す

ね
。
今
、
エ
ン
ジ
ン
に
関
し
て
は
、
ト
ル
ク

レ
ン
チ
で
す
べ
て
の
ボ
ル
ト
を
締
め
る
の
で
、

自
分
の
手
の
感
覚
だ
け
で
締
め
る
こ
と
は
な

い
ん
で
す
。
な
の
で
、
ト
ル
ク
レ
ン
チ
で
締

め
た
り
す
る
と
き
の
〝
手
感
〞
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
不
器
用
な
人
は
…
…
相
当
な
訓
練

が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
ホ

ン
ダ
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
た
ち
は
、
Ｈ
Ｒ
Ｃ 

Ｓ

ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
で
相
当
な
訓
練
と
経
験
を
積
ん

で
か
ら
現
場
に
来
て
も
ら
う
の
で
、
と
て
も

頼
り
に
な
り
ま
す
」

│
│
そ
れ
以
外
に
も
必
要
な
ス
キ
ル
は
あ
り

ま
す
か
。

「
も
う
ひ
と
つ
は
ス
ピ
ー
ド
で
す
ね
。
例
え

ば
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
中
に
何
か
部
品
が
壊
れ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
を
素
早
く
交
換
す

る
ス
キ
ル
で
す
。
や
っ
ぱ
り
早
く
交
換
で
き

る
人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
の
で
。
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
で
の
作
業
に
関
し
て
は
、
そ
こ
ま

で
ス
ピ
ー
ド
は
要
求
さ
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

サ
ー
キ
ッ
ト
に
行
く
と
、
１
秒
で
も
早
く
マ

シ
ン
を
直
し
て
コ
ー
ス
に
送
り
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
。
な
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
は
す
ご
く
重
要
な

要
素
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
最
後
の
ひ
と
つ

は
、
そ
う
い
っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
で

も
平
常
心
を
保
て
る
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
で
す

ね
。
こ
れ
が
な
い
と
、
結
構
厳
し
い
と
思
い

ま
す
」

│
│
突
然
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
な
ど
で
、
１
分

１
秒
を
争
う
場
面
に
も
対
応
し
な
い
と
い
け

な
い
で
す
も
ん
ね
。

「
そ
う
で
す
ね
。
今
は
Ｐ
Ｕ
の
性
能
が
安
定

し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
少

な
い
で
す
が
、
以
前
は
パ
ー
ツ
が
壊
れ
て
、

『
も
う
す
ぐ
予
選
が
始
ま
る
か
ら
、
あ
と
何

分
で
直
せ
！
』
み
た
い
な
状
況
に
な
る
こ
と

も
時
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
ス
タ

ッ
フ
が
マ
シ
ン
の
周
り
を
取
り
囲
み
、『
早

く
直
せ
よ
！
』
と
い
う
空
気
感
が
漂
っ
て
い

る
な
か
で
も
、
冷
静
に
作
業
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
場
に
慣
れ
て
い
な

い
と
、
ど
う
し
て
も
焦
っ
て
し
ま
う
も
の
な

ん
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
メ
ン
タ
ル
が
強
く

な
い
と
慌
て
て
し
ま
い
ま
す
」

│
│
そ
こ
で
実
力
を
発
揮
で
き
る
人
と
、
そ

う
で
な
い
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
と
。

「
普
通
の
状
況
で
あ
れ
ば
、
問
題
な
く
作
業

を
こ
な
せ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
状

況
下
に
な
る
と
焦
っ
て
し
ま
い
、
本
当
に
な

ん
で
も
な
い
ボ
ル
ト
１
本
を
締
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
ん
で
す
。
緊
張
で

腕
が
ぷ
る
ぷ
る
震
え
て
し
ま
っ
て
…
…
。
な

の
で
、
や
は
り
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
（
こ
こ
で

は
平
常
心
を
維
持
で
き
る
能
力
）
は
、
大
事

な
要
素
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
も
と
も

と
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
を
備
え
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
強
く
な

っ
て
い
く
人
も
い
ま
す
け
ど
ね
」

│
│
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

グ
リ
ッ
ド
上
で
パ
ー
ツ
交
換
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

「
そ
う
で
す
ね
。
グ
リ
ッ
ド
上
で
カ
ウ
ル
を

上
げ
ら
れ
た
状
況
で
、
マ
シ
ン
の
下
に
潜
っ

て
不
具
合
の
起
き
た
部
品
を
新
品
に
換
え
る

作
業
を
何
度
か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
頻
繁
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
そ
う
い

っ
た
と
き
に
は
、
い
か
に
ち
ゃ
ん
と
ボ
ル
ト

を
緩
め
て
外
し
、
正
確
に
組
み
直
せ
る
の
か

は
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の
実
力
が
試
さ
れ

る
場
面
に
な
り
ま
す
。

　
Ｆ
１
の
Ｐ
Ｕ
は
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
比
較

す
る
と
、
例
え
ば
水
温
、
油
温
、
エ
ン
ジ
ン

の
振
動
＝
回
転
数
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う

の
で
す
が
、
高
い
温
度
域
か
つ
高
い
振
動
レ

ベ
ル
で
使
っ
て
い
る
の
で
、
よ
り
厳
し
い
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
軽
量
化
に
対

す
る
要
求
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
一
番
の
違
い
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
耐
え
う
る
材
質
、
構

造
の
ボ
ル
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
Ｐ
Ｕ
が
想
定
ど
お
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
ボ
ル
ト
の

締
め
方
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も
全
部
つ
な
が
っ

て
く
る
ん
で
す
。
Ｐ
Ｕ
の
性
能
と
信
頼
性
を

保
証
す
る
た
め
に
、
ボ
ル
ト
の
組
み
付
け
精

度
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
我
々
も
集

中
力
を
高
く
持
っ
て
毎
回
作
業
に
当
た
っ
て

い
ま
す
」

吉野 誠 Makoto Yosh i no

M.Atsuta
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「
日
本
で
Ｆ
１
と
言
え
ば
ホ
ン
ダ
」

　

い
つ
の
時
代
か
ら
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
ホ
ン
ダ
以
外
に
も
日
本
メ
ー
カ
ー
が
Ｆ
１
に

参
戦
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
ん
な
無
言
の
当
た
り
前
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
心
の
中
に
た
し
か
に
あ
り
続
け
て
き
た
。

　

そ
れ
は
ホ
ン
ダ
が
日
本
企
業
で
初
め
て
Ｆ
１
に
参
戦
し
た
か
ら
？　

そ
れ
と
も
、
セ
ナ
プ
ロ

時
代
の
熱
狂
ぶ
り
が
強
烈
だ
っ
た
か
ら
？　

は
た
ま
た
、
２
０
２
１
年
最
終
戦
ア
ブ
ダ
ビ
Ｇ
Ｐ

で
の
大
逆
転
が
あ
ま
り
に
劇
的
だ
っ
た
か
ら
？　

ど
の
歴
史
も
紛
れ
も
な
く
輝
か
し
い
事
実
で

あ
る
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
瞬
間
に
誰
も
が
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

な
ぜ
だ
か
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
抽
象
的
な
感
情
論
で
は
あ
る
が
、

〝
記
録
〞
以
上
に
〝
記
憶
〞
に
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
感
覚
…
…
。

「
で
き
る
か
分
か
ん
ね
え
け
ど
、
俺
は
や
り
て
え
よ
」

　

本
田
宗
一
郎
の
そ
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
ホ
ン
ダ
の
Ｆ
１
へ
の
挑
戦
。「
Ｆ
１
」
と
い
う
言

葉
す
ら
も
知
ら
れ
て
い
な
い
極
東
の
小
さ
な
島
国
の
、
小
さ
な
会
社
が
世
界
を
獲
る
な
ど
お
と

ぎ
話
だ
と
、
笑
う
者
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
に
四
輪

自
動
車
を
製
作
し
た
実
績
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
令
和
的
に
言
え
ば
、
企
業
の
収
支
に
も
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
ら
な
い
、
コ
ス
パ
も
タ
イ
パ
も
最
悪
な
た
だ
の
エ
ゴ
。
無
茶
苦
茶
だ
。

Text ◉ 仮屋栄祐（Eisuke Kariya／本誌）
Photo ◉ 田中秀宣（Hidenobu Tanaka）
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だ
が
、
参
戦
2
年
目
の
１
９
６
５
年
最
終
戦
メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ
。
そ
れ
見
た
こ
と
か
と
、
貫
い

た
夢
は
現
実
と
な
っ
た
。〝
Ｒ
Ａ
２
７
２
〞
が
も
た
ら
し
た
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
初
優
勝
は
、
せ
せ

ら
笑
う
声
を
一
瞬
で
「
歓
声
」
に
変
え
て
み
せ
た
。
真
面
目
に
な
っ
て
、
日
本
の
自
動
車
文
化

の
歴
史
に
と
っ
て
大
変
な
価
値
の
あ
る
一
勝
だ
と
語
り
合
う
よ
り
も
前
に
、
な
ん
と
も
痛
快
で

ぶ
っ
飛
ん
だ
話
に
思
え
て
く
る
。

　

四
輪
自
動
車
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
少
な
か
っ
た
当
時
、
Ｆ
１
マ
シ
ン
の
開
発
は
会
社
に
と
っ
て
も

現
場
の
技
術
陣
に
と
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
る
壁
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

偉
業
に
挑
む
と
決
め
た
の
は
ひ
と
え
に
、
頑
固
な
「
オ
ヤ
ジ
」
の
思
想
に
惹
か
れ
た
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
の
ホ
ン
ダ
は
、
フ
ァ
ン
に
失
望
を
、
と
き
に
は
怒
り
に
も
似
た
感
情
を
抱
か
せ
な
が

ら
撤
退
と
参
戦
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
わ
が
ま
ま
を
曲
げ
な
い
「
ホ
ン
ダ
イ
ズ
ム
」
は
時
代
を

超
え
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
捉
わ
れ
ず
開
発
さ
れ
た
、
21
年
に

ホ
ン
ダ
Ｆ
１
第
四
期
の
最
後
を
王
座
に
導
い
た
「
高
速
燃
焼
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

今
年
で
ホ
ン
ダ
が
Ｆ
１
に
参
戦
を
開
始
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
60
年
が
経
っ
た
が
、
そ
の
原
点
と

も
言
う
べ
き〝
Ｒ
Ａ
２
７
２
〞は
今
で
も
当
時
と
変
わ
ら
な
い
ま
ま
の
状
態
で
生
き
続
け
て
い
る
。

　

本
田
宗
一
郎
の
荒
々
し
く
も
ま
っ
す
ぐ
な
声
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
│
│
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HONDA RA272 TECHNICAL SPECIFICATIONS

Chassis
車体構造  ──────────  アルミニウムモノコック、アルミボディ

全長×全幅×全高  ──────  未発表

ホイールベース ────────  2300㎜

トレッド （前／後）  ─────  1350／1370㎜

サスペンション （前後とも）  ──  ダブルウイッシュボーン

トランスミッション  ──────  Honda製６速MT

車体重量  ────────  498㎏

燃料タンク  ────────  180ℓ

タイヤ  ──────────  グッドイヤー

Engine
型式  ───────── Honda RA272E

形式  ───────── 水冷横置き60度V型12気筒
  DOHC48バルブ

総排気量  ─────── 1495㏄

最大出力  ─────── 230hp

最高回転数  ────── 14000rpm

重量  ───────── 215㎏ （ギヤボックス含む）

伝
説
の
は
じ
ま
り
。

【  車 体 ／ 時 代 背 景 編  】
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Text ◉ 大串 信（Makoto Ogushi）
Photo ◉ 田中秀宣（Hidenobu Tanaka）

H.Tanaka



自
動
車
を
製
品
化
し
た
ば
か
り
で

確
立
さ
れ
た
技
術
も
組
織
も
な
か
っ
た

時
代
に
Ｆ
１
挑
戦
と
い
う
暴
挙
に
出
た

044

た
か
だ
か
１
５
０
年
前
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま

で
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
か
っ
た
。

　
ホ
ン
ダ
が
初
め
て
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
挑

戦
し
た
の
は
60
年
前
の
こ
と
だ
。
ホ
ン
ダ
は

今
や
世
界
的
企
業
に
成
長
し
た
が
、
60
年
前

の
ホ
ン
ダ
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
地
位
を
確
立
し
二
輪
世
界
Ｇ
Ｐ
に
出
場

し
て
成
績
も
あ
げ
て
は
い
た
が
、
四
輪
自
動

車
に
関
し
て
は
初
の
製
品
で
あ
る
軽
ト
ラ
ッ

ク
Ｔ
３
６
０
を
売
り
出
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ

だ
。
今
を
生
き
る
我
々
が
当
然
の
も
の
と
し

て
眺
め
て
い
る
確
立
さ
れ
た
技
術
も
巨
大
な

組
織
も
な
い
状
態
で
、
そ
も
そ
も
ガ
ソ
リ
ン

自
動
車
が
発
明
さ
れ
て
１
０
０
年
も
経
っ
て

い
な
い
時
代
に
、
ホ
ン
ダ
は
四
輪
自
動
車
レ

ー
ス
の
最
高
峰
で
あ
る
Ｆ
１
に
挑
戦
す
る
と

い
う
冒
険
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
〝
暴
挙
〞

に
お
よ
ん
だ
の
だ
。
し
か
し
こ
の
突
進
力
こ

そ
が
新
興
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ホ
ン
ダ

と
い
う
企
業
の
〝
武
器
〞
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
荒
唐
無
稽
な
計
算

そ
れ
ば
か
り
か
、
ホ
ン
ダ
が
１
９
６
４
年
の

Ｆ
１
に
挑
戦
す
る
た
め
作
り
上
げ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
車
両
は
あ
ま
り
に
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
四
輪
自
動
車
開
発
の
経

験
も
な
い
ま
ま
初
め
て
Ｆ
１
に
挑
戦
し
よ
う

と
し
た
と
き
、
慎
重
策
を
と
ら
ず
模
倣
に
走

る
こ
と
も
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
独
自
路
線
を

突
進
し
た
こ
と
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
。

　
ホ
ン
ダ
は
、
二
輪
世
界
Ｇ
Ｐ
で
の
戦
い
を

通
し
、
４
バ
ル
ブ
高
回
転
エ
ン
ジ
ン
か
ら
他

を
圧
倒
す
る
だ
け
の
性
能
を
引
き
出
す
こ
と

に
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、

横
置
き
の
二
輪
用
エ
ン
ジ
ン
を
そ
の
ま
ま
拡

大
し
て
四
輪
車
に
横
置
き
で
積
ん
で
し
ま
え

ば
良
い
で
は
な
い
か
と
、〝
ど
直
球
〞
の
発

想
を
す
る
。

　
現
代
で
こ
そ
エ
ン
ジ
ン
を
横
置
き
に
搭
載

し
た
四
輪
乗
用
車
は
当
た
り
前
に
見
ら
れ
る

々
は
、
今
の
自
分
が
目
に
し
て
い
る

事
象
は
以
前
か
ら
同
じ
よ
う
に
存
在

し
続
け
て
き
た
と
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は

と
ん
で
も
な
い
錯
覚
で
、
特
に
技
術
は
近
年

恐
ろ
し
い
勢
い
で
進
化
し
変
容
し
て
お
り
、

わ
ず
か
に
歴
史
を
遡
る
だ
け
で
実
は
自
分
が

忘
れ
て
い
た
「
前
時
代
」
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
驚
愕
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
良
い
例
で
、
い

わ
ゆ
る
モ
バ
イ
ル
端
末
の
世
帯
普
及
率
は
総

務
省
統
計
に
よ
る
と
昨
年
の
段
階
で
い
ま
や

97
％
に
達
し
て
お
り
、
な
る
ほ
ど
そ
う
か
な

と
実
感
す
る
。
だ
が
過
去
の
統
計
を
確
か
め

る
と
、
せ
い
ぜ
い
30
年
前
に
は
３
％
を
超
え

た
か
超
え
な
い
か
に
す
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の

家
庭
で
は
固
定
電
話
が
主
流
で
、
ピ
ッ
ポ
ッ

パ
と
メ
カ
ニ
カ
ル
キ
ー
を
指
で
押
し
て
電
話

を
か
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
隔
世
の
感
は
、

に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

　
モ
バ
イ
ル
端
末
同
様
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載
し
た
自
動
車
も
科
学
技
術
を
象
徴

す
る
存
在
だ
が
、
い
つ
か
ら
存
在
す
る
の
か

と
言
え
ば
、
こ
れ
だ
け
社
会
に
普
及
し
あ
ふ

れ
か
え
っ
て
い
な
が
ら
、
発
明
さ
れ
た
の
は

我

い
わ
ゆ
る
〝
第
一
期
〞
は
、
そ

の
後
の〝
第
二
期
〞、〝
第
三
期
〞、

〝
第
四
期
〞
と
は
似
て
非
な
る

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。

H.Tanaka

LATH.Tanaka
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た
だ
、
技
術
者
た
ち
は
ロ
マ
ン
だ
け
を
追

求
し
た
わ
け
で
は
な
く
冷
静
な
計
算
も
そ
こ

に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
二
輪
世
界
Ｇ
Ｐ
で

実
績
を
重
ね
た
エ
ン
ジ
ン
は
4
バ
ル
ブ
単
気

筒
１
２
５
㏄
で
あ
り
２
気
筒
２
５
０
㏄
エ
ン

ジ
ン
で
あ
る
。
つ
ま
り
１
気
筒
あ
た
り
１
２

５
㏄
の
排
気
量
で
あ
り
、
そ
れ
を
12
個
並
べ

れ
ば
、
当
時
の
Ｆ
１
規
定
で
あ
る
最
大
排
気

量
１
５
０
０
㏄
に
ピ
ッ
タ
リ
当
て
は
ま
る
の

だ
。
初
め
て
作
る
Ｆ
１
エ
ン
ジ
ン
で
も
二
輪

エ
ン
ジ
ン
開
発
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま

ま
応
用
し
て
、
高
回
転
高
出
力
を
実
現
で
き

る
だ
ろ
う
と
い
う
目
途
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
排
気
量
の
つ
じ
つ
ま
は
合
う

が
、
エ
ン
ジ
ン
レ
イ
ア
ウ
ト
の
理
想
と
言
わ

れ
る
Ｖ
型
12
気
筒
の
場
合
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ

フ
ト
も
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
も
そ
の
ぶ
ん
長
く
な

る
。
長
い
軸
状
の
部
品
で
あ
る
ク
ラ
ン
ク
シ

ャ
フ
ト
や
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
の
一
端
に
応
力
が

加
わ
れ
ば
ね
じ
れ
が
生
じ
変
形
し
て
、
場
合

に
し
て
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
も
端
で
は
な
く
中
央

で
駆
動
す
れ
ば
、
長
い
軸
の
ね
じ
れ
を
抑
制

で
き
る
で
は
な
い
か
。
し
か
も
横
置
き
エ
ン

ジ
ン
か
ら
セ
ン
タ
ー
テ
イ
ク
オ
フ
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
車
体
中
央
に
置
い
た
ト
ラ
ン
ス
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
動
力
を
伝
達
で
き
、
ま
さ
に
二

輪
エ
ン
ジ
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
そ
の
ま
ま
使

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
横
置
き
エ
ン
ジ
ン
と
横
置
き
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ら
も
う
ひ
と
つ
の
利

点
も
生
ま
れ
る
。
長
い
エ
ン
ジ
ン
と
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
横
に
置
い
て
前
後
長
を
短

縮
す
れ
ば
、
重
量
物
を
車
体
の
重
心
に
近
づ

け
て
車
体
全
体
の
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト
を
減
少

さ
せ
、
運
動
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
る
と
い
う
利
点
も
生
ま
れ
る
。

ホ
ン
ダ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
意
地

　
従
来
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
た
ち

が
得
意
な
二
輪
エ
ン
ジ
ン
を
そ
の
ま
ま
Ｆ
１

が
、
当
時
は
乗
用
車
も
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
も
、

エ
ン
ジ
ン
を
縦
に
置
き
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

の
延
長
上
に
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
結
合

し
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
回

転
軸
は
駆
動
輪
の
回
転
軸
と
直
交
す
る
レ
イ

ア
ウ
ト
が
常
識
的
だ
っ
た
。
一
方
二
輪
車
は

そ
の
構
造
上
、
エ
ン
ジ
ン
を
進
行
方
向
に
対

し
て
横
に
置
き
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

エ
ン
ジ
ン
と
並
列
に
配
置
し
て
駆
動
輪
は
ク

ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
と
平
行
な
軸
上
に
回
転
さ

せ
て
い
た
。

　
四
輪
車
で
も
エ
ン
ジ
ン
を
横
に
置
け
ば
、

こ
れ
ま
で
の
ホ
ン
ダ
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
四
輪
車
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
す
る
こ
と
な
く
、

二
輪
用
エ
ン
ジ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
そ
の
ま
ま
応
用
で
き
る
、
と
考
え
た
ポ
イ

ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
横
置
き
に
は
も
う
ひ
と

つ
利
点
が
あ
っ
た
。
当
時
の
Ｆ
１
で
は
パ
ワ

ー
を
追
求
す
る
過
程
で
多
気
筒
化
が
理
想
と

さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
機
械
的
な
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
、
ピ
ス
ト
ン
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
パ

ワ
ー
を
絞
り
出
せ
る
Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン
ジ
ン

は
、
多
く
の
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し

よ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
実
用
的
な
性
能

を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
い
た
。

　
そ
う
い
う
状
況
の
な
か
、
ホ
ン
ダ
は
Ｆ
１

デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
て
Ｖ
型
8
気
筒
な
ど
も
検

討
は
し
た
よ
う
だ
が
、
さ
ほ
ど
迷
い
な
く
Ｖ

型
12
気
筒
レ
イ
ア
ウ
ト
を
選
ぶ
。
今
に
な
っ

て
も
ホ
ン
ダ
の
エ
ン
ジ
ン
技
術
者
は
「
Ｖ
12

は
ホ
ン
ダ
の
ロ
マ
ン
」
と
異
口
同
音
に
語
る

が
、
そ
の
ロ
マ
ン
は
こ
の
と
き
生
ま
れ
た
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
車
体
に
積
ん
で
し
ま
お
う
と
い
う
発
想
は
、

今
振
り
返
っ
て
も
あ
ま
り
に
も
爽
快
で
あ
る
。

ち
な
み
に
エ
ン
ジ
ン
を
横
置
き
し
た
Ｆ
１
は

ホ
ン
ダ
以
前
に
も
走
っ
て
は
い
る
が
、
１
・

５
ℓ
エ
ン
ジ
ン
時
代
以
降
の
近
代
Ｆ
１
で
は

ホ
ン
ダ
が
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
。

　
エ
ン
ジ
ン
開
発
は
こ
う
し
て
進
み
始
め
た

が
、
実
は
当
初
ホ
ン
ダ
と
し
て
は
ロ
ー
タ
ス

迷
う
こ
と
な
く
採
用
さ
れ
た〝
V
12
〞と
い
う
選
択
肢

 「
ホ
ン
ダ
の
ロ
マ
ン
」と
技
術
者
は
口
を
そ
ろ
え
た

【  車 体 ／ 時 代 背 景 編  】  伝説のはじまり。

が
な
か
な
か
多
気
筒
エ
ン
ジ
ン
か
ら
安
定
し

た
性
能
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
苦
労
し

て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
で
き

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
だ
が
こ
こ
で
も
横
置
き
エ
ン
ジ
ン
の
利
点

が
活
き
た
。
エ
ン
ジ
ン
を
横
置
き
す
る
の
だ

か
ら
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
の
中
央
か
ら
パ

ワ
ー
を
取
り
出
す
セ
ン
タ
ー
テ
イ
ク
オ
フ
式

に
よ
っ
て
は
正
常
な
バ
ル
ブ
タ

イ
ミ
ン
グ
を
維
持
で
き
な
く
な

っ
た
り
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
が

焼
き
つ
い
た
り
と
い
う
問
題
が

起
き
る
。
当
時
の
Ｆ
１
に
参
加

し
て
い
た
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
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に
エ
ン
ジ
ン
を
供
給
し
て
エ
ン
ジ
ン
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
徹
す
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し
ロ

ー
タ
ス
側
か
ら
一
方
的
に
計
画
を
キ
ャ
ン
セ

ル
さ
れ
た
た
め
、
ホ
ン
ダ
は
急
き
ょ
車
体
も

独
自
開
発
す
る
決
断
を
下
し
、
後
に
Ｒ
Ａ
２

７
１
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
車
体
開
発
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

　
ホ
ン
ダ
は
ロ
ー
タ
ス
へ
の
エ
ン
ジ
ン
供
給

に
向
け
開
発
中
の
エ
ン
ジ
ン
を
実
走
テ
ス
ト

で
磨
き
上
げ
る
た
め
、
研
究
用
に
入
手
し
て

い
た
61
年
型
ク
ー
パ
ー
Ｆ
１ 

Ｔ
53
を
ベ
ー

ス
に
後
に
Ｒ
Ａ
２
７
０
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
シ

突
如
起
こ
っ
た
計
画
変
更

そ
れ
で
も
異
な
る
発
想
に

こ
だ
わ
り
、
そ
の
意
欲
作

Ｒ
Ａ
２
７
１
を
走
ら
せ
た

【  車 体 ／ 時 代 背 景 編  】 伝説のはじまり。
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り
前
の
〞
対
応
で
充
分
だ
っ
た
が
、
ラ
イ
バ

ル
と
格
闘
す
る
実
戦
に
出
走
す
る
に
は
車
幅

が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
空
気
抵
抗
面
で
は
少

な
か
ら
ぬ
ハ
ン
デ
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
Ｖ

型
12
気
筒
エ
ン
ジ
ン
の
横
置
き
に
は
利
点
が

多
か
っ
た
が
、
進
行
方
向
に
対
し
て
横
腹
を

向
け
る
こ
と
に
な
り
、
車
体
幅
は
ど
う
し
て

も
広
が
っ
て
空
気
抵
抗
面
で
は
不
利
に
な
る

こ
と
は
分
か
り
き
っ
て
い
た
。

見
い
だ
し
た
新
た
な
可
能
性

　
技
術
陣
は
徹
底
し
た
軽
量
化
と
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
目
指
し
、
Ｒ
Ａ
２
７
０
の
鋼
管
ス
ペ

ー
ス
フ
レ
ー
ム
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
軽
合

金
モ
ノ
コ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
を
開
発
し
た
が
、

モ
ノ
コ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
に
Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン

ジ
ン
を
横
置
き
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

縦
置
き
な
ら
ば
モ
ノ
コ
ッ
ク
の
サ
イ
ド
チ
ュ

ー
ブ
を
後
方
ま
で
伸
ば
し
、
そ
の
あ
い
だ
に

ー
を
製
作
し
て
走
ら
せ
て
い
る
。

　
突
然
の
計
画
変
更
に
対
応
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
Ｒ
Ａ
２
７
０
を
流
用
す
れ
ば
良
さ
そ
う

な
も
の
だ
が
、
ホ
ン
ダ
の
技
術
陣
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
に
こ
だ
わ
り
、
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ス
ト
用
に
走
ら
せ
て

い
た
Ｒ
Ａ
２
７
０
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
発

想
で
設
計
さ
れ
た
、
ホ
ン
ダ
ら
し
い
意
欲
作

Ｒ
Ａ
２
７
１
を
作
り
上
げ
Ｆ
１
の
実
戦
に
送

り
込
ん
だ
。
こ
れ
も
ま
た
と
ん
で
も
な
い
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
だ
が
、
ア
イ
デ
ア
も
止
め
ど

な
く
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
Ｖ
型
８
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
縦
置
き
で
搭
載

し
て
い
た
ク
ー
パ
ー
Ｔ
53
を
ベ
ー
ス
に
作
ら

れ
た
Ｒ
Ａ
２
７
０
は
、
車
体
後
半
部
に
向
け

て
鋼
管
フ
レ
ー
ム
を
拡
幅
し
て
大
き
な
カ
ゴ

状
構
造
を
作
り
、
そ
の
中
に
Ｖ
型
12
気
筒
エ

ン
ジ
ン
を
横
置
き
し
て
い
た
。
エ
ン
ジ
ン
の

実
走
テ
ス
ト
用
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
〝
当
た

H.Tanaka



 「
エ
ン
ジ
ン
は
フ
レ
ー
ム
に

載
せ
て
し
っ
か
り
支
え
る
」

こ
の
常
識
を
破
っ
た
発
想
は

時
代
の
一
歩
先
を
い
っ
た
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フロントウインドウからは
ガスパックの一部（右）が
覗き、コックピットを囲う
ようにガソリンが貯められ
ている。まさにドライバー
はガソリンタンクの中に収
まるようなものだ。そして、
当時はサーキットの安全設
備も充分ではなく、観客と
の距離も今では考えられな
いほど近い（左）。グランプ
リ自体が命懸けであったこ
とを物語る。

前
と
後
を
つ
な
ぐ
フ
レ
ー
ム
の
一
部
と
し
て

機
能
す
る
構
造
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

サ
ブ
フ
レ
ー
ム
を
細
く
し
て
ボ
デ
ィ
幅
を
極

限
ま
で
狭
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
車
幅
は

最
上
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ

ン
ジ
ン
は
フ
レ
ー
ム
に
載
せ
て
し
っ
か
り
支

え
る
べ
き
も
の
と
い
う
常
識
を
飛
び
越
え
る

発
想
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
れ
を
も
っ
て
Ｒ
Ａ
２
７
１

を
「
エ
ン
ジ
ン
を
構
造
部
材
と
し
て
流
用
し

た
世
界
初
の
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
」
と
す
る
説

も
あ
る
。
し
か
し
た
し
か
に
エ
ン
ジ
ン
が
な

け
れ
ば
Ｒ
Ａ
２
７
１
の
車
体
半
分
は
成
立
し

な
い
と
は
い
え
、
細
い
サ
ブ
フ
レ
ー
ム
は
モ

ノ
コ
ッ
ク
か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
経
て
後
輪
ま
で

介
在
し
て
い
る
の
で
、
完
全
に
エ
ン
ジ
ン
が

車
体
後
半
部
を
支
え
る
構
造
を
採
用
し
た
の

は
67
年
の
ロ
ー
タ
ス
43
が
世
界
初
だ
っ
た
と

す
る
の
が
正
し
い
解
釈
で
は
あ
ろ
う
。

　
Ｒ
Ａ
２
７
１
は
64
年
シ
ー
ズ
ン
半
ば
に
実

戦
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、
そ
の
改
良
発
展
版

で
あ
る
Ｒ
Ａ
２
７
２
は
翌
65
年
、
シ
リ
ー
ズ

最
終
戦
で
ホ
ン
ダ
に
と
っ
て
初
め
て
の
優
勝

を
飾
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ホ
ン
ダ
Ｒ
Ａ
２
７
１
／
Ｒ

Ａ
２
７
２
は
、
今
振
り
返
っ
て
も
「
え
？　

な
に
そ
れ
」
と
驚
く
よ
う
な
発
想
に
基
づ
く

設
計
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
初
め
て
Ｆ

１
に
挑
戦
す
る
た
め
作
り
上
げ
持
ち
込
み
、

し
か
も
優
勝
を
遂
げ
た
の
か
と
思
う
と
、
そ

の
勝
利
は
単
な
る
１
勝
で
は
な
く
、
計
り
し

れ
な
い
ほ
ど
の
意
味
を
持
っ
た
偉
業
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

　
そ
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
の
は
、
今
我
々

が
知
っ
て
い
る
巨
大
な
ホ
ン
ダ
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
ま
だ
自
動
車
技
術
自
体
が
発
展
途

上
で
あ
っ
た
時
代
に
、
よ
う
や
く
四
輪
自
動

車
生
産
を
始
め
た
ば
か
り
の
オ
ー
ト
バ
イ
メ

ー
カ
ー
だ
っ
た
ホ
ン
ダ
で
あ
る
。
す
で
に
存

在
し
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
で
は
な

く
、
ま
だ
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
独
自
の
も

の
を
考
え
作
り
出
し
て
挑
ん
で
、
世
界
の
頂

点
に
立
っ
た
の
だ
と
思
う
と
、
Ｒ
Ａ
２
７
２

は
単
な
る
Ｆ
１
マ
シ
ン
に
は
見
え
な
く
な
る
。

あ
る
意
味
、
四
輪
自
動
車
技
術
に
対
す
る
夢

や
意
欲
の
カ
タ
マ
リ
だ
と
言
え
は
し
ま
い
か
。

収
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
横
置
き
エ
ン
ジ

ン
で
は
サ
イ
ド
チ
ュ
ー
ブ
を
ま
た
ぐ
格
好
と

な
り
低
い
位
置
に
置
け
な
い
ば
か
り
か
、
そ

も
そ
も
モ
ノ
コ
ッ
ク
に
収
ま
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
ホ
ン
ダ
の
技
術
陣
は
、
モ
ノ
コ
ッ

ク
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
背
後
の
バ
ル
ク
ヘ
ッ
ド
で

切
り
取
り
、
そ
こ
か
ら
は
鋼
管
の
ス
ペ
ー
ス

レ
ー
ム
を
後
輪
取
り
付
け
用
フ
ー
プ
構
造
ま

で
伸
ば
し
て
、
そ
の
あ
い
だ
に
エ
ン
ジ
ン
を

固
定
し
よ
う
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
前
半

の
モ
ノ
コ
ッ
ク
と
後
半
の
鋼
管
サ
ブ
フ
レ
ー

ム
を
組
み
合
わ
せ
、
エ
ン
ジ
ン
を
サ
ブ
フ
レ

ー
ム
内
に
収
め
る
と
い
う
構
成
は
、
そ
の
後

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
る
が
、

ホ
ン
ダ
の
設
計
は
そ
の
先
を
い
っ
て
い
た
。

　
な
ん
と
モ
ノ
コ
ッ
ク
か
ら
伸
び
る
サ
ブ
フ

レ
ー
ム
は
横
置
き
エ
ン
ジ
ン
の
前
側
バ
ン
ク

と
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
ま
で
で
終
わ
り
、

後
輪
用
フ
ー
プ
構
造
は
エ
ン
ジ
ン
後
ろ
側
バ

ン
ク
と
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
別
の
サ

ブ
フ
レ
ー
ム
を
伸
ば
し
て
支
え
て
い
る
の
だ
。

つ
ま
り
前
側
の
サ
ブ
フ
レ
ー
ム
と
後
側
の
サ

ブ
フ
レ
ー
ム
の
あ
い
だ
に
あ
る
エ
ン
ジ
ン
が

LAT
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１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
１
９
６
５
年
シ
ー

ズ
ン
を
戦
っ
た
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
レ
ス

ト
ア
は
、
ホ
ン
ダ
自
身
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ

ま
で
も
長
年
に
わ
た
っ
て
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
レ
ジ
ェ
ン
ド
カ
ー
あ
る
い
は
バ
イ

ク
の
レ
ス
ト
ア
に
あ
た
っ
て
は
、〝
可
能
な

限
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
状
態
を
維
持
す
る
〞
こ

と
が
基
本
理
念
と
さ
れ
て
い
る
が
、
劣
化
や

そ
の
他
の
理
由
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
維
持
で
き

な
い
部
分
や
時
代
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
部

分
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
い
う
。

　
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
レ
ス
ト
ア
で
も
、
例
え
ば

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ま
わ
り
に
つ
い
て
は
動
態

保
存
を
す
る
限
り
重
要
保
安
部
品
と
な
る
の

で
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
は
溶
接
構
造
だ
っ
た
フ
ロ
ン
ト
ア
ッ
パ
ー

Ｆ



056

ロ
ッ
キ
ン
グ
ア
ー
ム
は
ス
チ
ー
ル
で
削
り
出

し
、
裏
側
で
肉
を
抜
く
構
造
に
作
り
直
す
な

ど
の
〝
改
変
〞
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

再
現
で
き
な
い
当
時
の
技
術

　
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
特
徴
で
あ
る
横
置
き
60
度

Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン
ジ
ン
Ｒ
Ａ
２
７
２
Ｅ
に
つ

い
て
は
、
２
０
０
０
年
代
の
段
階
で
鋳
物
の

段
階
か
ら
〝
丸
ご
と
〞
作
り
直
さ
れ
た
。
エ

ン
ジ
ン
の
基
本
部
分
を
作
り
直
し
た
の
は
、

今
後
の
長
期
動
態
保
存
と
運
用
を
考
慮
し
た

か
ら
で
、ス
ペ
ア
も
合
わ
せ
て
こ
の
と
き〝
何

基
か
〞
が
作
ら
れ
て
い
る
。
レ
ス
ト
ア
を
担

当
し
た
技
術
者
は
言
う
。

「
今
の
技
術
を
使
え
ば
、
当
時
の
も
の
は
簡

単
に
作
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
逆
な
ん
で
す
。
今
の
時

代
に
当
時
の
も
の
を
再
現
す
る
ほ
う
が

難
し
い
で
す
。
と
い
う
の
も
当
時
の
技

術
（
レ
ベ
ル
）
に
沿
っ
て
も
の
を
作
ら

な
い
と
、
こ
の
ク
ル
マ
の
形
が
成
立
し

な
い
か
ら
で
す
」

　
今
の
技
術
で
再
現
す
る
の
が
困
難
な
部
位

の
代
表
格
が
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
で

あ
る
。
Ｒ
Ａ
２
７
２
Ｅ
の
ク
ラ
ン

ク
シ
ャ
フ
ト
は
〝
組
み
立
て
式
〞

で
、
シ
リ
ン
ダ
ー
ご
と
に
ク
ラ

ン
ク
が
分
割
さ
れ
て
お
り
、
コ

ン
ロ
ッ
ド
を
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
に

組
み
つ
け
て
順
々
に
つ
な
ぎ
１
本
に

な
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
の
多
く
は
、
１
本

の
鉄
材
か
ら
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
や

ク
ラ
ン
ク
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
を
削
り
出
し
て

作
る
一
体
式
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
を
使
っ
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
コ
ン
ロ
ッ
ド
の
大
端
部

す
な
わ
ち
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
の
連
結
部
は
、
コ

ン
ロ
ッ
ド
と
コ
ン
ロ
ッ
ド
キ
ャ
ッ
プ
に
分
割

さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
半
リ
ン
グ
状
に
な
っ

て
お
り
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
を
挟

み
込
む
よ
う
に
組
み
つ
け
た
後
コ
ン

ロ
ッ
ド
ボ
ル
ト
で
締
結
さ
れ
る
。
ク

ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
は
シ
リ
ン
ダ
ー
ご

と
に
ジ
グ
ザ
グ
で
折
れ
曲
が
っ
て
い

る
の
で
、
シ
ャ
フ
ト
を
通
し
て
組
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　
一
方
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
Ｅ
の
よ
う
な
組
み
立

て
式
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
は
、
シ
リ
ン
ダ
ー

ご
と
に
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
端
が
露
出
す
る
の
で
、

コ
ン
ロ
ッ
ド
の
大
端
部
が
リ
ン
グ
状
に
つ
な

が
っ
て
い
て
も
、
ク
ラ
ン
ク
ピ
ン
を
通
す
こ

と
が
で
き
る
。
大
端
部
を
分
割
す
る
必
要
が

な
け
れ
ば
当
然
コ
ン
ロ
ッ
ド
ボ
ル
ト
も
不
要

に
な
る
の
で
、
コ
ン
ロ
ッ
ド
は
非
常
に
ス
リ

ム
で
簡
潔
な
形
状
に
な
る
。

　
現
代
で
も
シ
リ
ン
ダ
ー
数
の
少
な
い
二
輪

用
エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
組
み
立
て
式

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
が
見
ら
れ

る
が
、
Ｖ
型
12
気
筒
の
よ
う
に

長
い
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
を
組

み
立
て
式
に
す
る
の
は
異
例
の

【  エンジン編  】 〝バイク屋〟ホンダの勝ち技
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設
計
だ
。
と
い
う
の
も
大
変
な
手
間
と

緻
密
な
作
業
精
度
が
求
め
ら
れ
る
か

ら
だ
。
実
際
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
Ｅ
の
レ

ス
ト
ア
で
大
き
な
壁
に
な
っ
た
の
が

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
の
組
み
立
て
だ

っ
た
と
い
う
。

「（
ク
ラ
ン
ク
を
シ
リ
ン
ダ
ー
ご
と
に
）

１
本
１
本
圧
入
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

そ
の
工
程
で
ど
う
し
て
も
徐
々
に
徐
々

に
反
り
が
出
た
り
偏
心
し
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
す
。
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ

フ
ト
が
反
っ
て
い
た
ら
エ
ン
ジ
ン

を
回
し
た
と
き
軸
受
け
の
ス
ラ
ス

ト
メ
タ
ル
が
焼
き
つ
く
な
ど
の
問

題
が
起
き
ま
す
。
圧
入
荷
重
を
軽
減

す
れ
ば
反
り
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

今
度
は
ク
ラ
ン
ク
の
位
相
が
ず
れ
て
し
ま
い

が
ち
に
な
っ
て
、
や
は
り
エ
ン
ジ
ン
が

壊
れ
ま
す
」

　
組
み
立
て
式
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
に

す
る
こ
と
で
コ
ン
ロ
ッ
ド
大
端
側
を
ス

リ
ム
に
す
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
下
部
を
か

な
り
攻
め
込
ん
だ
形
状
に
し
て
重
心
を

下
げ
る
こ
と
も
で
き
る
う
え
、
高
速
で

往
復
運
動
を
す
る
コ
ン
ロ
ッ
ド
が
軽
く
な
れ

ば
エ
ン
ジ
ン
の
高
回
転
化
に
も
大
き
な
貢
献

を
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
ぶ
ん
ク
ラ
ン

ク
シ
ャ
フ
ト
を
成
立
さ
せ
る
の
が
難
し
く
、

コ
ン
ロ
ッ
ド
は
は
め
殺
し
な
の
で
、
途
中
で

も
し
シ
ャ
フ
ト
が
反
っ
た
り
位

相
が
ず
れ
た
り
す
れ
ば
全
体
が

使
い
物
に
な
ら
な
く
な
る
と
い

う
大
き
な
リ
ス
ク
も
抱
え
る
。

レ
ス
ト
ア
し
た
現
代
も
、
ク
ラ

ン
ク
シ
ャ
フ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は

気
を
遣
わ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
デ
リ

ケ
ー
ト
な
構
造
を
、
60
年
代
に
成
立
さ
せ
た

う
え
で
Ｆ
１
を
転
戦
し
ラ
イ
バ
ル
に
勝
っ
た

の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
奇
跡
み
た
い
な
話

で
は
な
い
か
。

「
今
１
本
作
っ
て
も
大
変
な
の
に
、
当
時
は

当
た
り
前
に
何
本
も
何
本
も
エ
ン
ジ
ン
の
台

数
ぶ
ん
作
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
ほ
ん
と
に

ど
う
や
っ
て
組
み
立
て
て
い
た
の
か
が
分
か

り
ま
せ
ん
。
60
年
代
当
時
、
問
題
を
起
こ
さ

ず
に
レ
ー
ス
を
走
っ
て
た
の
は
、
コ
レ
を

組
み
立
て
る
職
人
的
技
術
が
あ
っ
た

う
え
で
品
質
を
き
ち
ん
と
維
持
で
き

て
い
た
か
ら
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
や
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う

と
本
当
に
不
思
議
で
す
」
と
現
代
の

技
術
者
が
た
め
息
を
つ
く
の
も
分
か

る
と
い
う
も
の
だ
。

　
Ｒ
Ａ
２
７
１
Ｅ
は
、
前
年
に
Ｆ
１
デ
ビ
ュ

ー
し
た
際
に
使
わ
れ
た
Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン
ジ

ン
Ｒ
Ａ
２
７
２
Ｅ
の
基
本
設
計
を
踏
襲
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
主
と
し
て
軽
量

化
の
た
め
の
改
良
が
加
え
ら
れ
て
進
化
し
て

い
る
。
当
時
の
エ
ン
ジ
ン
を
軽
量
化
す
る
手

法
に
も
今
の
技
術
者
た
ち
は
驚
い
て
い
る
。

「
今
な
ら
ば
オ
イ
ル
を
シ
ー
ル
す
る
箇
所
に

は
当
然
Ｏ
リ
ン
グ
を
使
い
ま
す
が
、
Ｒ
Ａ
２

７
２
Ｅ
に
は
紙
製
の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
で
、
い
わ

「
ど
う
や
っ
て
組
み
立
て
た
の
か
分
か
ら
な
い
」

今
で
は
解
明
不
能
な
、レ
ー
ス
参
戦
を
支
え
た
職
人
の
業

H.Tanaka
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ば
そ
の
場
し
の
ぎ
の
オ
イ
ル
シ
ー
ル
を
し
て

い
る
箇
所
が
多
々
あ
る
ん
で
す
。
Ｏ
リ
ン
グ

を
は
め
込
む
溝
を
つ
け
よ
う
と
す
る
と
、
そ

の
ぶ
ん
肉
が
必
要
に
な
る
の
で
、
少
し
で
も

肉
を
削
り
た
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

す
が
に
そ
う
い
う
箇
所
は
外
か
ら
は
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
し
今
後
の
信
頼
性

に
も
関
わ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
動
態
保
存
前

提
の
レ
ス
ト
ア
に
際
し
て
は
極
力
改
修
し
て

い
ま
す
。
で
も
後
付
け
で
今
、
あ
の
エ
ン
ジ

ン
に
Ｏ
リ
ン
グ
の
溝
を
切
ろ
う
と
す
る
と
、

（
寸
法
的
に
）
大
変
な
ん
で
す
。
今
は
一
応 

３
Ｄ
モ
デ
ル
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て

オ
イ
ル
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
シ
ー
ル
構
造
を

新
た
に
作
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
「
１
シ
ー
ズ
ン
走
れ
れ
ば
い
い

か
ら
軽
く
し
よ
う
」
と
い
う
割
り
切
り
は
ほ

か
の
部
分
に
も
見
ら
れ
る
。
組
み
立
て
式
ク

ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
も
含
め
、
性
能
を
追
求
す

る
た
め
に
は
、
60
年
後
の
技
術
者
が
首
を
傾

げ
る
ほ
ど
限
界
に
迫
っ
た
構
造
を
採
用
す
る
。

当
時
の
ホ
ン
ダ
が
い
か
に
〝
尖
っ
た
〞
会
社

だ
っ
た
か
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　
エ
ン
ジ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
車
体
に
も
今

の
技
術
者
を
驚
か
せ
る
技
術
が
あ
ち
こ
ち
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
。

　
Ｒ
Ａ
２
７
１
に
始
ま
る
ホ
ン
ダ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
Ｆ
１
シ
ャ
シ
ー
は
、
航
空
機
技
術
を
基

盤
に
設
計
さ
れ
た
モ
ノ
コ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
で

で
き
て
い
る
。
Ｆ
１
で
は
62
年
に
ロ
ー
タ
ス

が
初
め
て
モ
ノ
コ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
を
用
い
他

チ
ー
ム
に
も
普
及
し
始
め
て
は
い
た
が
定
形

は
ま
だ
な
か
っ
た
時
期
で
、
Ｒ
Ａ
２
７
１
と

そ
の
改
良
型
で
あ
る
Ｒ
Ａ
２
７
２
は
、
レ
ス

【  エンジン編  】 〝バイク屋〟ホンダの勝ち技
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ト
ア
技
術
者
た
ち
が
「
羽
根
を
つ
け
れ
ば
飛

び
そ
う
」
と
評
す
る
ほ
ど
、
航
空
機
的
に
設

計
さ
れ
て
い
る
。
外
気
に
さ
ら
さ
れ
る
ボ
デ

ィ
表
面
パ
ネ
ル
を
固
定
す
る
リ
ベ
ッ
ト
に
零

戦
な
ど
軍
用
機
に
見
ら
れ
る
沈
頭
鋲
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
空
気

抵
抗
を
考
慮
し
た
か
ら
だ
が
、
ま
さ
に
航
空

機
技
術
の
応
用
で
あ
る
。
ボ
ル
ト
類
に
は
基

本
的
に
チ
タ
ン
製
が
使
わ
れ
徹
底
し
た
軽
量

化
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｒ
Ａ
２
７
１
は
車
両
重
量
５
２
５
㎏
だ
っ

た
と
記
録
に
あ
り
、
当
時
の
Ｆ
１
規
定
重
量

よ
り
も
70
㎏
も
重
か
っ
た
。
Ｒ
Ａ
２
７
２
で

は
そ
れ
を
30
㎏
軽
減
し
た
と
記
録
に
あ
る
。

マ
イ
レ
ー
ジ
は〝
１
レ
ー
ス
ぶ
ん
〞

「
そ
の
30
㎏
を
生
み
出
す
た
め
に
、
当
時
の

人
た
ち
は
、
エ
ン
ジ
ン
は
も
ち
ろ
ん
車
体
に

も
、
と
て
つ
も
な
い
く
ら
い
い
ろ
い
ろ
や
ら

れ
た
よ
う
な
ん
で
す
」
と
技
術
者
は
語
る
。

「
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
で

は
な
く
純
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
で
で
き
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
軽
量
化
に
こ

だ
わ
っ
た
ク
ル
マ
で
す
。
普
通
だ
っ
た
ら
ロ

ッ
ド
の
先
端
は
外
側
か
ら
溶
接
し
ま
す
が
、

こ
の
ク
ル
マ
で
は
裏
か
ら
ろ
う
付
け
的
な
溶

接
を
し
て
い
る
ん
で
す
」

　
ろ
う
付
け
は
、
母
材
を
溶
か
さ
ず
に
加
熱

し
た
ろ
う
材
で
接
合
す
る
た
め
寸
法
変
化
や

近年の精密な設計をつかさどるCADなどツール
がなかった当時は設計図を当然手書きで制作。
もちろんモニター上で3Dで見ることはできず、
エンジン上面と側面を詳細に書き記した２枚の
設計図が今でも残されている。

１
レ
ー
ス
だ
け
走
れ
ば
い
い
。
徹
底
的
な
設
計
と

航
空
機
技
術
の
応
用
が
３０
㎏
軽
減
を
達
成
し
た

H.Tanaka
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【  エンジン編  】 〝バイク屋〟ホンダの勝ち技

「原点」を蘇らせたホンダの職人

HRC Sakura ４輪レース部

RA272を走行可能な状態にメンテナンスを行なったプロジェクトチーム。現代の技術を用いるとその維
持は一見容易に思えるが、実際には今の技術だからこそ難しいという言葉が印象的だ。ホンダ伝統のプ
ロジェクト制らしく所属をまたぎ、４輪レース部 第１ブロックと第３ブロックのメンバーが携わった。

第３ブロック
松島正男
アシスタント
チーフエンジニア

第３ブロック
末吉陸斗

第３ブロック
原口亮人
アシスタント
チーフエンジニア

 第１ブロック
三村啓人

アシスタント
チーフエンジニア

第３ブロック
井立直孝

チーフエンジニア

第３ブロック
川畑久

アシスタント
チーフエンジニア

H.Tanaka
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横置きのエンジンレイ
アウトは二輪専門であ
ったホンダらしい、単
純明快な発想だが、四
輪の世界では当時、革
新的な技術に映った。
エンジンを車体の構造
物のひとつと捉えた設
計も同様である。だが、
残念ながら翌66年から
は技術規則変更のあお
りを受け、縦置きレイ
アウトとなり、ホンダ
の勝ち技はこれで見納
めとなった。

歪
み
が
起
き
に
く
い
溶
接
技
術
の
一
種
だ
が
、

そ
れ
相
応
の
技
術
が
求
め
ら
れ
る
加
工
方
法

で
あ
る
。
60
年
代
当
時
の
技
術
者
た
ち
は
、

機
能
を
保
ち
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
軽
量
化

を
追
求
す
る
た
め
、
加
工
に
至
る
ま
で
気
を

配
り
車
両
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
ど
う
い
う
工
程
を
踏
ん
で
溶
接
し

て
た
ん
だ
ろ
う
と
思
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
各

所
に
あ
り
ま
す
。
全
部
を
解
明
す
る
の
は
正

直
な
と
こ
ろ
無
理
で
す
。
直
す
と
か
、
リ
フ

ァ
イ
ン
し
た
い
と
こ
ろ
を
１
個
ず
つ
紐
解
い

て
い
く
と
い
う
作
業
が
必
要
で
す
」

　
一
方
で
、
非
常
に
〝
ル
ー
ズ
〞
な
作
り
方

も
見
受
け
ら
れ
る
と
技
術
者
は
言
う
。

「
こ
ん
な
付
け
方
で
い
い
の
か
、
と
驚
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
オ
イ
ル
タ
ン
ク
は

ゴ
ム
と
パ
イ
ピ
ン
グ
で
支
え
て
い
る
だ
け
で

す
。
今
だ
っ
た
ら
、
し
っ
か
り
モ
ノ
コ
ッ
ク

に
止
め
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
時
は
、
こ
れ

で
１
レ
ー
ス
走
れ
る
な
ら
こ
れ
で
い
い
と
い

う
考
え
方
な
ん
で
す
。
も
し
ち
ゃ
ん
と
止
め

よ
う
と
し
た
ら
ス
テ
イ
も
い
り
ま
す
し
、
そ

れ
だ
け
重
く
な
り
ま
す
か
ら
」

Ｖ
型
12
気
筒
エ
ン
ジ
ン
を
作
っ
て
い
た
の
だ

と
考
え
る
と
気
が
遠
く
な
る
ば
か
り
だ
。

　
技
術
は
こ
の
60
年
で
飛
躍
的
に
進
歩
し
、

ホ
ン
ダ
は
巨
大
企
業
へ
成
長
し
た
。
そ
の
一

方
で
日
本
に
お
け
る
工
業
の
構
造
も
変
わ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
60
年
前
の
技
術
者
が
凝
り

に
凝
っ
て
、
あ
る
意
味
リ
ス
ク
を
覚
悟
で
設

計
し
製
造
し
た
部
品
を
再
現
し
よ
う
に
も
、

少
数
ロ
ッ
ト
で
わ
ざ
わ
ざ
製
作
す
る
〝
職
人

技
〞
は
今
や
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
レ
ス
ト
ア
で
も
各
所

で
「
作
れ
る
は
ず
な
の
に
作
れ
な
い
」
と
い

う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
突
き
当
た
っ
た
よ
う
だ
。

Ｒ
Ａ
２
７
２
の
レ
ス
ト
ア
は
、
我
が
国
の
工

業
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
か
、
ホ
ン

ダ
と
い
う
企
業
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
今

あ
る
か
を
見
直
す
た
め
に
は
良
い
き
っ
か
け

と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
今
作
ろ
う
と
す
る
と
、
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ

ッ
ク
や
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
も
含
め
て
、
こ

れ
は
当
時
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
ん
だ
ろ
う
と

首
を
ひ
ね
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
結
構
あ

り
ま
す
。
な
ん
だ
か
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
み
た
い

な
ん
で
す
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
も
、
当
時
こ
れ
は

ど
う
や
っ
て
建
築
し
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
よ
ね
」
と
レ
ス
ト
ア
担
当
者
は
つ
ぶ
や
い

た
も
の
だ
っ
た
。

図
面
の
ま
ま
で
は
回
ら
な
い

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
。
設
計
の

誤
差
は
す
べ
て
現
場
合
わ
せ

　
こ
う
し
た
現
物
合
わ
せ
に
近
い
「
手
作
り

部
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
各
所
に
存
在
し
、

当
時
の
図
面
や
資
料
の
と
お
り
に
復
元
し
よ

う
に
も
、
念
の
た
め
現
代
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ

て
３
Ｄ
の
図
面
に
落
と
し
て
確
か
め
る
と
、

干
渉
し
て
組
み
立
て
ら
れ
な
い
箇
所
が
あ
ち

こ
ち
に
現
れ
る
と
い
う
。

「
印
象
に
残
る
の
は
ク
ラ
ン
ク
で
す
。
ウ
エ

イ
ト
が
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
部

分
に
干
渉
し
て
し
ま
う
の
で
、
当
時
の
図
面

の
ま
ま
組
む
と
ク
ラ
ン
ク
が
回
ら
な
い
ん
で

す
。
お
そ
ら
く
コ
ン
パ
ク
ト
化
、
軽
量
化
を

追
及
し
た
結
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時

は
会
社
も
小
さ
く
、
設
計
と
組
み
立
て
の
部

署
が
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
設
計
の

ト
ラ
ブ
ル
は
現
場
で
対
応
し
て
い
た
ら
し
い

ん
で
す
。
実
際
、
当
時
の
エ
ン
ジ
ン
に
は
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
追
加
工
の
痕
跡
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
カ
ム
が
当
た
っ
ち
ゃ
う
、
ク
ラ
ン

ク
が
当
た
っ
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
を
組
み
立
て
る

段
階
で
削
っ
て
逃
が
し
て
事
な
き
を
得
る
み

た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
よ
う
で
す
」

　
今
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
で
の

チ
ェ
ッ
ク
が
当
た
り
前
に
で
き
る

が
、
60
年
前
に
は
当
然
そ
の
種
の

ツ
ー
ル
は
存
在
せ
ず
、
２
Ｄ
の
手

書
き
図
面
を
描
い
て
あ
の
複
雑
な

H.Tanaka

H.Tanaka



奇
跡
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

英
国
伝
統
の
祭
典
「
グ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
」
で

ホ
ン
ダ
が
刻
ん
だ
記
憶
と
こ
れ
か
ら

「
貴
族
の
庭
」に
姿
を
見
せ
た
角
田
裕
毅
は
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
の

レ
ー
シ
ン
グ
ギ
ア
に
身
を
包
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
彼
が
乗
り
込
ん
だ
の
は

1
9
6
5
年
に
初
優
勝
し
た「
R
A
2
7
2
」。モ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
大
谷
達
也
が

現
地
で
目
の
当
た
り
に
し
た
、
時
代
を
超
え
た「
ホ
ン
ダ
F
1
」の
姿
│
│

Text & Photo ◉ 大谷達也（Tatsuya Otani）
Photo ◉ Honda／LAT

ッ
ド
ウ
ッ
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

オ
ブ
・
ス
ピ
ー
ド
（
Ｆ
ｏ
Ｓ
）
の
会

場
を
訪
れ
た
角
田
裕
毅
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
ウ

イ
ー
ク
よ
り
も
ず
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い

て
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

　
今
回
、
彼
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
１
９
６
５
年

製
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
操
り
、
グ

ッ
ド
ウ
ッ
ド
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
コ
ー
ス
で
デ

モ
走
行
を
行
な
う
こ
と
に
あ
る
。

　
Ｆ
ｏ
Ｓ
の
主
催
者
は
、
Ｆ
１
参
戦
60
周
年

を
迎
え
た
ホ
ン
ダ
を
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
。
こ

れ
を
受
け
、
ホ
ン
ダ
は
65
年
メ
キ
シ
コ
Ｇ
Ｐ

で
ホ
ン
ダ
に
Ｆ
１
初
優
勝
を
も
た
ら
し
た
Ｒ

Ａ
２
７
２
を
会
場
に
持
ち
込
む
と
と
も
に
、

ホ
ン
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
テ
ス
ト
ド

ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
宮
城
光
と
角
田
の
ふ
た
り

に
そ
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
託
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
角
田
は
、
イ
ベ
ン
ト
最
終
日
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
走
ら
せ
る
役

割
を
担
っ
て
い
た
。

　
歴
史
的
遺
産
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
の
な

い
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
角
田
が
走
ら
せ
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
今
回
が
初
め
て
。
そ
れ
を
、
事
前

の
練
習
も
な
い
ま
ま
、
20
万
人
も
の
観
客
が

見
守
る
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
文
字
ど
お

り
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
走
ら
せ
よ
う
と
い
う
の

グ

Goodwood Festival of Speed 2024
角 田 裕 毅 × R A 2 7 2

062

LAT



だ
。
現
場
に
い
た
ホ
ン
ダ
関
係
者
の
あ
い
だ

に
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
現
場
の
緊
張
感
を
高
め

る
よ
う
な
伏
線
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

　
な
か
で
も
も
っ
と
も
重
大
だ
っ
た
の
は「
エ

ン
ジ
ン
は
予
定
ど
お
り
始
動
で
き
る
の
か
？
」

と
い
う
も
の
。
国
内
で
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
デ
モ

走
行
を
何
度
か
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
私
に

は
意
外
だ
っ
た
が
、
チ
ー
フ
メ
カ
ニ
ッ
ク
を

務
め
る
川
畑
久
に
よ
れ
ば
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
は

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
だ
け
で
も
「
奇
跡
に
近

い
こ
と
」
な
の
だ
と
い
う
。

　
お
よ
そ
60
年
前
、
ま
だ
４
輪
事
業
を
立
ち

上
げ
た
ば
か
り
の
ホ
ン
ダ
が
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
頂
点
に
君
臨
す
る
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ

リ
に
挑
戦
す
る
た
め
、
持
て
る
技
術
の
す
べ

て
を
投
じ
て
作
り
上
げ
た
の
が
Ｒ
Ａ
２
７
２

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
60
年
近
く
が
過
ぎ
た
現

代
に
、
こ
の
ク
ル
マ
が
デ
モ
走
行
に
使
わ
れ

る
な
ど
、
彼
ら
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
ま
し
て
や
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
管
理
す
る
ホ

ン
ダ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
所
蔵
す
る

マ
シ
ン
を
極
力
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
状
態
に

保
つ
こ
と
に
血
道
を
上
げ
て
い
る
。
当
然
、

車
載
の
ス
タ
ー
タ
ー
モ
ー
タ
ー
、
燃
料
系
、

点
火
系
な
ど
は
当
時
の
技
術
そ
の
ま
ま
。
だ

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
変
わ

っ
た
だ
け
で
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
く
な
る
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ん
な
り
と
も
和
ら
い
だ
。
ガ
レ
ー
ジ
に
到
着

し
た
角
田
は
、
駆
け
つ
け
た
フ
ァ
ン
が
求
め

る
サ
イ
ン
に
応
じ
て
か
ら
、
宮
城
や
メ
カ
ニ

ッ
ク
た
ち
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
、
コ

ク
ピ
ッ
ト
に
収
ま
っ
た
。
そ
の
間
も
ず
っ
と

穏
や
か
な
笑
顔
を
浮
か
べ
た
ま
ま
。
続
い
て

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
追
加
す
る
だ
け
の
簡
単
な

シ
ー
ト
合
わ
せ
を
行
な
う
と
、
あ
と
は
ス
タ

ー
ト
の
時
間
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

　
基
本
的
に
一
方
通
行
と
な
る
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
手
順
は
、
や
や
変
則

ホンダの大先輩である宮城が角田にRA272のドライ
ビングをレクチャー（上）。何やら右手を構え、アク
セルかクラッチの操作方法を伝えているのではない
かと、想像が広がる。そのRA272の右側にしゃがむ
のは川畑チーフメカニック。“HONDA MOTOR 
TOKYO” と入ったウエアやキャップ（中）、グッド
ウッドの藁でできたバリアの中を駆け抜ける様子
（左）は、当時のグランプリを写した白黒写真がフル
カラーでよみがえったようだ。

こ
と
は
、
不
思
議
で
も
な
ん
で
も
な
い
の
だ
。

　
事
実
、
宮
城
が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
務
め
た
前

日
は
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
に
手
間
取
っ
た
結
果
、

本
来
の
走
行
枠
に
間
に
合
わ
ず
、
主
催
者
の

救
済
措
置
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
走
れ
た
と
い

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。「
同
じ
思
い
を
角

田
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」。ホ
ン
ダ
関
係
者

た
ち
が
そ
う
心
に
誓
っ
て
い
た
の
は
想
像
に

難
く
な
い
。

　
し
か
し
、
柔
和
な
表
情
を
浮
か
べ
る
角
田

の
様
子
を
見
て
、
現
場
の
雰
囲
気
は
い
く
ぶ

Goodwood Festival of Speed 2024
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の
始
動
に
成
功
し
た
た
め
、
数
台
ぶ
ん
程
度

の
遅
れ
で
Ｒ
Ａ
２
７
２
も
本
来
の
ス
タ
ー
ト

地
点
へ
と
移
動
。
関
係
者
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
。

　
通
常
、
グ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
の
ス
タ
ー
ト
位
置

は
取
材
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今

回
は
私
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
の
一
員
と
し
て
そ

の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
の
だ
が
、

そ
れ
は
掛
け
値
無
し
に
も
の
す
ご
い
光
景
だ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
元
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
を

始
め
と
す
る
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
の
巨
人

た
ち
が
、
普
段
着
の
表
情
で
佇
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
私
が
旧
知
の
ト
ム
・
ク
リ
ス
テ

ン
セ
ン
と
立
ち
話
を
し
て
い
る
と
、
リ
カ
ル

的
な
も
の
と
な
る
。
ま
ず
、
パ
ド
ッ
ク
近
く

の
集
合
場
所
に
い
っ
た
ん
集
ま
っ
た
の
ち
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
ス
タ
ー
ト
地
点

に
移
動
。
そ
こ
か
ら
順
に
出
走
し
て
い
く
。

い
ず
れ
も
マ
シ
ン
は
自
力
で
走
行
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
２
度
、
エ

ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

レ
ジ
ェン
ド
を
も
惹
き
つ
け
る〝
何
か
〞

　
手
押
し
で
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
集
合
場
所
ま
で

や
っ
て
き
た
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
、

角
田
が
あ
ら
た
め
て
収
ま
る
。
こ
の
日
の
角

田
は
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
に
あ
わ
せ
て
ジ
ェ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ク
ラ
シ
カ
ル
な
ゴ
ー
グ
ル
と

い
う
出
で
立
ち
。
コ
ク
ピ
ッ

ト
に
腰
掛
け
た
彼
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
被
る
と
ゴ
ー
グ
ル
を

装
着
し
た
の
だ
が
、こ
の
と
き
、

顔
か
ら
少
し
離
れ
た
位
置
で

指
を
パ
ッ
と
離
す
と
、
ゴ
ー

グ
ル
は
ゴ
ム
の
力
で
ポ
ン
！

と
弾
か
れ
る
よ
う
な
形
で
角
田
の
顔
に
収
ま

っ
た
。
そ
ん
な
彼
の
お
ど
け
た
仕
草
を
見
て
、

周
囲
か
ら
軽
い
笑
い
声
が
漏
れ
る
。

「
あ
あ
、
角
田
は
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
…
…
」。 

Ｆ
Ｉ
Ａ 

Ｆ
３
に

参
戦
し
て
い
た
２
０
１
９
年
に
初
め
て
彼
を

取
材
し
た
私
は
、
感
慨
深
く
そ
の
様
子
を
眺

め
て
い
た
。

　
そ
し
て
肝
心
の
エ
ン
ジ
ン
始
動
。
と
こ
ろ

が
、
こ
こ
で
残
念
な
が
ら
悪
い
予
想
が
当
た

り
、
ス
タ
ー
ト
に
手
間
取
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
Ｒ
Ａ
２
７
２
に
続

い
て
移
動
す
る
は
ず
だ
っ
た
車
両
を
先
行
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ほ
ど
な
く
エ
ン
ジ
ン

スタート位置に姿を見せた
RA272とファン-パブロ・モン
トーヤの “年齢” は10歳違い。
このあいだにも大きなジェネ
レーションギャップがありそ
うだが、同じ輪に加わったの
は来季のF1参戦が決まったオ
リバー・ベアマンと、メルセ
デスF1のリザーブドライバー
を務めるフレデリック・ベス
ティ。そして、角田と談笑す
るのはジャッキー・スチュワ
ート。RA272がまるで時代の
結び目であるかのようだ。

歴
史
が
出
会
い
語
り
合
う〝
秘
密
の
社
交
場
〞

そ
の
中
心
に
い
た
の
が
R
A
2
7
2
だ
っ
た

ド･

カ
ペ
ッ
ロ
、
デ
レ
ッ
ク
・
ベ
ル
、
ジ
ャ

ッ
キ
ー
・
イ
ク
ス
ら
が
次
々
と
現
れ
、
試
し

に
彼
ら
が
ル
・
マ
ン
24
時
間
で
獲
得
し
た
勝

利
数
を
数
え
た
ら
23
勝
に
も
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
奇
跡
に
近
い
こ
と
が
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
起
き
る
の
が
グ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
な
の
で

あ
る
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
最
も
興

味
深
そ
う
に
覗
き
込
ん
で
い
た
の
が
、
あ
の

フ
ァ
ン
‐
パ
ブ
ロ･
モ
ン
ト
ー
ヤ
だ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
お
な
じ
み
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー･

ス

チ
ュ
ワ
ー
ト
が
や
っ
て
く
る
と
、
角
田
に
な

に
や
ら
耳
打
ち
を
し
始
め
た
。

　

私
は
こ
の
様
子
を
見
て
、「
こ
こ
に
は
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
過
去
と
現
代
を
結
び
つ

け
る
な
に
か
が
あ
る
」
と
確
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
に
存
在
し
て

い
た
の
が
Ｒ
Ａ
２
７
２
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
と
し
て
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
の
偉
人

た
ち
が
出
会
い
、
語
ら
い
合
う
。
そ
の
輪
の

な
か
に
角
田
が
入
る
こ
と
で
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
過
去
と
現
在
だ
け
で
な
く
未
来
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
限
ら
ず
、
何
ご
と
に
つ
け
て
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
ヘ
タ
な
ホ
ン
ダ
だ
が
、
今
度
ば
か

り
は
実
り
あ
る
こ
と
を
実
現
し
た
よ
う
だ

…
…
」。 

私
は
そ
ん
な
思
い
を
強
く
抱
い
た
。

T.Otani

T.Otani
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ダ
ル
か
ら
足
を
離
し
、
半
ク
ラ
ッ
チ
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
配
慮
ま
で
見
せ
た
。
そ
れ
は
、

ハ
イ
テ
ク
の
カ
タ
マ
リ
で
あ
る
最
新
Ｆ
１
マ

シ
ン
を
日
ご
ろ
操
っ
て
い
る
現
役
ド
ラ
イ
バ

ー
と
は
と
て
も
思
え
な
い
気
遣
い
だ
っ
た
。

「
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
、宮
城
さ
ん
に『
お

婆
ち
ゃ
ん
と
デ
ー
ト
す
る
よ
う
な
感
覚
で
走

ら
せ
て
』
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
い
い

た
と
え
で
し
た
」。 

走
行
後
の
角
田
は
、
そ

う
打
ち
明
け
た
。

「
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
む
と
き
も
、

ジ
ェ
ン
ト
ル
に
、
ゆ
っ
く
り
と
踏
み
込
ま
な

い
と
エ
ン
ジ
ン
は
ス
ム
ー
ズ
に
回
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
う
や
っ
て
走
ら
せ
た
と

き
の
気
持
ち
よ
さ
は
、
い
ま
の
ク
ル
マ
と
は

ま
る
で
違
う
ダ
イ
レ
ク
ト
感
が
あ
っ
て
、
特

別
な
一
体
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
そ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
感
、
一
体
感
は
、
車
重

４
９
８
㎏
と
さ
れ
る
Ｒ
Ａ
２
７
２
の〝
軽
さ
〞

が
生
み
出
す
も
の
な
の
か
？

「
軽
さ
も
結
構
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
１
回

目
の
走
行
で
は
、
そ
こ
ま
で
攻
め
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
点
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
本
当
に
直
線
を
走
っ
て
い
る
だ
け

で
も
、
タ
イ
ヤ
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
感
触
と

か
エ
ン
ジ
ン
の
回
り
方
が
気
持
ち
い
い
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
る
で
エ
ン
ジ
ン
の
心
地
い
い

振
動
が
骨
の
髄
に
伝
わ
っ
て
く
る
み
た
い
な

印
象
な
ん
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
感
覚
が
、

エ
ン
ジ
ン
回
転
数
を
上
げ
て
い
く
と
、
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
現
代
の
ク
ル

マ
に
は
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
最
後
に
、
や
や
強
引
な
が
ら
、
現
代
の
Ｆ

１
と
通
じ
る
も
の
を
Ｒ
Ａ
２
７
２
か
ら
感
じ

な
か
っ
た
か
と
訊
ね
て
み
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
と
現
代
の
Ｆ
１

マ
シ
ン
は
全
然
別
の
ク
ル
マ
で
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
最
高
を
極
め
た
と
い
う

意
味
で
は
共
通
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
Ｆ
２
や
Ｆ
３
と
は
別
次
元
の
ク
ル
マ

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
角
田
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
き
っ
と
こ

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
Ｆ
２
や
Ｆ
３
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
技
術
的
な
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
の
Ｆ
１
に
も
技
術
的
な
制
限
は
あ
る
が
、

優
し
く
手
を
取
り
合
っ
て

　
Ｒ
Ａ
２
７
２
の
走
行
も
前
日
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
首
尾
よ
く
い
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
の

始
動
に
難
な
く
成
功
し
た
の
に
続
き
、
ス
タ

ー
ト
の
合
図
が
提
示
さ
れ
た
角
田
は
「
絶
対

に
エ
ン
ジ
ン
を
ス
ト
ー
ル
さ
せ
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
一

定
の
回
転
数
に
保
っ
て
か
ら
丁
寧
に
ク
ラ
ッ

チ
を
ミ
ー
ト
。
続
い
て
、
ク
ル
マ
が
動
き
出

す
こ
と
を
確
認
す
る
と
直
ち
に
ク
ラ
ッ
チ
ペ

Goodwood Festival of Speed 2024
角 田 裕 毅 × R A 2 7 2
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そ
の
レ
ベ
ル
は
Ｆ
２
や
Ｆ
３
に
比
べ
る
と
は

る
か
に
高
い
。
こ
の
た
め
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち

が
挑
戦
で
き
る
領
域
は
青
天
井
と
い
っ
て
い

い
く
ら
い
際
限
が
な
く
、
そ
う
い
っ
た
無
限

の
可
能
性
に
挑
戦
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の

意
気
込
み
が
、
あ
る
種
の
〝
凄
み
〞
と
な
っ

て
Ｆ
１
マ
シ
ン
に
反
映
さ
れ
て
い
る
…
…
。

お
そ
ら
く
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
そ
う
い
っ
た
〝
凄
み
〞
や
〝
気
迫
〞
は
、

グ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
で
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
走
ら
せ
た

メ
カ
ニ
ッ
ク
た
ち
か
ら
も
同
様
に
感
じ
ら
れ

た
。
と
り
わ
け
、
宮
城
が
搭
乗
し
た
走
行
初

日
に
、
何
度
ト
ラ
イ
し
て
も
か
か
ら
な
い
エ

ン
ジ
ン
と
懸
命
に
向
き
合
い
、
繰
り
返
し
手

順
を
見
直
し
な
が
ら
始
動
を
試
み
る
彼
ら
の

姿
か
ら
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど

の
〝
凄
み
〞
や
〝
気
迫
〞
が
感
じ
ら
れ
た
。

そ
し
て
思
っ
た
。「
限
界
に
挑
戦
す
る
ホ
ン

ダ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
き
っ
と
こ
う
し
て
受

け
継
が
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
」
と
…
…
。

　
実
は
、
角
田
は
こ
の
日
、
午
後
に
も
う
１

度
、
Ｒ
Ａ
２
７
２
を
走
ら
せ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
レ
ッ
ド
ブ
ル
Ｒ
Ｂ
18
の
デ
モ
走
行
を
担

当
す
る
は
ず
だ
っ
た
セ
ル
ジ
オ
・
ペ
レ
ス
が

飛
行
機
の
都
合
で
会
場
を
あ
と
に
し
て
い
た

た
め
、
急
き
ょ
Ｒ
Ａ
２
７
２
は
宮
城
に
任
せ
、

角
田
が
Ｒ
Ｂ
18
を
操
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
角
田
が
レ
ッ
ド
ブ
ル

に
昇
格
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
つ

も
り
は
毛
頭
な
い
。
そ
れ
で
も
、
過
去
か
ら

現
在
へ
、
そ
し
て
現
在
か
ら
未
来
へ
と
続
く

糸
が
、
ま
た
ひ
と
つ
紡
が
れ
た
よ
う
に
私
に

は
思
え
た
の
で
あ
る
。

Ｆ
１
と
い
う
際
限
の
な
い
技
術
へ
の
挑
戦
が

ホ
ン
ダ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
に
違
い
な
い
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ワ
ガ
ママ
オ
ヤ
ジ
じ
ゃ

だ
め
で
す
か
。

本 田 宗 一 郎 から 受 け 継 が れ る

彼 らが 彼 らで ある 所 以

1
9
6
5
年
の
F
1
初
優
勝
か
ら
、
2
0
2
1
年
ア
ブ
ダ
ビ
G
P
の
感
動
の
最
終
ラ
ッ
プ
ま
で

「
伝
説
」と
し
て
フ
ァ
ン
の
心
に
刻
ま
れ
た
瞬
間
の
中
心
に
は
常
に
ホ
ン
ダ
が
い
た

だ
が
、
そ
の
唯
一
無
二
の
60
年
間
の
軌
跡
は
同
時
に
繰
り
返
さ
れ
る「
撤
退
」と
い
う

落
胆
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
あ
ふ
れ
て
き
た
数
々
の「
感
動
」と「
失
望
」の
涙
│
│

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
魅
せ
ら
れ
続
け
る「
ホ
ン
ダ
」と
は
一
体
ど
ん
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か

Text  

◉ 

大
谷
達
也（Tatsuya O

tani

）

P
hoto

 

◉ 

田
中
秀
宣（H
idenobu Tanaka

）／LA
T

　
そ
う
し
た
考
え
方
か
ら
生
ま
れ
た
ホ
ン
ダ
製

品
は
、
誰
に
で
も
手
が
届
い
て
人
々
の
暮
ら
し

に
役
立
つ
も
の
だ
っ
た
り
、
走
り
の
楽
し
み
を

追
求
し
た
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
モ
デ
ル
だ
っ
た
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
性
を
備
え
た
も
の
、
ち

ょ
っ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
生
活
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
る
も
の
だ
っ
た
り
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ホ
ン
ダ
製
品
を
生
み
出
す
う
え

で
最
も
重
要
な
の
が
、
作
り
手
の
創
造
力
や
独

創
性
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
従
業
員
が
発
揮

す
る
創
造
力
や
独
創
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
製

品
に
ま
で
昇
華
さ
せ
る
企
業
風
土
に
あ
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
独
創
的
な
技
術
者
や
個
性
豊
か
な

製
品
企
画
者
が
い
て
、
彼
ら
を
伸
び
伸
び
と
育

む
文
化
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ホ
ン
ダ
は
「
ホ

ン
ダ
ら
し
い
製
品
」
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
、
創
業
者
〝
本
田
宗
一
郎
〞
と
い
う

人
物
の
思
い
や
、
彼
自
身
の
個
性
が
強
く
働
い

て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
な
に
よ
り
、

宗
一
郎
自
身
が
独
創
的
な
技
術
者
で
あ
り
、
個

性
豊
か
な
製
品
企
画
者
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

社
内
の
そ
う
い
っ
た
人
材
を
活
用
し
、
彼
ら
の

能
力
を
十
全
に
引
き
出
す
体
制
を
作
り
上
げ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　
そ
う
し
た
考
え
方
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が
、

ン
ダ
ら
し
さ
と
は
な
に
か
？
」

　
こ
れ
ぞ
、
フ
ァ
ン
の
あ
い
だ
で
し
ば

し
ば
論
争
と
な
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
答
え
が

出
る
こ
と
の
な
い
命
題
の
最
た
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
た
し
か
に
、
製
品
レ
ベ
ル
で
「
ホ
ン
ダ
ら
し

さ
」
を
探
す
と
な
か
な
か
結
論
に
た
ど
り
着
け

な
い
が
、
も
う
少
し
コ
ン
セ
プ
ト
に
近
い
レ
ベ

ル
で
考
え
る
と
、
答
え
を
見
つ
け
出
す
の
は
さ

ほ
ど
難
し
く
な
い
。
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
「
独

創
的
な
ア
イ
デ
ア
と
技
術
で
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
製
品
を
世
に
送
り
出
し
、
人
々
の
暮
ら
し
に

役
立
っ
た
り
、
走
る
喜
び
を
提
供
す
る
こ
と
」

と
な
る
。

ホ

本
社
か
ら
技
術
設
計
部
門
を
分
離･

独
立
さ
せ

た
本
田
技
術
研
究
所
と
い
う
組
織
の
存
在
で
あ

る
。
実
際
に
〝
研
究
所
〞
の
設
立
を
推
進
し
た

の
は
宗
一
郎
の
右
腕
と
言
わ
れ
た
藤
澤
武
夫
だ

が
、
そ
の
出
発
点
は
「
宗
一
郎
の
役
割
を
、
組

織
体
制
と
し
て
構
築
し
よ
う
と
考
え
た
」
こ
と

に
あ
っ
た
。言
い
換
え
れ
ば
、研
究
所
こ
そ「
自

由
闊
達
な
技
術
の
研
究
と
独
創
的
な
商
品
企
画

の
源
泉
」
と
い
う
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
。

理
屈
だ
け
じ
ゃ
や
っ
て
け
な
い

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
個
人
の
見
解
だ
が
、

研
究
所
の
個
性
や
独
創
性
を
尊
ぶ
風
土
は
、
ホ

ン
ダ
特
有
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
度
に
よ
っ
て
さ

ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
ホ
ン
ダ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
制
は
、
製
品
開
発

を
統
括
す
る
Ｌ
Ｐ
Ｌ
（
ラ
ー
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
リ
ー
ダ
ー
）
の
指
揮
下
、
各
部
門
か
ら
選

り
す
ぐ
ら
れ
た
技
術
者
た
ち
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
招
聘
。
製
品
を
開
発
す
る
ま
で
の
あ

い
だ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
ひ
と
つ

の
組
織
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
開
発
を
統
括
す
る
責
任
者
を
置
く
の
は
他
メ

ー
カ
ー
で
も
同
様
だ
が
、
ホ
ン
ダ
が
特
徴
的
な

の
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｌ
の
権
限
が
ひ
と
き
わ
強
大
な
点

に
あ
る
。
例
え
ば
、
社
内
で
横
断
的
に
使
用
さ

れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
共
通
技
術

で
さ
え
、
製
品
の
性
能
や
個
性
を
優
先
す
る
た

め
、
Ｌ
Ｐ
Ｌ
の
意
向
で
独
自
の
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ

を
施
す
こ
と
が
過
去
に
は
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
結
果
と
し
て
製
品
の
個
性
が
際
立
ち
、
と
き

に
は
性
能
も
向
上
す
る
の
だ
か
ら
、
顧
客
に
と

っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
た

だ
し
、
そ
の
ぶ
ん
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
そ
れ
が

CCCCCC llll mmmmmmooooo uuuu nnnnnn
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価
格
の
上
昇
や
企
業
と
し
て
の
利
益
圧
迫
に
つ

な
が
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
か
つ
て
「
ホ
ン
ダ
の

四
輪
事
業
は
収
益
性
が
低
い
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
一
因
は
、
生
産
設
備
の
稼
働
率
の
低
さ
と

と
も
に
、
こ
の
点
が
関
係
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
（
註
：
近
年
ホ
ン
ダ
は
四
輪
事
業
の
収
益

性
を
大
幅
に
強
化
。
２
０
２
３
年
度
に
は
５
６

０
６
億
円
の
黒
字
を
記
録
し
て
い
る
）。

　
で
は
、
も
し
も
開
発
責
任
者
が
経
営
陣
の
意

向
に
従
い
、
社
内
の
共
通
技
術
を
そ
の
ま
ま
受

け
入
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
、
そ
の
ほ
う
が
経
営
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
て
利
益
は
拡
大
す
る
は
ず
だ
が
、
製
品
の

個
性
が
損
な
わ
れ
た
り
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
な

性
能
を
発
揮
で
き
な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。

製
品
の
個
性
や
性
能
を
重
視
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
会
社
の
利
益
を
優
先
す
る
の
か
、
実
に
悩

ま
し
い
問
題
と
い
え
る
。

　
技
術
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
や
考
え
方
を

尊
重
す
る
と
い
え
ば
、
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
に
は
い
ま

で
は
信
じ
ら
れ
な
い
、
こ
ん
な
歴
史
も
あ
る
。

　
１
９
６
７
年
、
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
で
陣
頭
指
揮
を

執
っ
て
い
た
中
村
良
夫
は
、
ロ
ー
ラ･

カ
ー
ズ

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｒ
Ａ
３
０
０
を
開

発
。
こ
れ
を
駆
っ
た
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ス

は
第
９
戦
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
栄
冠
を
勝
ち
取
る
。

こ
れ
が
第
一
期
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
２
勝
目
で
、
最

後
の
勝
利
と
な
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
Ｒ
Ａ
３
０
０
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
〝
研
究
所
〞
で
開
発
さ
れ
た
排

気
量
3
ℓ
の
水
冷
Ｖ
12
エ
ン
ジ
ン
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
エ
ン
ジ
ン
は
高
出
力
だ
が
単
体
重

量
が
２
０
０
㎏
と
重
く
、
Ｒ
Ａ
３
０
０
は
レ
ギ

本田宗一郎（左）の技術者としての個性と、それを尊重し時には冷静に企業の道を示す藤沢武夫（右）という
関係性から形作られた「ホンダイズム」。F1参戦から９年後の1973年にふたりはそろって第一線を退いた。
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ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
定
め
た
５
０
０
㎏
の
最
低
車

重
を
１
０
０
㎏
近
く
上
回
っ
て
い
た
。
こ
れ
で

も
、
前
年
の
66
年
に
投
入
さ
れ
た
純
ホ
ン
ダ
製

Ｒ
Ａ
２
７
３
に
比
べ
れ
ば
60
㎏
ほ
ど
軽
い
。
裏

を
返
せ
ば
、
67
年
は
シ
ャ
シ
ー
の
軽
量
化
を
図

る
た
め
に
純
血
種
の
Ｒ
Ａ
２
７
３
を
捨
て
、
ロ

ー
ラ
と
の
提
携
に
走
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
宗
一
郎
は
小
型
軽
量
で
構
造
が
シ
ン

プ
ル
な
空
冷
エ
ン
ジ
ン
の
信
奉
者
だ
っ
た
。
そ

こ
で
彼
は
研
究
所
に
空
冷
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
の
開

発
を
指
示
。
こ
れ
を
ホ
ン
ダ
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ

シ
ー
に
搭
載
し
た
Ｒ
Ａ
３
０
２
は
、
最
低
車
重

と
ぴ
っ
た
り
同
じ
５
０
０
㎏
を
達
成
し
、
空
冷

エ
ン
ジ
ン
の
優
位
性
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。

　
翌
68
年
、
ホ
ン
ダ
は
Ｒ
Ａ
３
０
０
の
正
常
進

化
版
で
あ
る
Ｒ
Ａ
３
０
１
と
、
革
新
的
な
空
冷

エ
ン
ジ
ン
を
積
む
Ｒ
Ａ
３
０
２
の
２
台
を
完
成

さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
中
村
と
宗
一
郎
の
個

性
と
個
性
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ
た
結
果
だ
っ
た
と

も
い
え
る
。
し
か
し
、
勢
力
を
二
分
さ
れ
た
ホ

ン
ダ
陣
営
は
苦
戦
。
さ
ら
に
は
、
Ｒ
Ａ
３
０
２

の
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
で
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ジ
ョ
ー･

シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
が
非
業

の
事
故
死
を
遂
げ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
Ｒ
Ａ
３

０
２
が
お
蔵
入
り
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
空
冷
エ
ン
ジ
ン
を
積
む
量
産
車
の
開
発
に

注
力
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、
68
年
限
り
で

第
一
期
ホ
ン
ダ
Ｆ
１
の
幕
が
閉
じ
た
こ
と
は
歴

史
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
だ
。

　
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
空
冷
エ
ン
ジ
ン
開
発

を
強
引
に
推
し
進
め
た「
宗
一
郎
の
横
暴
ぶ
り
」

を
示
す
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
私
自
身
は
そ
う
と
ば
か
り
は
言
い
切
れ
な

い
と
捉
え
て
い
る
。

 

ワ
ガ
ママ 

オ
ヤ
ジ
じ
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だ
め 

で
す
か
。
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 〝
チ
ー
ム
ホ
ン
ダ
〞
の
意
義

　
な
ん
に
せ
よ
、
宗
一
郎
は
会
社
の
社
長
、
と

き
の
権
力
者
で
あ
る
。
中
村
ら
が
進
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
本
当
に
気
に
食
わ
な
け
れ
ば
、
そ

れ
を
握
り
つ
ぶ
す
こ
と
だ
っ
て
で
き
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
際
は
そ
う
せ
ず
、
あ
え
て
「
二
機

種
開
発
」
の
道
を
宗
一
郎
は
選
択
し
た
。
私
は
、

こ
こ
に
ホ
ン
ダ
の
、
い
い
意
味
で
の
「
個
人
主

義
」
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
は
「
自

分
は
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
す
る
が
、
他
人
の

す
る
こ
と
は
邪
魔
し
な
い
」
と
い
う
考
え
方
と

も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
自
分
勝
手
」

と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
簡
単
だ
。
け
れ
ど

も
、
ホ
ン
ダ
の
場
合
、
こ
れ
は
個
性
の
尊
重
で

あ
り
、
他
者
へ
の
敬
意
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
う
し
た
風
土
は
、
宗
一
郎
が
生
み
出
し
、
育

ん
だ
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
私
は
こ
う
も
推
察
す
る
。「
極
端

な
個
人
主
義
が
、
他
人
に
多
く
を
期
待
し
な
い
、

あ
る
種
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
の
で
は

な
い
か
？
」
と
…
…
。

　
つ
ま
り
、
個
性
を
尊
重
し
、
他
者
を
尊
敬
す

る
姿
勢
が
い
き
す
ぎ
て
、「
自
分
は
自
分
、
他

人
は
他
人
」
と
割
り
切
っ
て
し
ま
う
傾
向
を
生

み
出
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
の
だ
。

　
例
え
ば
ホ
ン
ダ
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｆ
１
を
全

社
的
な
営
業
促
進
に
活
用
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ホ
ン
ダ
の
営
業

や
宣
伝
を
司
る
部
署
が
「
Ｆ
１
は
研
究
所
が
勝

手
に
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
に
は
関

係
が
な
い
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
研
究
所
は

研
究
所
で
「
自
分
た
ち
は
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て

い
る
の
に
、
営
業
や
宣
伝
は
反
対
す
る
ば
か
り

で
ち
っ
と
も
協
力
し
て
く
れ
な
い
」
と
思
い
込

ん
で
い
た
よ
う
な
気
も
す
る
。

　
両
者
の
あ
い
だ
に
あ
る
の
は
「
相
手
へ
の
過

度
な
期
待
は
禁
物
」
と
い
う
、
あ
る
種
の
あ
き

ら
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
21
年
で
Ｆ
１
参
戦
を
終

了
し
て
以
降
の
ホ
ン
ダ
は
、
公
式
に
は
パ
ワ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
立
場
で
は
な
く
な

る
と
と
も
に
、
レ
ッ
ド
ブ
ル
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン

ズ
へ
の
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
供
給
も
組
織
的
に
は

Ｈ
Ｒ
Ｃ
が
受
け
持
つ
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
「
自
分
と
他
人
」
と
い
う
割
り
切
り

が
、
本
来
は
全
社
的
活
動
で
あ
る
べ
き
Ｆ
１
参

戦
を
「
一
部
の
部
署
が
勝
手
に
や
っ
て
い
る
こ

と
」
と
矮
小
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
、
Ｆ
１
を
全
社
活
動
と
し
て

受
け
止
め
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
研
究
開
発
リ

ソ
ー
ス
が
不
足
し
た
り
景
気
が
悪
化
し
た
り
す

る
た
び
に
、
ホ
ン
ダ
は
参
戦
と
撤
退
を
繰
り
返

し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
歴
史
は
も
う
終
わ
り
に
し

よ
う
。
な
に
よ
り
、
参
戦
と
撤
退
の
繰
り
返
し

は
コ
ス
ト
的
に
も
研
究
開
発
リ
ソ
ー
ス
的
に
も

非
効
率
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ァ
ン
や
Ｆ
１
社
会

に
は
「
ホ
ン
ダ
は
ま
た
辞
め
る
ん
だ
ろ
？
」
と

い
う
疑
心
暗
鬼
を
植
え
付
け
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
も
の
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。
26
年
に
Ｆ

１
参
戦
を
開
始
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？ 

私
は
Ｆ
１
参
戦
を
全
社
活
動
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
な
に
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
を

実
現
す
る
に
は
、
Ｈ
Ｒ
Ｃ
な
い
し
研
究
所
側
が

営
業
や
宣
伝
に
歩
み
寄
り
、「
彼
ら
の
役
に
立

つ
Ｆ
１
は
ど
ん
な
姿
か
？
」
を
真
剣
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
受
け
た
営
業

や
宣
伝
が
「
そ
れ
な
ら
、
こ
ち
ら
も
柔
軟
に
対

応
し
、
Ｆ
１
活
動
に
協
力
し
よ
う
」
と
の
姿
勢

を
示
す
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。

　
こ
の
一
文
の
な
か
で
、
ホ
ン
ダ
内
部
で
起
き

て
い
る
出
来
事
を
極
端
に
表
現
し
た
部
分
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
く
は
、
一
部
に
誤

解
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
私
は
ホ
ン

ダ
と
い
う
企
業
と
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
深
い
敬

意
と
愛
情
を
抱
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
Ｆ

１
の
参
戦
と
撤
退
を
繰
り
返
す
歴
史
は
、
も
う

終
わ
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ホ
ン
ダ
に
器
用
で
要
領

が
い
い
企
業
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自
由
と
個
性
を
尊

重
す
る
企
業
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
私
の
本
音
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
、

自
動
車
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層
厳
し
く

な
る
な
か
、
か
つ
て
の
よ
う
な
「
自
由
闊
達
な

気
風
」
だ
け
で
は
企
業
と
し
て
の
存
続
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

「
自
由
と
規
律
」。
こ
の
二
律
背
反
す
る
要
件

を
ホ
ン
ダ
ら
し
い
姿
で
両
立
さ
せ
、
未
来
に
向

け
て
さ
ら
に
力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
こ

そ
、
私
の
心
か
ら
の
願
い
な
の
で
あ
る
。

「
一
部
の
部
署
が
勝
手
に
や
っ
て
い
る
こ
と
」

そ
ん
な
悲
劇
の
焼
き
直
し
は
終
わ
り
に
し
よ
う

本田技研工業の全社員が持つ、学
びや気づきを書き留める「わたし
の記録」は、当時から変わらず受
け継がれているホンダの文化。
RA272に携わった技術者の薄緑色
のノートには、アナログ時代らし
く試行錯誤した詳細なメモがぎっ
ちりと残されている。

H.Tanaka

H.Tanaka
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世
界
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

　   

黒
い
糸

未
知
の
化
学
繊
維
だ
っ
た

「
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
」は

ど
う
や
っ
て
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
に

革
命
を
起
こ
し
て
い
っ
た
の
か

鉄よりも強くアルミよりも軽い。何に使えるとも分からなかった
その複合素材は瞬く間にレーシングカーの必須構成要素となった
そして今、素材と成形技術の進化とともに拡大を続ける可能性──
サーキットから月面へ飛び出すカーボン技術の足跡をたどる
Text ◉ 大串 信（Makoto Ogushi）
Photo ◉ 森山俊一（Toshikazu Moriyama）
益田和久（Kazuhisa Masuda）／小笠原貴士（Takashi Ogasawara）
東レ・カーボンマジック（Toray Carbon Magic）／ispace／IST
Space Walker／SkyDrive／東海大学／Xiborg
タグチ工業／童夢／松永製作所

奥明栄
東レ・カーボンマジック株式会社 代表取締役社長

K.Masuda
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や
、
高
性
能
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
主

要
部
分
が
炭
素
繊
維
で
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
た
が
、

レ
ー
ス
界
に
炭
素
繊
維
が
こ
こ
ま
で
普
及
し

た
の
は
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。 

「
そ
も
そ
も
炭
素
繊
維
（
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
）
を
実
用
化
し
た
の
は
日
本
人
な
ん
で

す
よ
」
と
、
東
レ
カ
ー
ボ
ン
マ
ジ
ッ
ク
の
奥

明
栄
代
表
取
締
役
社
長
は
言
う
。 

「
発
想
の
原
点
は
（
ト
ー
マ
ス
）
エ
ジ
ソ
ン

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ジ
ソ
ン
は
19
世
紀

末
に
、
日
本
の
竹
を
焼
い
て
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

を
作
り
白
熱
電
球
を
実
用
化
し
ま
し
た
。
そ

の
発
想
を
基
に
、
ア
ク
リ
ル
の
糸
を
焼
い
た

ら
強
度
が
す
ご
く
出
る
糸
が
で
き
る
こ
と
を

発
見
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
を
発
明
し
た

の
は
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
の
進
藤
昭
男
と

い
う
研
究
者
で
す
。
１
９
５
９
年
の
こ
と
で

す
」 

　
そ
の
発
明
を
基
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー

を
実
用
化
し
た
の
が
繊
維
メ
ー
カ
ー
の
東
洋

レ
ー
ヨ
ン(

現
・
東
レ)

で
、
今
で
は
カ
ー
ボ

ン
フ
ァ
イ
バ
ー
需
要
の
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
誇
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

言
っ
て
み
れ
ば
、
最
新
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ

カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
で
走
る
高
性
能

レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
材
料
は
そ
も
そ
も
日
本

が
発
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
今

で
も
日
本
が
生
産
し
て
供
給
し
て
い
る
の
で

あ
る
。 

　
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
が
ど
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
材
料
に
な
っ
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
非
常

今

発
想
の
原
点
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン

そ
の
新
た
な
可
能
性
を
形
に
し
た
の
は

ひ
と
り
の
大
阪
の
研
究
者
だ
っ
た

K.Masuda SAN-EI

©DOME

SAN-EI

BELLCO R39B (72E)

TOMEI SUNNY (B110)

DOME Black Buffalo BB85

1973年に開催された第６回東京レーシングカーショーに登
場したベルコR39Bのリヤフェンダーには「トレカ」のステ
ッカー。純国産レーシングカーとして設計が進められたこの
マシンに、日本で発明された炭素繊維が用いられたことを考
えると、国内モータースポーツ技術の黎明期を象徴するひと
つの存在と言えるのかもしれない。同じころに、カーボンフ
ァイバーを用いたプッシュロッドを採用した東名自動車の
A12エンジンは実に１万回転を誇った。85年鈴鹿８時間耐久
レースに出場した童夢ブラックバッファローBB85は、国内
で4輪よりも先にフレームにカーボンモノコックを使ったレ
ーサー。童夢はこのあとF3000やグループＣカーにここで得
た技術を発展させてゆく。東レカーボンマジック、そしてレ
ーシングカーカーボンモノコックの原点もここにある。

カーボン素材の
黎明期を迎えた70年代初期
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さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
シ
ャ
シ
ー
を
Ｇ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
で
作
ろ
う
と
い
う
試
み
も
各
所
で
な
さ

れ
た
。
し
か
し
、
複
雑
な
自
動
車
用
シ
ャ
シ

ー
の
成
形
に
は
手
間
が
か
か
っ
て
生
産
性
が

低
く
品
質
管
理
も
難
し
か
っ
た
ば
か
り
か
、

金
属
材
料
に
代
わ
っ
て
エ
ン
ジ
ン
や
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
を
支
え
る
の
に
充
分
な
強
度
を
確

保
す
る
た
め
に
は
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
厚
み
を
増
す

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
ぶ
ん
重
量
が
か
さ
ん

で
軽
量
化
の
優
位
性
が
失
わ
れ
る
と
い
う
矛

盾
も
生
じ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
広
く
普
及
は

し
な
か
っ
た
。 

戦
後
で
別
れ
た〝
使
い
道
〞

　
こ
う
し
て
基
本
的
に
は
金
属
シ
ャ
シ
ー
に

Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
ボ
デ
ィ
パ
ネ
ル
を
被
せ
る
と
い

う
基
本
形
で
60
年
代
、
70
年
代
の
レ
ー
シ
ン

グ
カ
ー
は
進
化
を
続
け
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ

が
一
部
で
は
、
同
じ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
も
ガ
ラ
ス
繊

維
で
は
な
く
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
と
い
う

新
し
い
材
料
の
ほ
う
が
軽
く
強
度
も
確
保
で

き
そ
う
だ
と
着
目
す
る
技
術
者
が
現
れ
る
。

　
冒
頭
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
は
日
本
人

が
発
明
し
た
と
し
た
が
、
実
は
そ
れ
以
前
か

ら
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
は
存
在
し
た
。
56

年
、
耐
熱
性
が
要
求
さ
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
噴
射

口
の
材
料
を
求
め
て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
、
レ

ー
ヨ
ン
を
焼
成
し
て
作
っ
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ

イ
バ
ー
が
開
発
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
レ
ー
ヨ

ン
と
は
、
木
材
パ
ル
プ
や
綿
の
産
毛
な
ど
の

天
然
素
材
を
原
料
と
し
、
絹
の
代
用
品
と
し

て
開
発
さ
れ
た
世
界
最
初
の
人
工
繊
維
で
あ

る
。
こ
れ
を
焼
く
と
非
常
に
丈
夫
な
繊
維
が

得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
レ
ー
ヨ

ン
由
来
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
は
製
品
化

も
さ
れ
て
い
た
。 

に
興
味
深
い
。 

　
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を
速
く
走
ら
せ
る
た
め

に
は
車
両
重
量
の
軽
量
化
と
動
力
の
大
出
力

化
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
昔
も
今
も

変
わ
り
は
な
い
。
当
初
は
鉄
で
作
ら
れ
て
い

た
シ
ャ
シ
ー
や
ボ
デ
ィ
が
軽
合
金
で
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
当
然
軽
量
化
を
追
求

し
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
の
開
発
者
は
少
し
で
も
車
両
重
量
を
軽

減
す
る
た
め
新
し
い
材
料
や
構
造
を
探
し
続

け
、
50
年
代
に
入
る
と
ボ
デ
ィ
パ
ネ
ル
が
Ｆ

Ｒ
Ｐ
に
置
き
換
え
ら
れ
始
め
た
。 

　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、「
Ｆ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
ｄ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
（
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）」の
略
で
、
樹
脂（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を
繊
維
で
補
強
し
た
製
品
の

こ
と
を
言
う
。
多
く
の
場
合
、
繊
維
を
織
っ

て
作
っ
た
布
状
の
材
料
を
型
に
張
り
込
み
、

そ
こ
へ
液
状
の
樹
脂
を
流
し
込
ん
で
ロ
ー
ラ

ー
や
刷
毛
を
使
っ
て
繊
維
に
染
み
こ
ま
せ

（
含
浸
さ
せ
）
た
後
、
樹
脂
を
硬
化
さ
せ
て

作
ら
れ
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
中
に
繊
維
が

芯
の
よ
う
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
当
初
Ｆ

Ｒ
Ｐ
の
強
化
材
に
は
溶
か
し
た
ガ
ラ
ス
で
作

っ
た
ガ
ラ
ス
繊
維
（
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
）

が
用
い
ら
れ
、
分
類
上
は
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
Ｇ
ｌ

ａ
ｓ
ｓ 

Ｆ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｃ

ｅ
ｄ  

Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
）
と
呼
ば
れ
た
。 

　
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
、
型
に
合
わ
せ
て
曲
面
を
一

体
で
成
形
す
る
こ
と
が
容
易
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
ま
で
木
製
だ
っ
た
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト
や
風

呂
桶
の
製
造
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
自
動
車
レ
ー
ス
界
で
は
金
属
に
代
わ

る
軽
量
材
料
と
し
て
主
に
ボ
デ
ィ
パ
ネ
ル
に

用
い
ら
れ
て
普
及
し
た
。 

ドライカーボン製法で欠かすことができないオートクレ
ーブは、まるで巨大な圧力容器のような構造。この中で
高温のもとプリプレグが硬化していく。東レカーボンマ
ジックには内径や奥行きが異なる複数のタイプが備わる。

K.Masuda
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一
方
、
日
本
で
発
明
さ
れ
た
の
は
有
機
化

合
物
で
作
っ
た
ア
ク
リ
ル
繊
維
を
焼
い
て
制

作
す
る
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
だ
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
は
レ
ー
ヨ
ン
系
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー

よ
り
も
強
度
や
弾
性
の
面
で
優
れ
た
特
性
を

示
し
た
。 

　
こ
の
発
明
を
受
け
て
日
本
で
は
一
部
企
業

が
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の
製
品
化
に
着
手

し
た
が
、
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
も
戦
後
の
日
本
国
内
に
は
用
途
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
レ
ー
ヨ
ン
系
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
開
発
に
躍
起
だ
っ
た
欧
米
で
は
軍

事
航
空
宇
宙
分
野
で
の
用
途
が
追
求
さ
れ
て

い
た
が
、
敗
戦
国
で
あ
る
日
本
で
は
同
様
の

産
業
は
壊
滅
し
て
い
た
。
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
カ
ー
ボ

ン
フ
ァ
イ
バ
ー
は
当
初
日
本
で
は
、
継
続
的

に
数
量
が
出
る
用
途
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　
一
方
欧
米
で
は
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の

研
究
が
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
。
特
に
イ
ギ

リ
ス
で
は
国
策
と
し
て
英
国
王
立
航
空
研
究

所
（
Ｒ
Ａ
Ｅ
）
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ

て
炭
素
繊
維
研
究
が
進
ん
だ
。
こ
の
と
き
、

Ｒ
Ａ
Ｅ
と
と
も
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の

研
究
を
進
め
た
企
業
の
ひ
と
つ
が
コ
ー
ト
ー

ル
ズ
社
、
後
に
ロ
ー
タ
ス
Ｆ
１
チ
ー
ム
の
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
る
と
と
も
に
、
一
連
の
ロ
ー

タ
ス
Ｆ
１
用
カ
ー
ボ
ン
モ
ノ
コ
ッ
ク
開
発
に

深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
繊
維
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
。
こ
の
と
き
研
究
が
進
ん
だ
の
は
、
Ｐ

Ａ
Ｎ
系
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
を
金
属
に
替

わ
る
材
料
と
し
て
用
い
る
た
め
の
〝
高
性
能

化
〞
で
あ
っ
た
。 

　
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の
生
ま

れ
故
郷
で
あ
る
日
本
で
は
東
レ
な
ど
の
繊
維

メ
ー
カ
ー
が
開
発
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、

モータースポーツから広がる
カーボンの可能性
軽量化が性能に占める割合が大きい点でモータースポーツ
と、航空宇宙産業には共通点がある。実際にスペースウォ
ーカーや東海大学のソーラープレーンなど先進的な開発で
もカーボンファイバーは多用され、近年ではUAMやUASと
いった “空飛ぶクルマ” もこれにあたる。成形技術の進化
によって複雑な形状も制作可能となったことで、空力開発
の領域も拡大。またカーボン素材の特徴のひとつである鉄
にも勝る剛性は強い弾性をもたらし、パラリンピックに向
け開発された陸上競技用の義足にも応用された。

自動車

産業

日用品医療／福祉

T.Ogasawara

T.Ogasawara

T.Ogasawara
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「
民
生
用
と
し
て
何
に
使
え
る
か
、
ど
の
よ

う
に
し
て
製
品
と
す
る
の
か
、
商
品
と
な
る

の
か
、
そ
の
時
点
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
多
か
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
が
、
東
レ

は
実
用
化
を
目
指
し
、
長
い
年
月
を
か
け
研

究
開
発
を
続
け
た
よ
う
で
す
」
と
奥
社
長
は

言
う
。

　
そ
の
研
究
の
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が
、
カ

ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の
高
性
能
化
に
適
し
た

性
質
を
持
つ
新
し
い
ア
ク
リ
ル
繊
維
だ
っ
た
。

東
レ
が
開
発
し
た
ア
ク
リ
ル
繊
維
に
目
を
つ

け
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
で
軍
事
航
空
宇
宙
産

業
向
け
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
開
発
を
進

め
て
い
た
ユ
ニ
オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
社
（
Ｕ
Ｃ

「
事
業
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
を
販

売
し
た
段
階
で
は
用
途
が
見
つ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
単
に
機
械
的
な
特
性

が
鉄
に
も
勝
る
糸
が
で
き
た
け
れ
ど
、
糸
の

ま
ま
で
は
用
途
は
な
く
、
何
か
に
使
え
る
の

で
は
な
い
か
と
、
次
の
段
階
の
開
発
が
始
ま

る
わ
け
で
す
」 

　
東
レ
が
ま
ず
働
き
か
け
た
の
は
、
棒
や
パ

イ
プ
の
よ
う
な
単
純
な
形
状
に
し
て
応
用
で

き
る
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
や
釣
り
竿
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
用
ツ
ー
ル
を
生
産
販
売
す
る

メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。
製
品
は
、
従
来
の
グ
ラ

ス
フ
ァ
イ
バ
ー
と
同
様
に
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ

イ
バ
ー
の
シ
ー
ト
を
型
に
押
し
つ
け
た
上
で

樹
脂
を
塗
り
、
硬
化
さ
せ
る
成
形
法
で
作
ら

れ
た
。 

　
用
途
を
開
拓
す
る
過
程
で
東
レ
の
担
当
者

は
国
内
レ
ー
ス
界
へ
の
提
案
も
行
な
っ
て
い

る
。
73
年
、
富
士
グ
ラ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
レ

ー
ス
用
に
鈴
木
板
金
は
２
座
席
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
、
ベ
ル
コ
Ｒ
39
Ｂ
（
72
Ｅ
）
を
開
発
し
た
。

Ｃ
）
で
あ
る
。
東
レ
は
Ｕ
Ｃ
Ｃ
と
技
術
提
携

の
う
え
、
自
ら
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
メ
ー

カ
ー
と
し
て
生
産
体
制
を
整
え
、
71
年
８
月
、

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
製
品
「
ト
レ
カ
」
の

発
売
を
発
表
し
た
。
今
や
世
界
一
の
シ
ェ
ア

を
誇
る
東
レ
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業

は
こ
の
と
き
本
格
的
に
進
み
始
め
た
。 

「
炭
素
繊
維
の
普
及
に
は
、
優
れ
た
材
料
の

性
能
や
特
徴
を
活
か
せ
る
用
途
の
探
索
と
、

製
品
化
に
向
け
て
は
設
計
や
製
法
の
開
発
も

必
要
と
考
え
た
は
ず
で
す
」 

 「
グ
ラ
チ
ャ
ン
」
と
「
サ
ニ
ー
」

　
こ
う
し
て
東
レ
は
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー

製
品
の
最
先
端
を
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
製

品
は
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
航
空
宇
宙

産
業
の
な
か
で
使
わ
れ
た
。 

　
東
レ
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
担
当
者
は

独
自
に
用
途
を
開
拓
し
製
品
を
普
及
さ
せ
よ

う
と
、
国
内
の
各
方
面
に
ト
レ
カ
の
売
り
込

み
を
行
な
っ
て
い
る
。 

国策として研究が進んだ欧州。日本では
何とも分からぬ開発に皆が模索した

CFRPは多種多様な種類があり、近年GT500マシ
ンの外装などで軽量化を求められる部品には市松
模様のような薄い素材が採用されている。一方、シ
ューボックスや、大きな入力が加わるリヤウイン
グ、安全性能確保を担うモノコックなどは異なる
糸種、繊維の向き、厚みなど見た目では分からな
い構成で性能を満たすよう設計されている。

CFRPの特性

K.Masuda

T.Moriyama

K.Masuda

提供：東海大学

©SkyDrive

提供：インターステラテクノロジズ株式会社
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る
提
案
を
行
な
い
、
開
発
は
難
航
し
た
も
の

の
最
終
的
に
は
Ａ
12
の
高
回
転
化
に
貢
献
し

て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。 

 〝
カ
ー
ボ
ン
〞は
複
合
材
で
あ
る

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ー
ス
界
で
も
、
ア
ル
ミ

モ
ノ
コ
ッ
ク
を
補
強
す
る
た
め
に
、
シ
ー
ト

あ
る
い
は
板
を
張
る
な
ど
と
い
っ
た
使
わ
れ

方
で
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
は
徐
々
に
普
及

し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
の
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
は
従
来
の
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
同
様
、
型
や

こ
の
と
き
ボ
デ
ィ
パ
ネ
ル
の
基
本
は
従
来
ど

お
り
Ｇ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
作
ら
れ
て
い
た
が
、
グ
ラ

ス
フ
ァ
イ
バ
ー
シ
ー
ト
と
と
も
に
約
５
㎝
幅

の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
テ
ー
プ
が
15
㎝
〜

20
㎝
間
隔
で
桁
の
よ
う
に
張
り
込
ま
れ
、
補

強
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
テ
ー
プ
は
、た
し
か
に
東
レ
が「
ト

レ
カ
」
の
製
品
名
で
鈴
木
板
金
へ
持
ち
込
ん

だ
も
の
だ
っ
た
と
、
当
時
を
知
る
人
物
は
証

言
す
る
。 

　
こ
の
と
き
、
完
全
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ

部
材
に
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の
シ
ー
ト
を

押
し
つ
け
樹
脂
を
塗
り
込
む
こ
と
で
使
わ
れ

て
い
た
。
い
わ
ゆ
る〝
ウ
エ
ッ
ト
カ
ー
ボ
ン
〞

製
法
で
あ
る
。

　
実
は
こ
う
し
た
従
来
同
様
の
製
法
、
す
な

わ
ち
ウ
エ
ッ
ト
カ
ー
ボ
ン
製
法
で
は
本
来
の

特
性
を
引
き
出
し
き
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。「
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
と
樹
脂
を
ミ

ク
ロ
的
に
密
着
さ
せ
る
の
は
難
し
い
ん
で
す
。

繊
維
と
樹
脂
が
完
全
に
密
着
し
て
こ
そ
強
度

が
出
る
の
で
す
が
、
樹
脂
を
塗
っ
た
だ
け
だ

ー
を
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
と
置
き
換
え
た
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
Ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ 

Ｆ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｒ

ｅ
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
ｄ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

ｓ
）
に
な
り
き
ら
な
か
っ
た
の
は
、
カ
ー
ボ

ン
フ
ァ
イ
バ
ー
が
極
め
て
高
価
で
あ
っ
た
ば

か
り
で
は
な
く
、
生
産
量
も
ご
く
限
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。 

　
ま
た
同
じ
こ
ろ
に
は
や
は
り
東
レ
の
担
当

者
が
エ
ン
ジ
ン
チ
ュ
ー
ナ
ー
で
あ
る
東
名
自

動
車
に
接
触
し
、
Ａ
12
型
エ
ン
ジ
ン
の
プ
ッ

シ
ュ
ロ
ッ
ド
を
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
で
作

GT500用の共通モノコックや現行FIA F4を手
がける知見は、モノコック構造を持つispace
の月着陸船の筐体の軽量化や剛性確保に貢献。
またパリ五輪用の競技自転車の独特な形状は、
風洞実験に基づき空気抵抗を削減する設計。

20tの衝撃にも耐え得る第２世代FIA F4

空力の領域に踏み込んだパリ五輪バイク

CFRP技術で作られた
モノコック構造の月着陸船

TCM

K.Masuda

©ispace
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ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
製
品
は
次
の
段
階
へ
進

化
を
果
た
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
プ
リ
プ
レ
グ
は

型
に
押
し
つ
け
た
後
、
真
空
バ
ッ
グ
で
覆
い

空
気
を
抜
い
て
圧
力
を
か
け
な
が
ら
オ
ー
ト

ク
レ
ー
ブ
で
加
熱
し
て
硬
化
さ
せ
る
材
料
で

あ
る
。
炭
素
繊
維
は
サ
イ
ジ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
繊
維
自
体
を
改
質
し
て
樹
脂
と
な
じ
み
や

す
く
す
る
処
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
温
度
と

圧
力
を
か
け
る
こ
と
で
樹
脂
と
炭
素
繊
維
が

密
着
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
本
来
の
強
度
を
発
揮
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
温
度
と
圧
力
を
厳
密

に
管
理
す
る
こ
と
で
製
品
の
品
質
を
一
定
に

保
つ
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
ド
ラ
イ
カ
ー
ボ
ン（
プ

と
繊
維
の
表
面
や
隙
間
に
微
小
な
空
気
が
入

り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
」。

　
そ
こ
で
作
り
出
さ
れ
た
の
が
あ
ら
か
じ
め

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
の
布
に
樹
脂
を
含
浸

さ
せ
た
シ
ー
ト
、
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ボ
ン
プ
リ

プ
レ
グ
で
あ
る
。

「
東
レ
は
元
々
繊
維
メ
ー
カ
ー
で
す
か
ら
、

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
製
品
を
生
産
す
る
一

方
で
、
そ
の
原
料
と
な
る
ア
ク
リ
ル
繊
維
か

リ
プ
レ
グ
）
製
法
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
や
ボ
ー
イ

ン
グ
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
航
空
宇
宙
技
術
か

ら
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
奥

氏
は
語
る
。
ド
ラ
イ
カ
ー
ボ
ン
（
プ
リ
プ
レ

グ
）
製
法
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
補
強
材
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

は
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な
応
力
を
受
け
持
つ

構
造
部
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
レ
ー
ス
界
で
は
、
81
年
に
マ
ク
ラ
ー
レ

ン
と
ロ
ー
タ
ス
が
炭
素
繊
維
の
み
で
出
来
た

モ
ノ
コ
ッ
ク
を
実
戦
に
投
入
し
、
レ
ー
シ
ン

グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
歴
史
に
「
カ
ー
ボ
ン
フ

ァ
イ
バ
ー
時
代
」
が
一
気
に
到
来
す
る
の
で

あ
る
。

ら
よ
り
安
定
し
た
強
度
を
出
す
よ
う
な
開
発

も
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
を
複
合
材
と
し
て
樹

脂
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
用
途
が
広
が
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
、
使
い
や
す
い
材
料

と
し
て
プ
リ
プ
レ
グ
が
で
き
ま
し
た
。
東
レ

の
得
意
分
野
の
な
か
に
樹
脂
を
含
む
ケ
ミ
カ

ル
も
あ
っ
た
の
で
組
み
合
わ
せ
た
わ
け
で
す
」

　
カ
ー
ボ
ン
プ
リ
プ
レ
グ
の
登
場
に
よ
り
カ

補
強
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
ド
ラ
イ
カ
ー
ボ
ン
製
法
の

確
立
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な

応
力
を
受
け
持
つ
存
在
と
な
っ
た

K.Masuda
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中嶋悟とEPSONの
果てなき挑戦

時には国内で、そして時にはワールドワイドに
ドライバーとスポンサーとしての関係だけではなく

各々の立場で挑みパートナーシップを築いた40年強
近年はそれぞれの強みを活かし、レースのみならず
ファンに笑顔をもたらす取り組みを実施している

Text ◉ auto sport　Photo ◉ 石橋道尚（Michinao Ishibashi）／小笠原貴士（Takashi Ogasawara）／EPSON／NAKAJIMA PLANNING／SAN-EI

３
年
に
全
日
本
Ｆ
２
選
手
権
を
戦
う
中
嶋

〝
選
手
〞
の
所
属
チ
ー
ム
を
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
が

ス
ポ
ン
サ
ー
ド
。
以
降
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
中
嶋
は
全
日

本
Ｆ
２
を
３
連
覇
す
る
と
、
87
年
、
日
本
人

と
し
て
初
と
な
る
フ
ル
タ
イ
ム
参
戦
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
Ｆ
１
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
。

こ
こ
で
も
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ポ

ン
サ
ー
を
務
め
る
と
、
翌
年
以
降
は
ロ
ー
タ

ス
や
テ
ィ
レ
ル
と
い
っ
た
中
嶋
が
所
属
す
る

チ
ー
ム
を
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

な
ど
の
機
器
も
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
中
嶋
が
引
退
し
、
監
督
と
し
て
手
腕
を
振

る
う
こ
と
と
な
る
国
内
レ
ー
ス
に
お
い
て
も

そ
の
関
係
性
は
継
続
し
、
な
か
で
も
ス
ー
パ

ー
Ｇ
Ｔ
で
は
04
年
か
ら
18
年
ま
で
、
15
年
間

に
わ
た
っ
て
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
が
チ
ー
ム
の
メ
イ

ン
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
た
。

「
自
分
が
Ｆ
１
に
行
っ
た
こ
ろ
は
、
日
本
の

各
企
業
が
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
や
っ
て
い
こ

う
と
動
き
出
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
も
も

と
も
と
世
界
に
打
っ
て
出
て
は
い
た
け
ど
、

Ｆ
１
で
戦
う
自
分
と
、
気
持
ち
と
し
て
は
近

い
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
Ｆ
１
の
世

界
で
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ま
す
ま
す
重
要

な
意
味
を
持
つ
時
代
に
も
な
っ
て
い
た
よ
ね
」

　
ナ
カ
ジ
マ
レ
ー
シ
ン
グ
と
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
04
年
に
誕
生

し
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
も
、
今
年
で
20
年

目
を
迎
え
る
。
当
初
は
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
て
、
家
庭
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
ー
の
普
及
も
目
的
と
さ
れ
た
が
、
今
や
大

人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
り
、
フ
ァ
ン
が
毎
年
、

新
作
の
登
場
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
状
況
だ
。

Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
内
に
あ
る
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
ペ
ー
ジ

は
、
月
間
平
均
で
約
１
万
Ｐ
Ｖ
も
の
ア
ク
セ

ス
数
を
得
て
い
る
。

　
中
嶋
監
督
も
、
そ
の
出
来
に
は
毎
年
驚
か

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
の
制
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
は
な
い

ん
だ
け
ど
、
毎
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
精
密
に
再
現
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
細
部
に

至
る
こ
だ
わ
り
が
す
ご
い
。
自
分
も
小
さ
い

こ
ろ
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
は
ひ
と
と
お
り
経

験
し
て
い
て
、
ロ
ー
タ
ス
や
ホ
ン
ダ
の
初
期

の
Ｆ
１
マ
シ
ン
な
ど
は
作
り
ま
し
た
。
で
も

い
ま
は
サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
仕
事
が
本
業
だ
か

ら
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
出
来
上
が
っ
た

も
の
を
見
る
ほ
う
が
い
い
か
な
（
笑
）」。

　
中
嶋
監
督
が
語
る
と
お
り
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
は
20
年
に
わ
た
り
そ
の
年
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
精
密
に
再
現
し
続
け
、
車

1987年、日本人とし
て初のF1フルタイム
参戦ドライバーとな
った中嶋をEPSON
はパーソナルスポン
サード。翌年以降、チ
ームもサポート。

　
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
待
ち
に
待
っ
た
２
０

２
４
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
、
つ
い
に
完
成
す
る
。

ナ
カ
ジ
マ
レ
ー
シ
ン
グ
の
フ
ァ
ン
、
そ
し
て

ホ
ン
ダ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
年
に
一
度
の
お
楽

し
み
、
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
が
提
供
す
る
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
９
月
25
日

に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。

今
年
は
ホ
ン
ダ
の
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
用
Ｇ
Ｔ
５

０
０
マ
シ
ン
が
シ
ビ
ッ
ク
・
タ
イ
プ
Ｒ
に
変

更
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
も
シ
ビ
ッ
ク
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
。
ま
ず
は
、

モ
デ
ュ
ー
ロ 

シ
ビ
ッ
ク
・
タ
イ
プ
Ｒ
‐
Ｇ

Ｔ
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

40
年
に
わ
た
る
密
な
る
関
係

　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
制
作
の
経
緯
は
、

遡
る
と
中
嶋
悟
監
督
と
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
と
の
関

係
性
の
ス
タ
ー
ト
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
１
９
８

冒険
紡いだ絆と、

く続
M.Ishibashi

SAN-EI
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 「毎年、精密に再現されてますよね
細部に至るこだわりがすごい」

2024年バージョンがついに完成。マシンがNSX-GTからシビッ
ク・タイプR-GTへと変わったため、制作においても大掛かりな
変更を強いられたが、細部の作りは相変わらずのクオリティと
なる。9月25日からデータのダウンロードが可能となっている。

1中嶋とEPSONの関係は1983年の
全日本F2から始まる。所属したハラ
ダレーシングをEPSONがスポンサー
ド。チームを移籍した中嶋を翌年以
降も支え、これに応えるかたちで中
嶋も全日本F2を84～86年と３連覇
している。287年の中嶋のF1参戦時
もサポート。88年からは所属チーム
であるロータス、そして移籍後のテ
ィレルのスポンサーも務めた。3中
嶋の引退後はチームを支援。スーパ
ーGTでは15年の長きにわたってメイ
ンスポンサーを務めている。4スー
パーGT、スーパーフォーミュラとも
に、いまもNAKAJIMA RACINGのマ
シンには引き続き「EPSON」の文字
が配される。

ペーパークラフトとはいえその仕上がりの細かさを見てしま
うと、特に初心者は「これ、自分で作れる？」とおよび腰に
なってしまうもの。しかし、EPSONのオフィシャルサイトに
は、特設ページ「ペーパークラフトの作り方講座」が用意さ
れていて、しかもその講師が作者の篠崎均氏であるので安心
して取り組むことができる。「準備」「切る」「折る」「組む」
のステップごとに解説されているので、初めての挑戦でもき
れいに仕上げるためのコツをつかむことが可能だ。

タイプRのペーパークラフト、ついに完成

F2から国際F3000、F1、S-GTにいたるまで

エプソンホームページ  https://www.epson.jp

特設ページ内には篠崎均氏の制作法詳細が掲載

種
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
も
累
計
で
約
１
５
０
種
に

お
よ
ん
で
い
る
。
ジ
オ
ラ
マ
風
に
展
開
で
き

る
よ
う
、
過
去
に
は
ピ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
る

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
パ
ー
ツ
類
は
も
ち
ろ
ん
、

サ
イ
ン
マ
ン
ズ
テ
ン
ト
や
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
な
ど
も
用
意
。
08
年
に
は
、
中
嶋
監
督

が
「
長
野
の
事
業
所
に
訪
問
し
た
際
に
実
物

を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
言
う
１
／
１
サ

イ
ズ
の
原
寸
大
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
も
実
現

さ
せ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
こ
の
原
稿
を
読
ん
で
初
め
て
ペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
存
在
を
知
っ
た
方
は
、

過
去
の
作
品
も
含
め
「
こ
ん
な
に
も
種
類
が

豊
富
な
の
!?
」
と
宝
物
を
発
見
し
た
よ
う
な

気
分
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
礎
と
な
っ
た
ナ
カ
ジ

マ
レ
ー
シ
ン
グ
×
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
ま
ず
は
64

号
車
の
最
新
作
か
ら
制
作
に
取
り
掛
か
っ
て

も
ら
い
た
い
。

1953年２月23日、愛知県生まれ。73
年レースデビュー。全日本F2で５回
のチャンピオンを獲得（84～86年は
３連覇）し、87年に日本人初のフル
タイム参戦ドライバーとしてF1デビ
ュー。ロータス、ティレルに所属し
て、最高位は４位。91年の引退後は
NAKAJIMA RACINGを率いスーパー
GT、スーパーフォーミュラに参戦する。
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NAKAJIMA PLANNING

出会いは1983年の
全日本レース
そして、戦いの舞台は世界に
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週刊『SUBARU BRZ GT300』が創刊
2021年チャンピオンマシンが1/8ハイクオリティモデルとして蘇る

DeAgostini JAPAN
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ドライバーふたりに全長約57㎝にもなるプロトモデルを実際に見てもらうことはかなわなか
ったが、オンラインでの説明でもその迫力と緻密さは充分に伝わった。完成には約２年かか
るが、ともに「毎週楽しめますが、１週１週が待ち遠しくて仕方ないでしょうね」と笑う。

「
こ
れ
は
す
ご
い
！　
ヤ
バ
く
な
い
で
す
か
」

　
実
車
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

モ
デ
ル
カ
ー
だ
ろ
う
が
、
作
り
手
に
愛
が
な

け
れ
ば
、
決
し
て
い
い
も
の
は
生
ま
れ
な
い
。

そ
の
こ
と
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ふ
た
り
の
言
葉

か
ら
は
っ
き
り
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

〝
実
車
〞
と
は
、
２
０
２
１
年
の
ス
ー
パ
ー

Ｇ
Ｔ
で
Ｇ
Ｔ
３
０
０
ク
ラ
ス
を
制
し
た
「
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

Ｂ
Ｒ
Ｚ 

Ｇ
Ｔ
３
０
０
」
の
こ

と
で
、〝
モ
デ
ル
カ
ー
〞
は
９
月
24
日
に
発

売
と
な
る
「
週
刊
『
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

Ｂ
Ｒ

Ｚ  

Ｇ
Ｔ
３
０
０
』」
を
指
す
。
コ
メ
ン
ト

Text ◉ auto sport　Photo ◉ DeAgostini JAPAN／SAN-EI

を
発
し
た
の
は
Ｂ
Ｒ
Ｚ
と
と
も
に
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
し
た
井
口
卓
人
と
山
内
英
輝
の
両
選

手
だ
。

 「
実
車
以
上
に
実
車
か
も
」

　
ふ
た
り
に
は
ス
ー
パ
ー
G
T
第
５
戦
鈴
鹿

の
際
に
、
実
車
の
１
／
８
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル

を
見
て
も
ら
っ
た
上
で
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る

予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
に
よ
る
レ
ー
ス
延
期

を
受
け
て
、
急
き
ょ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
を
聞

く
こ
と
と
な
っ
た
。
細
部
の
作
り
込
み
を
直

接
目
に
し
て
も
ら
う
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ

た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
映
像
か
ら
で
も
そ
の
完

成
度
の
高
さ
は
伝
わ
っ
た
よ
う
だ
。

「
組
み
立
て
る
と
大
き
な
モ
デ
ル
カ
ー
に
な

デアゴスティーニ・ジャパンのマガジンシリーズに
SUBARU BRZ GT300がラインアップとして加わった
大型モデルだからこそ明らかとなる各部の精巧さに
操っていた本人、井口選手も山内選手も驚嘆
スバリストはもちろん、スーパーGTファンたちも

１週間後が待ち遠しくなる日々が続くこととなりそうだ
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12 スポンサーロゴの再現やボンネットのルーバー、カナード類やサイド
ステップの造形など空力パーツも実車同様の仕上がり。サイドウインドウ
の小窓もスライドして開閉する!!　3ルーフのレスキューハッチを外せば、
車内の詳細を覗き込むことができる。4識別灯も装備。「TI」「HY」の点灯
も可能だ。5ステアリング型リモコンのボタンを押すことでライト類も点
灯。パッシングやウインカー、FCYやピットイン時のエンジン音の演出も。

2024年９月24日（火）創刊／全120号
創刊号特別価格：490円（税込）
２号目以降通常価格：1999円（税込）
株式会社デアゴスティーニ・ジャパン 
 https://deagostini.jp

速いマシンは美しい。BRZの機能美を車両内外で徹底再現

コクピットはスイッチ類まで再現
ステアリングリモコンに光と音が連動

週刊『SUBARU BRZ GT300』

る
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
外
観
の
作
り

込
み
が
す
ご
い
だ
け
の
も
の
だ
と
思
っ
て
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
と
は
…
…
」
と
は
山
内
。

普
段
か
ら
モ
デ
ル
カ
ー
の
収
集
を
す
る
な
ど
、

デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
さ
を
知

っ
て
い
た
井
口
は
「
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た

当
初
、
担
当
の
方
に
お
会
い
し
て
話
を
聞
い

た
と
き
か
ら
興
奮
し
て
ま
し
た
。
す
ご
い
！　

以
外
の
表
現
が
見
つ
か
ら
な
い
で
す
ね
」
と

語
る
。

　
ふ
た
り
を
驚
か
せ
た
要
因
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
作
り
手
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
外
装
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ン

ジ
ン
や
足
ま
わ
り
の
構
成
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
内

の
造
形
に
い
た
る
ま
で
21
年
を
戦
っ
た
Ｂ
Ｒ

Ｚ 

Ｇ
Ｔ
３
０
０
さ
な
が
ら
の
作
り
込
み
が

な
さ
れ
、
井
口
か
ら
は
「
実
車
以
上
に
実
車

か
も
」
と
い
う
、
矛
盾
を
含
ん
だ
言
葉
す
ら

聞
か
れ
た
ほ
ど
だ
。

「
結
果
は
記
録
と
し
て
は
残
り
ま
す
が
、
モ

ノ
と
し
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
以
外
あ
ま
り
な
く
、

風
化
し
か
ね
な
い
で
す
よ
ね
。
で
も
こ
う
し

て
モ
デ
ル
カ
ー
が
あ
る
こ
と
で
ず
っ
と
皆
さ

ん
の
記
憶
に
残
り
ま
す
」
と
井
口
が
言
え
ば
、

山
内
も
「
我
々
が
情
熱
を
も
っ
て
作
り
上
げ

た
思
い
入
れ
の
強
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
マ
シ
ン

が
、
こ
う
し
て
形
に
な
る
の
は
う
れ
し
い
で

す
。
仲
間
の
方
た
ち
に
こ
れ
が
届
い
て
、
一

緒
に
盛
り
上
が
れ
る
の
も
い
い
で
す
よ
ね
」と
、

モ
デ
ル
カ
ー
を
通
じ
た
フ
ァ
ン
と
の
楽
し
み

の
共
有
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。

「
１
／
８
サ
イ
ズ
で
再
現
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

す
べ
て
入
れ
込
ん
で
い
ま
す
」。
デ
ア
ゴ
ス

テ
ィ
ー
ニ
の
担
当
者
の
熱
い
思
い
の
こ
も
っ

た
言
葉
の
意
味
を
実
感
で
き
る
日
々
が
、
つ

い
に
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

2 1

3

5
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第５戦 モビリティリゾートもてぎ 8月24-25日
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顔
な
き
ポ
デ
ィ
ウ
ム
。
ス
ー
パ
ー
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
（
Ｓ
Ｆ
）
第
５
戦
も
て

ぎ
は
、
最
終
章
で
主
役
の
ひ
と
り
が
姿
を
消

す
悲
劇
的
な
結
末
で
幕
を
閉
じ
た
。
ウ
イ
ナ

ー
は
ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ア
ン
レ
ー
シ
ン
グ
の
牧

野
任
祐
。
太
田
格
之
進
と
の
熾
烈
な
戦
い
を

制
し
、
第
２
戦
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
で
の
初
勝
利

に
続
く
キ
ャ
リ
ア
２
勝
目
を
挙
げ
た
。
し
か

し
、
牧
野
の
表
情
に
最
後
ま
で
喜
び
は
見
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
困
惑
と
哀
情
が
錯
交
し
て
い

た
。「
今
日
は
格
之
進
の
レ
ー
ス
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
牧
野
。
そ
の
言
葉
に
は
、
つ

か
み
か
け
て
い
た
勝
利
を
失
っ
た
チ
ー
ム
メ

イ
ト
へ
の
、
最
大
限
の
敬
意
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
土
曜
日
の
予
選
を
席
巻
し
た
の
は
、
コ
ン

ド
ー
レ
ー
シ
ン
グ
の
山
下
健
太
だ
っ
た
。
Ｓ

Ｆ
２
回
目
の
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
獲
得
は
、

何
と
７
年
ぶ
り
。「
今
す
ぐ
家
に
帰
り
た
い
。

明
日
、
レ
ー
ス
が
な
く
て
も
い
い
で
す
」
と

山
下
。
笑
顔
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
喜
び
と

と
も
に
不
安
の
小
片
を
感
じ
て
い
た
か
ら
だ

ろ
う
か
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
オ
フ
の
テ
ス
ト
か

ら
ク
ル
マ
の
仕
上
り
が
良
く
、
思
い
ど
お
り

に
走
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。
そ
れ
が
つ
い
に
ひ
と
つ
結
実
し
た
の

れ
を
セ
カ
ン
ド
グ
リ
ッ
ド
か
ら
発
進
の
太
田

が
僅
差
で
追
う
。
そ
の
す
ぐ
後
方
に
は
、
予

選
５
番
手
か
ら
抜
群
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

を
決
め
た
牧
野
が
迫
る
。
ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ア

ン
の
２
台
は
仕
上
り
が
非
常
に
良
く
、
特
に

太
田
は
「
ク
ル
マ
は
最
高
で
す
」
と
大
き
な

自
信
を
持
っ
て
決
勝
に
臨
ん
で
い
た
。

　
実
際
、
太
田
の
ペ
ー
ス
は
非
常
に
良
く
、

有
利
な
ク
リ
ー
ン
エ
ア
で
走
行
す
る
山
下
に
、

１
秒
前
後
の
差
を
保
っ
た
ま
ま
周
回
を
重
ね

て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
時
点
で
太
田
と
チ
ー

ム
は
、
自
力
で
抜
き
去
る
ま
で
の
速
度
差
は

な
い
と
も
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
山
下
と

は
異
な
る
戦
略
で
勝
負
に
出
る
こ
と
を
、
太

田
自
身
が
決
め
た
。
ピ
ッ
ト
ウ
イ
ン
ド
ウ
が

開
い
た
10
周
目
、
山
下
が
ミ
ニ
マ
ム
で
入
ら

な
い
と
分
か
っ
た
瞬
間
、
ピ
ッ
ト
イ
ン
の
意

志
を
チ
ー
ム
に
伝
達
。
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
を

狙
う
戦
略
が
決
定
し
た
。

す
べ
て
を
賭
け
た〝
あ
の
１
周
〞

　
牧
野
に
も
ミ
ニ
マ
ム
で
入
る
選
択
肢
は
あ

っ
た
が
、
前
を
走
る
太
田
に
優
先
権
が
あ
っ

た
た
め
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
戦
略
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
太
田
が
ミ
ニ
マ
ム

で
入
っ
た
こ
と
で
、
山
下
と
同
じ
く
ス
テ
イ

ア
ウ
ト
を
選
択
し
周
回
を
重
ね
た
。

「
本
当
は
残
り
10
周
く
ら
い
ま
で
引
っ
張
り

た
か
っ
た
け
ど
、そ
う
す
る
と
ヤ
マ
ケ
ン（
山

下
）
の
前
に
出
ら
れ
ず
、
野
尻
（
智
紀
）
さ

ん
に
も
前
に
い
か
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

っ
た
。
ヤ
マ
ケ
ン
の
ペ
ー
ス
は
途
中
か
ら
落

ち
て
き
て
、
そ
れ
に
か
な
り
付
き
合
わ
さ
れ

た
感
じ
で
す
」
と
牧
野
。

「
そ
れ
で
も
ヤ
マ
ケ
ン
が
先
に
ピ
ッ
ト
に
入

り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ヤ
を
履
か
れ
た
ら
絶

笑

太
田

格
之
進

牧
野

任
祐

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
涙
す
る
フ
ァ
ン
の
姿
。
太
田
と
牧
野
が
見
せ
た

激
し
く
も
フ
ェ
ア
な
バ
ト
ル
は
観
客
の
目
を
釘
付
け
に
し
、
ま
た
そ
の
ぶ
ん

残
り
２
周
で
の
悲
劇
は
感
情
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
信
頼
関
係
が
生
ん
だ
名
バ
ト
ル

し
ば
ら
く
経
っ
た
こ
ろ
に
明
か
さ
れ
た
ふ
た
り
の
胸
の
内
と〝
悲
劇
〞の
真
相

笑顔なきクライマックスに浮かび上がった
残酷な“伏線回収”とダンディライアンのふたり

だ
が
、
決
勝
の
ペ
ー
ス
に
関
し
て
は
今
ひ
と

つ
自
信
を
持
ち
切
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　
激
し
い
雷
雨
の
夜
を
経
て
、
日
曜
日
の
決

勝
は
気
温
33
度
と
い
う
夏
日
の
な
か
ス
タ
ー

ト
。
山
下
は
上
々
の
ス
タ
ー
ト
を
決
め
、
そ

S.Tamura
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対
に
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
速
い
。
だ
か
ら
、
僕

と
し
て
は
絶
対
に
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
し
な
く

て
は
な
ら
ず
、
少
し
早
い
残
り
15
周
で
入
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ん
で
す
」

　
22
周
目
、
牧
野
は
ピ
ッ
ト
イ
ン
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
タ
イ
ヤ
で
の
ア
ウ
ト
ラ
ッ
プ
の
速
さ
は

牧
野
と
チ
ー
ム
が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
翌
周
ピ
ッ
ト
に
入
っ
た
山
下
の
ア
ン
ダ

ー
カ
ッ
ト
に
成
功
。
そ
の
後
、
２
番
手
ま
で

順
位
を
上
げ
る
と
、
牧
野
と
太
田
と
の
差
は

約
11
秒
。
タ
イ
ヤ
の
ラ
イ
フ
が
勝
る
牧
野
は

み
る
み
る
う
ち
に
差
を
縮
め
て
い
っ
た
。「
任

祐
が
タ
イ
ヤ
を
変
え
た
直
後
は
、
か
な
り
ペ

ー
ス
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
最
初

の
ス
テ
ィ
ン
ト
で
は
自
分
の
ほ
う
が
少
し
ペ

ー
ス
が
良
さ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
彼
の
タ
イ

ヤ
の
い
い
と
こ
ろ
が
終
わ
っ
た
時
に
、
し
っ

か
り
ペ
ー
ス
を
維
持
で
き
れ
ば
、
何
と
か
逃

げ
切
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
は

あ
り
ま
し
た
」
と
太
田
。

「
20
周
を
超
え
て
も
１
分
36
秒
台
と
か
で
走

れ
て
い
ま
し
た
し
、
１
〜
１
・
５
秒
差
が
縮

ま
る
周
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
途
中
か
ら
は
コ

ン
マ
４
秒
と
か
の
周
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
の

時
は
自
分
と
し
て
も
集
中
し
て
走
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
」

　
傍
目
に
は
牧
野
に
分
が
あ
る
よ
う
に
見
え

た
が
、
激
し
い
追
い
上
げ
を
続
け
て
き
た
牧

野
の
タ
イ
ヤ
も
、
実
は
か
な
り
終
わ
り
に
近

づ
い
て
い
た
。
34
周
目
、
両
者
の
差
は
つ
い

に
コ
ン
マ
４
秒
ま
で
縮
ま
り
、
ま
る
で
レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
ト
の
バ
ト
ル
の
よ
う
な
接
近
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
ワ
ン
・
ツ
ー
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
も
狙
え
る

状
況
に
、
チ
ー
ム
か
ら
は
「
ク
リ
ー
ン
フ
ァ

イ
ト
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
無
線
が
双

方
に
飛
ん
だ
。
し
か
し
、
牧
野
は
「
特
に
気

に
す
る
こ
と
な
く
、
何
も
考
え
て
い
な
か
っ

た
。
た
だ
お
互
い
普
通
に
バ
チ
バ
チ
で
や
っ

て
い
て
、
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
と
か

は
１
ミ
リ
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

告
白
す
る
。「
残
り
３
周
、
僕
の
タ
イ
ヤ
も

落
ち
て
き
て
い
た
の
で
、
余
力
的
に
も
あ
の

１
周
し
か
な
い
と
思
い
、
ホ
ー
ム
ス
ト
レ
ー

ト
で
Ｏ
Ｔ
Ｓ（
オ
ー
バ
ー
テ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
）

を
押
し
、
そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
１
周
し
ま
し
た
。

ヘ
ア
ピ
ン
で
け
っ
こ
う
無
理
や
り
い
っ
た
し
、

あ
い
つ
は
あ
い
つ
で
90
度
で
は
無
理
や
り
だ

っ
た
。
僕
も
反
対
の
立
場
だ
っ
た
ら
同
じ
よ

う
に
や
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
」。

　
接
触
ギ
リ
ギ
リ
の
バ
ト
ル
は
、
こ
れ
ぞ
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
戦
い
！　
と
快
哉
を
叫
び
た

く
な
る
ほ
ど
刺
激
的
で
あ
り
、
両
者
の
関
係

次
第
で
は
レ
ー
ス
後
に
険
悪
な
ム
ー
ド
に
も

な
り
か
ね
な
い
ほ
ど
激
し
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
最
後
の
一
線
は
越
え
ず
、
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
ほ
ぼ

使
い
切
っ
た
牧
野
の
猛
攻
を
抑
え
切
っ
た
太

田
が
僅
差
で
勝
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
と
こ

ろ
が
36
周
目
、
太
田
は
90
度
コ
ー
ナ
ー
で
突

然
ス
ピ
ン
。
そ
れ
を
ぎ
り
ぎ
り
で
か
わ
し
た

牧
野
が
期
せ
ず
し
て
逆
転
で
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
正
々
堂
々
た
る
バ
ト
ル
の
末
に
た
ぐ
り
寄

せ
た
勝
利
。
そ
れ
で
も
牧
野
が
大
き
な
喜
び

を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
太
田
の
ス
ピ

ン
が
マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
も
の
だ
っ
た

か
ら
だ
。
ス
ロ
ッ
ト
ル
ペ
ダ
ル
裏
側
の
ダ
ン

パ
ー
が
破
損
し
、
コ
ー
ナ
ー
進
入
で
ペ
ダ
ル

を
離
し
て
も
減
速
が
で
き
な
い
状
態
と
な
り
、

そ
れ
が
ス
ピ
ン
を
引
き
起
こ
し
た
の
だ
。
純

然
た
る
メ
カ
ニ
カ
ル
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
り
、
太

田
に
一
切
の
非
は
な
い
。
ト
ラ
ブ
ル
さ
え
な

け
れ
ば
表
彰
台
の
最
上
段
に
立
っ
て
い
た
の

Text ◉ 古賀敬介（Keisuke Koga）
Photo ◉ 平田 勝（Masaru Hirata）／草皆茂則（Shigenori Kusakai）／田村 翔（Sho Tamura）
小笠原貴士（Takashi Ogasawara）／JRP／Dallara

残り２周の90度コーナー出口でマシントラブル
によりスピンを喫した太田はそのままリタイア。
レースを終え、「今日は格之進のレースだった」
と、激しく優勝を争った牧野は語った。

S.Kusakai
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は
太
田
で
あ
り
、
自
分
は
２
位
だ
っ
た
は
ず

だ
と
牧
野
は
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

非
運
の
太
田
に
同
情
す
る
気
持
ち
に
し
か
な

れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

帰
り
道
の
ク
ル
マ
の
中

「
も
ち
ろ
ん
、
深
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。
サ

ー
キ
ッ
ト
へ
の
行
き
帰
り
は
い
つ
も
任
祐
と

同
じ
ク
ル
マ
で
す
し
、
も
て
ぎ
の
後
も
一
緒

に
帰
り
ま
し
た
。
で
も
、
僕
を
励
ま
す
と
か
、

そ
う
い
う
雰
囲
気
で
は
な
く
て
『
あ
の
時
ど

う
だ
っ
た
』
と
か
、『
こ
こ
で
失
敗
し
た
ん

だ
よ
ね
』
な
ど
、
ふ
た
り
し
か
知
ら
な
い
レ

ー
ス
中
の
話
を
ク
ル
マ
の
中
で
フ
ラ
ン
ク
に

し
て
い
ま
し
た
ね
。
た
だ
、
高
速
道
路
の
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
食
事
を
し
た
時
は
『
今

日
は
オ
レ
が
出
す
よ
』
と
気
を
遣
っ
て
く
れ

ま
し
た
が
」
と
太
田
。

「
普
段
一
緒
に
行
動
し
な
い
相
手
だ
と
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
何
か
起
き
た
後
の

対
応
次
第
で
は
、
仲
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
僕
ら
は
２
年
間

一
緒
に
や
っ
て
き
て
、
相
手
が
い
い
時
も
、

そ
う
で
な
い
時
も
一
緒
に
移
動
し
、
食
事
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
う
ま
く

対
応
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
レ
ー
ス
後
、
数
日
は
つ
ら
い
気
持
ち
が
続

選手権は今季４度目の表彰台を獲得し
た野尻がトップを守り、牧野が２位に
浮上。５位に入った坪井がこれを追い
かける展開となった。第４戦で坪井が
圧勝した富士での次回大会２レースが
チャンピオン争いの鍵を握りそうだ。

2024年 SUPER FORMULA 第５戦 もてぎ 決勝結果 TOP10｠
Pos No Driver Team Engine Laps Time/Delay Best Grid

1 5 牧野任祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING HONDA 37 1:00'10"235 1'35"234 5

2 3 山下健太 KONDO RACING TOYOTA 37 1"603 1'35"284 PP

3 16 野尻智紀 TEAM MUGEN HONDA 37 4"261 1'35"976 4

4 64 山本尚貴 PONOS NAKAJIMA RACING HONDA 37 4"992 1'34"963 6

5 36 坪井翔 VANTELIN TEAM TOM’S TOYOTA 37 12"728 1'35"556 8

6 39 大湯都史樹 VERTEX PARTNERS CERUMO・INGING TOYOTA 37 18"322 1'35"151 3

7 15 岩佐歩夢 TEAM MUGEN HONDA 37 20"062 1'35"988 13

8 4 小高一斗 KONDO RACING TOYOTA 37 23"838 1'35"504 7

9 8 福住仁嶺 Kids com Team KCMG TOYOTA 37 24"622 1'35"591 10

10 65 佐藤蓮 PONOS NAKAJIMA RACING HONDA 37 27"471 1'35"732 9

　太田の勝利を阻んだスロットルが戻
らなくなる問題は、第３戦SUGOの
FP1でも起きていた。原因はスロット
ルペダル裏側にあるダンパーの破損で、
ペダル位置調整のためのロッドエンド
が折れたのだ。着座位置の関係で太田
のロッドエンドは長くなっているが、
昨年まで6000㎞の交換サイクルで問
題はまったくなかったという。今年に
入り破損が連続したのはダンパーの共
通化やイナーターの使用禁止によりシ
ャシーのＺ軸方向の振動が増え、共振
周波数が変わったからではないかとチ
ームは分析。すでにスロットル全開時
にブレーキの液圧が規定値以上になっ
た場合はエンジンを止めるなどの制御
が入っているが、次戦に向けてはロッ
ドエンドの材質も見直すという。

 「
悲
劇
」は

偶
然
だ
っ
た
の
か

ト
ラ
ブ
ル
を
招
い
た

〝
振
動
〞と〝
ポ
ジ
シ
ョ
ン
〞

Onboard Rd.5 Final Onboard Rd.3 FP1

SF23
Throttle Pedal Damper

M.
Hi
ra
ta

Dallara

JRP

JRP

JRP

JRP



い
た
と
い
う
太
田
だ
が
、
次
戦
に
向
け
て
す

で
に
気
持
ち
は
切
り
替
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
、

レ
ー
ス
の
映
像
も
最
初
は
見
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
次
の
大
会
に
向
け
て
使
え
る
部

分
は
な
い
か
と
、
今
は
何
度
も
見
返
し
て
い

ま
す
。
も
て
ぎ
で
は
、
チ
ー
ム
一
丸
で
力
強

い
レ
ー
ス
が
で
き
た
の
で
、
次
の
富
士
に
向

け
て
は
楽
し
み
で
す
し
、自
信
も
あ
り
ま
す
」

　
で
は
、
次
の
富
士
で
再
び
チ
ー
ム
メ
イ
ト

同
士
で
激
し
く
争
う
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

時
、
彼
ら
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の

開
幕
戦
で
も
そ
う
で
し
た
し
、
信
頼
関
係
の

も
と
に
バ
チ
バ
チ
の
バ
ト
ル
を
す
る
こ
と
が

僕
た
ち
は
好
き
な
の
で
、
引
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
太
田
が
言
え
ば
、
牧
野
も
「
特

に
何
も
変
わ
り
な
く
、
普
通
に
や
る
と
思
い

ま
す
よ
」
と
言
い
切
る
。
今
回
の
勝
利
に
よ

っ
て
、
牧
野
は
選
手
権
２
位
に
順
位
を
上
げ
、

首
位
の
野
尻
に
５
ポ
イ
ン
ト
差
と
迫
っ
た
。

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
こ
と
は
、
個
人

的
に
は
何
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
レ
ー
ス
の

結
果
に
対
し
、
勝
手
に
ポ
イ
ン
ト
が
つ
い
て

く
る
だ
け
な
の
で
。
た
だ
、
客
観
的
に
見
る

と
、
次
の
富
士
は
、
前
回
、
坪
井
（
翔
）
選

手
が
か
な
り
速
か
っ
た
の
で
、
彼
が
有
利
な

の
か
な
と
は
思
い
ま
す
」
と
牧
野
は
、
坪
井

を
特
に
マ
ー
ク
す
る
。

　
た
し
か
に
、
７
月
の
第
４
戦
富
士
で
は
、

予
選
４
番
手
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
坪
井
が
、

怒
濤
の
追
い
上
げ
で
勝
利
を
つ
か
ん
だ
。
決

勝
の
ペ
ー
ス
は
圧
巻
と
い
え
る
も
の
で
、
坪

井
本
人
も
富
士
に
向
け
て
は
大
き
な
自
信
を

持
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
気
温
次
第
で
は
勢

力
図
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ト

ム
ス
の
マ
シ
ン
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
メ

カ
ニ
カ
ル
グ
リ
ッ
プ
を
う
ま
く
引
き
出
し
て

走
っ
て
い
る
印
象
が
強
く
、
だ
か
ら
こ
そ
高

気
温
で
ダ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ス
が
得
に
く
い
状
況

で
も
速
か
っ
た
と
予
想
で
き
る
。
し
か
し
10

月
と
も
な
れ
ば
気
温
が
幾
分
か
は
下
が
り
、

エ
ア
ロ
重
視
の
チ
ー
ム
が
速
さ
を
取
り
戻
す

か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
坪
井
も
「
前
回
と

は
違
う
展
開
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」と
、

極
め
て
冷
静
に
状
況
を
見
て
い
る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
こ
こ
ま
で
２
勝
に
と
ど
ま
る

も
、
も
て
ぎ
も
含
め
３
位
を
２
回
獲
得
す
る

な
ど
、
安
定
感
抜
群
の
野
尻
も
王
座
復
帰
に

向
け
て
着
実
に
駒
を
進
め
て
い
る
。
も
て
ぎ

の
笑
顔
な
き
ポ
デ
ィ
ウ
ム
で
も
、
最
も
表
情

が
柔
ら
か
か
っ
た
の
は
野
尻
だ
っ
た
。
２
０

２
１
、
22
年
の
絶
対
王
者
で
あ
る
野
尻
と
チ

ー
ム
無
限
は
、
今
年
に
関
し
て
は
牧
野
と
ダ

ン
デ
ィ
ラ
イ
ア
ン
の
勢
い
に
や
や
押
さ
れ
気

味
。
サ
ー
ド
エ
レ
メ
ン
ト
が
ス
ラ
イ
ダ
ー
と

な
り
、
無
限
は
得
意
と
し
て
き
た
動
的
状
態

で
の
車
高
制
御
に
や
や
苦
労
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、
最
後
の
最
後
に
帳
尻
を
合
わ
せ
て

く
る
野
尻
と
一
瀬
俊
浩
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
や

は
り
依
然
強
力
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。
野

尻
は
「
そ
ろ
そ
ろ
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

を
重
視
し
た
戦
い
に
切
り
替
え
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
、
手
堅
く
戦
う
方
針
を
否

定
し
な
い
。
富
士
で
の
２
連
戦
で
は
、
無
限

ｖｓ
ダ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ア
ン
と
い
う
、
タ
イ
ト

ル
を
争
う
２
チ
ー
ム
の
戦
い
も
ま
た
、
非
常

に
興
味
深
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

５～６周目にはペースが厳しく、勝つには全然足りないと感じるレースだった
と決勝を振り返った山下。会見でも「ダンディライアンの２台からは３段階く
らい後ろにいる感じがした」とネガティブな心情を吐露した。一方、予選では
自身７年ぶりとなるポールポジションを獲得。長いトンネルを抜けつつあるこ
とは間違いないだろう。

 「相手がいい時も、悪い時も
一緒に移動し、食事をしてきた」
だからこそ太田の涙の結末にも
特別な言葉は必要なかった
T.Ogasawara
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ワ
ン
デ
ー
で
争
わ
れ
た
ス
ー
パ
ー
耐
久
第

４
戦
も
て
ぎ
は
、
朝
か
ら
気
温
が
大
き
く
上

昇
す
る
な
か
、
午
前
８
時
か
ら
行
な
わ
れ
た

公
式
予
選
で
は
、
Ｓ
Ｔ
‐
Ｘ
ク
ラ
ス
の
81
号

車
ダ
イ
シ
ン
Ｇ
Ｔ
‐
Ｒ 

Ｇ
Ｔ
３
が
第
３
戦

オ
ー
ト
ポ
リ
ス
に
次
ぐ
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
獲
得
。
２
番
手
に
は
第
３
戦
で
優
勝
し
た

33
号
車
ク
ラ
フ
ト
・
バ
ン
ブ
ー
・
レ
ー
シ
ン

グ
Ａ
Ｍ
Ｇ 

Ｇ
Ｔ
３
が
つ
け
た
。

　
わ
ず
か
２
時
間
半
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
迎

え
た
午
後
０
時
30
分
か
ら
の
決
勝
で
は
、
ポ

ー
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
81
号
車
ダ
イ
シ
ン

が
藤
波
清
斗
を
ス
タ
ー
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
据

え
、
序
盤
か
ら
大
き
く
リ
ー
ド
を
広
げ
て
い

く
と
、
第
２
ス
テ
ィ
ン
ト
を
Ａ
ド
ラ
イ
バ
ー

の
今
田
信
宏
が
ド
ラ
イ
ブ
。
周
囲
か
ら
そ
の

速
さ
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
今
田
だ
け
に
、

ラ
イ
バ
ル
を
寄
せ
付
け
ぬ
展
開
を
み
せ
た
。

　
た
だ
、
今
田
か
ら
第
３
ス
テ
ィ
ン
ト
を
担

当
し
た
坂
口
夏
月
に
交
代
す
る
際
に
、
盤
石

の
レ
ー
ス
を
展
開
し
て
い
た
81
号
車
ダ
イ
シ

ン
に
暗
雲
が
立
ち
こ
め
る
。
前
戦
も
ピ
ッ
ト

イ
ン
時
に
ス
タ
ー
タ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り

レ
ー
ス
を
失
っ
て
い
た
が
、
今
回
も
ピ
ッ
ト

イ
ン
の
た
び
に
電
源
が
落
ち
て
し
ま
う
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
坂
口
は
再
始
動

に
時
間
を
要
し
、
Ａ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
、
そ
し
て
元
嶋
佑
弥
、
中
山
友
貴

と
つ
な
ぎ
追
い
上
げ
て
き
た
23
号
車
Ｔ
Ｋ
Ｒ

Ｉ
松
永
建
設
Ａ
Ｍ
Ｇ 

Ｇ
Ｔ
３
の
先
行
を
許

し
て
し
ま
う
。

　
両
車
は
僅
差
の
争
い
を
展
開
し
、
33
号
車

ク
ラ
フ
ト
・
バ
ン
ブ
ー
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
よ

り
後
退
、
31
号
車
デ
ン
ソ
ー
・
レ
ク
サ
ス
Ｒ

Ｃ 

Ｆ 

Ｇ
Ｔ
３
が
燃
料
フ
ロ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル

で
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
で
マ
ッ
チ
レ
ー
ス
の

様
相
を
呈
す
る
が
、
23
号
車
Ｔ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
に
は

ま
さ
か
の
フ
ル
コ
ー
ス
イ
エ
ロ
ー
速
度
違
反

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
。
そ
れ

で
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
消
化
後
、
再
び
元
嶋
が
追

い
上
げ
を
み
せ
た
も
の
の
、
最
後
は
戦
略
を

完
走
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方

の
81
号
車
ダ
イ
シ
ン
は
、
坂
口
か
ら
再
度
、

藤
波
に
交
代
す
る
際
に
、
再
び
電
源
が
落
ち

て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
し
か
し
、
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
や
ス
イ
ッ
チ
を
「
バ
ン
バ
ン

叩
き
ま
し
た
（
苦
笑
）。
終
わ
っ
た
か
と
思

い
ま
し
た
よ
」
と
い
う
藤
波
の
荒
療
治
の
甲

斐
も
あ
り
再
始
動
。
逃
げ
切
り
今
季
初
優
勝

スーパー耐久シリーズ 2024  │  第４戦 もてぎスーパー耐久 5Hours Race  9月7日（土）

ダ
イ
シ
ン
が

前
戦
の
リ
ベ
ン
ジ
達
成

Text  

◉ 

平
野
隆
治（R

yuji H
irano

）

Ｓ
耐
初
の
ワ
ン
デ
ー
レ
ー
ス
を
実
施

賛
否
は
あ
る
も
、
ま
ず
は
第
一
歩
を
踏
み
出
す

前戦はトラブルで勝機
を逸してしまっただけ
に、喜びもひとしお。た
だし今回もピットイン
時に電源喪失となって
おり薄氷の勝利だった。

ＺニスモGT4がついに初優勝。ウエイトハンデを踏まえるとGRスー
プラGT4に利がありそうだが、外国車勢も勢いを増してきている。
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Photo ◉ 小笠原貴士（Takashi Ogasawara）

（上）予選は朝８時か
らスタートとなり、
ワンデー開催ならで
はのタイムスケジュ
ールに。その後、５
時間におよぶ耐久レ
ースを行なうことが
可能であることを実
証した。（下）ST-5
クラスの表彰式の時
間帯となると、サー
キットの上空は漆黒
の度合いを深めた。

ワ
ン
デ
ー
開
催
が
耐
久
レ
ー
ス
で
成
立

土
曜
日
に
予
選
＆
決
勝
を
実
施
。
攻
め
の
Ｓ
耐
は
各
種
チ
ャ
レ
ン
ジ

Text  

◉ 

平
野
隆
治（R

yuji H
irano

）

　
今
回
の
ス
ー
パ
ー
耐
久
第
４
戦
も
て
ぎ
は
、

今
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
例
が
な
い
ワ
ン
デ

ー
開
催
と
な
っ
た
。
９
月
５
日
（
木
）
に
特

別
ス
ポ
ー
ツ
走
行
１
回
、
６
日
（
金
）
に
特

別
ス
ポ
ー
ツ
走
行
１
回
、
専
有
走
行
が
２
回
、

そ
し
て
７
日
（
土
）
に
予
選
、
５
時
間
の
決

勝
レ
ー
ス
が
行
な
わ
れ
る
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。

　
こ
の
も
て
ぎ
で
の
ワ
ン
デ
ー
開
催
に
つ
い

て
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
議
論
が
進
め
ら

れ
、
２
０
２
３
年
の
時
点
で
ス
ー
パ
ー
耐
久

機
構
（
Ｓ
Ｔ
Ｏ
。
現
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
や
エ
ン
ト

ラ
ン
ト
の
あ
い
だ
で
も
話
し
合
い
が
行
な
わ

れ
て
き
た
。
ワ
ン
デ
ー
開
催
に
向
け
た
議
論

の
発
端
は
、
近
年
の
夏
の
暑
さ
。
健
康
を
害

し
か
ね
な
い
高
温
、
し
か
も
８
月
の
も
て
ぎ

は
盆
地
で
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
冷
房
が
効

い
た
室
内
が
か
な
り
少
な
い
場
所
だ
。

　
一
方
で
、
近
年
は
ま
た
国
内
の
レ
ー
ス
カ

レ
ン
ダ
ー
に
〝
空
き
の
週
末
〞
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ど
こ
か
で
レ
ー
ス
を
開
催
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
他
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
並
行
し
て

参
戦
す
る
チ
ー
ム
や
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
く
、

今
回
ワ
ン
デ
ー
開
催
に
す
る
こ
と
で
、
負
担

軽
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
か
否
か

を
検
証
し
た
い
…
…
と
い
う
の
が
今
回
の
目

的
だ
。
当
然
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
声
が
聞
こ
え
て
お
り
、「
逆
に
キ
ツ

く
な
る
」「
３
時
間
レ
ー
ス
な
ら
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
」
等
の
声
も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
日

曜
に
は
も
て
ぎ
を
使
っ
て
ａ
ｐ
ｒ
の
レ
ク
サ

ス
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ス
で
は
な
か
っ
た
〝
日
曜

の
活
用
〞
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
ワ
ン
デ
ー
開
催
と
な
っ
た
第
４
戦
も
て
ぎ

で
、
斬
新
な
試
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
、
パ
ド
ッ
ク
を
活
用
し
た『
Ｓ
耐
横
丁
』だ
。

パ
ド
ッ
ク
に
ズ
ラ
リ
と
テ
ン
ト
が
並
び
、
お

祭
り
の
よ
う
な
横
丁
が
出
現
。
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
に

よ
れ
ば
、
ピ
ッ
ト
や
パ
ド
ッ
ク
の
魅
力
を
知

っ
て
ス
ー
パ
ー
耐
久
の
フ
ァ
ン
に
な
る
人
も

多
い
と
の
こ
と
で
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
ス
ー

パ
ー
耐
久
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、「
誰

も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
」
場
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
今
回
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
、
ホ
ン

ダ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ド
の
協
力
を
得
て
実
現

し
た
が
、
実
施
場
所
な
ど
紆
余
曲
折
を
経
て

の
開
催
と
な
っ
た
。
参
加
し
た
チ
ー
ム
や
メ

ー
カ
ー
と
し
て
「
何
を
出
展
す
れ
ば
い
い
の

か
」
は
ま
だ
手
探
り
状
態
で
あ
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
た
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
が
主
催
す
る
初
の

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
多
く
の
教
訓
を
得

た
様
子
。
次
戦
鈴
鹿
で
も
開
催
予
定
で
、
今

後
の
成
長
を
見
守
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。

パ
ド
ッ
ク
に

 「
Ｓ
耐
横
丁
」が
登
場

レ
ー
ス
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
！

30
社
近
い
ブ
ー
ス
が
出
展

Text  

◉ 

平
野
隆
治（R

yuji H
irano

）

普段のレース開催時であれば関係者のクルマやトラン
スポーターが置かれるパドックに、30弱の出展ブース
が並んだ。近くにはオフィシャルステージも用意。

（右上）ST-TCRはシビック２台を下しアウディが勝利。ST-4は残り２分で首位に躍り出たエンドレスが逆転
優勝を飾った。（右下）Z34対RC350のバトルはＺの16号車に軍配。（左上）ST-1は今戦もKTMがST-Z勢を下
し優勝＆総合４位に。（左下）ST-5は村上モータースの88号車が勝利しランキングトップに浮上した。

を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｓ
Ｔ
‐
Ｚ
ク
ラ
ス
は
、
も
て
ぎ
の
コ
ー
ス

特
性
上
リ
ヤ
／
ミ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
車
が
得
意

と
し
て
お
り
、
予
選
で
も
34
号
車
テ
ク
ノ
フ

ァ
ー
ス
ト
Ｒ
８ 
Ｌ
Ｍ
Ｓ 

Ｇ
Ｔ
４
が
ポ
ー
ル

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
な
ど
、
そ
の
と
お

り
の
グ
リ
ッ
ド
と
な
っ
た
が
、
決
勝
で
は
ニ

ッ
サ
ン
Ｚ 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ 

Ｇ
Ｔ
４
勢
が
コ
ン

ス
タ
ン
ト
な
ス
ピ
ー
ド
を
発
揮
。
25
号
車
ラ

フ
ィ
ー
ネ
日
産
メ
カ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｚ　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ 

Ｇ
Ｔ
４
が
、チ
ー
ム
に
と
っ
て
、

そ
し
て
Ｚ 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ 

Ｇ
Ｔ
４
に
と
っ
て

の
国
内
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

Ｓ
Ｔ
‐
１
ク
ラ
ス
は
、
シ
ン
テ
ィ
ア
ム 

ア
ッ
プ
ル
Ｋ
Ｔ
Ｍ
が
チ
ー
ム
が
目
標
と
し
て

い
た
Ｓ
Ｔ
‐
Ｚ
を
上
ま
わ
る
総
合
４
位
で
チ

ェ
ッ
カ
ー
。
Ｓ
Ｔ
‐
Ｔ
Ｃ
Ｒ
は
各
車
に
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
い
だ
が
、
４
３
０
号
車
エ
ヴ
ァ

Ｒ
Ｔ
初
号
機
Ｒ
Ｓ
３ 

Ｌ
Ｍ
Ｓ
が
優
勝
し
た
。

Ｓ
Ｔ
‐
３
は
今
回
も
僅
差
の
戦
い
が
展
開
さ

れ
、
僚
友
15
号
車
が
リ
タ
イ
ア
を
喫
し
た
も

の
の
、
16
号
車
岡
部
自
動
車
Ｚ
34
が
ト
レ
イ

シ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
２
台
の
Ｒ
Ｃ
３
５
０
を
振

り
切
り
優
勝
。
Ｓ
Ｔ
‐
４
ク
ラ
ス
は
終
盤
ま

で
激
し
い
バ
ト
ル
が
展
開
さ
れ
た
が
、
３
号

車
エ
ン
ド
レ
ス
Ｇ
Ｒ
86
が
逆
転
勝
利
。
Ｓ
Ｔ

‐
５
は
88
号
車
村
上
モ
ー
タ
ー
ス 

マ
ツ
ダ 

ロ
ー
ド
ス
タ
ー
が
優
勝
を
飾
っ
た
。T.O

ga
sa
wa
ra
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手
当
た
り
次
第
に
手
紙
を
送
る

　
３
カ
月
後
、
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
（
ア
イ
エ
ル
ツ

／
英
語
熟
練
度
を
測
る
英
語
検
定
の
ひ
と

つ
）
の
テ
ス
ト
を
受
け
て
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク

大
学
の
入
学
予
備
コ
ー
ス
に
合
格
し
た
小
松

は
、
い
っ
た
ん
日
本
に
帰
国
し
、
９
月
に
再

渡
英
す
る
。
つ
い
に
、
イ
ギ
リ
ス
生
活
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
。

　
入
学
予
備
コ
ー
ス
で
は
英
語
は
も
ち
ろ
ん
、

数
学
、
物
理
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
勉
強
し
た
。

こ
こ
で
決
め
ら
れ
た
点
数
以
上
を
取
ら
な
い

と
、
目
標
で
あ
る
大
学
に
は
進
学
で
き
な
い
。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
が
あ
ま
り
に
楽

し
か
っ
た
小
松
は
、〝
そ
れ
な
り
〞
に
し
か

勉
強
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
正
直
に
言
う
と
こ
の
こ
ろ
は
ラ
ク
ビ
ー
と

ビ
リ
ヤ
ー
ド
ば
か
り
し
て
ま
し
た
ね（
苦
笑
）。

知
人
の
紹
介
で
あ
る
ラ
ク
ビ
ー
ク
ラ
ブ
に
入

っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
友

達
が
増
え
、
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
っ
て
い
っ

た
ん
で
す
。
そ
こ
で
は
〝
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精

神
〞
を
体
現
し
て
い
て
、
試
合
中
ど
ん
な
に

殴
り
合
っ
た
り
、
罵
り
合
っ
て
い
た
り
し
て

も
、
試
合
が
終
わ
っ
た
後
は
Ｙ
シ
ャ
ツ
に
ク

ラ
ブ
の
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
バ
ー
に
集
合
し
、

み
ん
な
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
話

し
て
仲
良
く
な
っ
て
い
た
。
ラ
ク
ビ
ー
っ
て
、

こ
う
あ
る
べ
き
だ
よ
な
っ
て
実
感
し
た
し
、

イ
ギ
リ
ス
で
の
ラ
ク
ビ
ー
が
持
つ
歴
史
の
深

さ
に
感
動
し
ま
し
た
」

　
そ
の
一
方
で
小
松
は
、
将
来
Ｆ
１
の
世
界

で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
く
た
め
に
は
、
ど

の
大
学
に
行
く
べ
き
な
の
か
悩
ん
で
い
た
。

ギ
リ
ス
は
小
松
に
と
っ
て
、〝
生
き

や
す
い
〞
国
だ
っ
た
。

　
特
別
コ
ー
ス
の
期
間
は
３
カ
月
、
英
語
の

勉
強
の
た
め
、
小
松
は
ロ
ン
ド
ン
北
部
の
ハ

ム
ス
テ
ッ
ド
に
あ
る
語
学
学
校
に
通
っ
た
。

ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
は
古
く
か
ら
文
人
が
多
く
住

み
、
高
級
住
宅
街
と
し
て
知
ら
れ
る
街
で
あ

る
。
小
松
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
も
同
地
で
、

中
流
階
級
の
立
派
な
家
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

　
い
ざ
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
が
始
ま
っ
て

み
る
と
、
何
も
か
も
が
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
。

日
本
で
は
何
か
と
枠
組
み
に
は
め
ら
れ
、
上

か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が

強
か
っ
た
小
松
の
目
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
誰

も
が
自
分
の
好
き
な
服
装
を
身
に
つ
け
、
自

由
な
生
き
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
と

い
う
。
あ
る
日
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
く
と
ペ
ア
ル
ッ
ク
を
着
て
い
る
学
校
の
先

生
の
ひ
と
り
か
ら
、「
僕
の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
」

と
男
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
紹
介
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
そ
ん
な
経
験
が
な
か

っ
た
だ
け
に
驚
い
た
が
、「
そ
れ
だ
け
解
放

さ
れ
て
い
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
場
所
に
感
じ
た
」

と
小
松
は
語
る
。
こ
れ
ま
で
自
分
に
と
っ
て

の
手
枷
足
枷
だ
っ
た
も
の
が
す
っ
と
消
え
去

り
、
楽
に
な
れ
た
気
が
し
た
。

「
僕
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
生
活
が
す
ご
く
合
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
あ
っ
と
い
う
間
の
３
カ
月

で
し
た
」

　
肝
心
の
授
業
は
と
い
う
と
、
小
松
は
本
来
、

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
の
英
語
力
し
か
な
か
っ
た

が
、
定
員
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
た
め
、
中
級

の
下
の
ク
ラ
ス
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

然
、
ク
ラ
ス
の
な
か
で
は
、
英
語
が
一
番
で

き
な
い
。
だ
が
、「
そ
れ
が
逆
に
良
か
っ
た
」

と
小
松
は
言
う
。

「
授
業
に
つ
い
て
い
く
た
め
に
は
勉
強
を
す

る
し
か
な
か
っ
た
し
、
周
り
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
引
っ
張
ら
れ
て
自
分
の
成
績
も
伸
び
て

い
く
か
ら
、
僕
に
と
っ
て
は
良
い
こ
と
づ
く

め
で
し
た
。
後
に
な
っ
て
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス

を
見
た
ら
、
日
本
人
が
い
っ
ぱ
い
い
た
ん
で

す
。
で
も
、
僕
の
ク
ラ
ス
に
は
ひ
と
り
も
い

な
く
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
友
達
は
み
ん

な
ス
イ
ス
人
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本

語
を
喋
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
英
語
を
上
達
さ
せ
る
う
え
で
、
こ
の

環
境
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
」

イ

小松礼雄 Ayao Komatsu
高校卒業後に渡英し、ウォー
リック大学の大学入学予備コ
ースを経て、ラフバラ大学に
入学。自動車工学を学ぶ。そ
の後、大学院を経て、2003年
にBARでF1エンジニアとして
のキャリアをスタート。06年
にルノーに移籍し、主にレー
スエンジニアとして活躍する。
16年にハースに移籍し、主席
レースエンジニア、エンジニア
リングディレクターを経て、24
年１月にチーム代表に就任した。

最愛の父親との突然の別れ
Vol.03

イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
の
入
学
予
備
コ
ー
ス
を
経
て

ラ
フ
バ
ラ
大
学
に
入
学
を
果
た
し
た
小
松
礼
雄
。１
年
目
の
全
授
業
を
終
え

日
本
に
帰
国
し
た
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
予
期
せ
ぬ
母
親
か
ら
の
告
白
だ
っ
た
…
…

Text  

◉ 

横
谷
和
明（K

azuaki Y
okoya

）

Interview
 &
 P
hoto

 

◉ 

熱
田 

護（M
am
oru A

tsuta

）

F
1
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
渡
英
し
、
30
年
目
に
F
1
チ
ー
ム
代
表
に
就
任
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そ
こ
で
小
松
が
採
っ
た
方
法
が
、〝
手
紙
〞

で
あ
る
。
ま
だ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
今
ほ
ど
盛
ん
で
は

な
か
っ
た
時
代
、
小
松
は
Ｆ
１
チ
ー
ム
や
Ｆ

３
０
０
０
チ
ー
ム
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
関

連
の
出
版
社
に
手
当
た
り
次
第
に
手
紙
を
送

り
、「
僕
は
将
来
、
Ｆ
１
の
世
界
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
働
き
た
い
で
す
。
ど
こ
の
大
学

へ
行
っ
た
ら
い
い
で
す
か
？
」
と
問
い
か
け

て
み
た
。
何
事
に
も
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と

い
う
、
小
松
の
本
領
発
揮
で
あ
る
。

　
実
際
、
こ
の
作
戦
は
成
功
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
か
な
り
の

返
事
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
そ

し
て
、
そ
の
う
ち
の
４
割
く
ら
い
の
手
紙
に

書
か
れ
て
い
た
大
学
名
が
ラ
フ
バ
ラ
大
学
で

あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
小
松
が
実
際
に
見
学
に
行
っ
て
み

る
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
理
論
的
な
こ
と
を

し
っ
か
り
勉
強
で
き
そ
う
だ
っ
た
し
、
実
験

の
設
備
も
整
っ
て
い
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰

囲
気
も
良
か
っ
た
。
こ
こ
な
ら
バ
ラ
ン
ス
良

　
し
か
し
、
ラ
フ
バ
ラ
大
学
で
は
小
松
が
在

籍
す
る
自
動
車
工
学
部
と
航
空
工
学
の
生
徒

が
一
緒
に
な
っ
て
大
講
堂
で
授
業
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
数
は
１
２
０
人
。
留
学

生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
当
た
り
前
の

こ
と
だ
が
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
向
け
の
早
さ
で
授

業
が
進
ん
で
い
く
た
め
、「
１
年
目
は
本
当

に
大
変
だ
っ
た
」
と
小
松
は
振
り
返
る
。

「
動
力
学
や
流
体
力
学
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
も
ち
ろ

ん
、
数
学
や
物
理
な
ど
も
学
ん
で
い
く
わ
け

で
す
が
、
英
語
力
と
授
業
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ

い
て
い
く
の
に
苦
戦
し
ま
し
た
。
１
年
生
の

成
績
は
卒
業
時
の
評
価
に
は
関
係
な
い
と
は

い
え
、
及
第
点
を
取
ら
な
い
こ
と
に
は
進
級

で
き
ま
せ
ん
。
70
点
以
上
が
Ａ
評
価
、
60
点

以
上
が
Ｂ
、
50
点
以
上
が
Ｃ
、
そ
れ
以
下
の

Ｄ
や
Ｅ
だ
っ
た
ら
落
第
に
な
る
の
で
す
が
、

Ａ
を
取
れ
た
教
科
な
ん
て
ほ
ぼ
な
か
っ
た
で

す
ね
。
Ｂ
を
取
れ
た
ら
喜
ん
で
い
た
し
、
Ｃ

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
自
分
な
り
の
勉
強
方

法
も
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、

１
年
生
の
と
き
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
い

う
思
い
出
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
電
話

　
ラ
フ
バ
ラ
大
学
で
苦
闘
の
１
年
目
を
終
え

た
小
松
は
、
久
々
に
帰
国
し
た
。
本
来
な
ら
、

も
う
１
週
間
ほ
ど
早
く
帰
ら
れ
る
は
ず
だ
っ

た
が
、
自
動
車
工
学
部
の
生
徒
は
す
べ
て
の

授
業
が
終
わ
っ
た
後
に
、
１
週
間
の
実
習
を

受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
当
時
、
小
松

は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
寮
に
住
ん
で
い
た

が
、
全
授
業
が
終
了
し
た
後
は
そ
こ
が
休
み

に
入
っ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
期
間
だ
け
別

の
寮
に
移
り
住
ん
で
い
た
。
だ
が
、
小
松
は

そ
の
こ
と
を
両
親
に
は
知
ら
せ
て
お
ら
ず
、

実
習
が
終
わ
っ
た
後
に
日
本

へ
と
向
か
っ
た
。

　
結
果
的
に
そ
の
選
択
が
、

悲
し
い
結
末
を
生
む
こ
と
に

な
る
と
は
知
ら
ず
に
…
…
。

　
成
田
空
港
か
ら
母
親
に
連

絡
し
て
日
本
に
着
い
た
こ
と

を
知
ら
せ
る
と
、
小
松
は
そ

の
足
で
実
家
へ
向
か
っ
た
。

そ
し
て
、
実
家
の
ド
ア
を
開

け
た
小
松
は
、
あ
る
異
変
に

気
づ
く
。「
お
母
さ
ん
、
変

な
臭
い
が
す
る
よ
」
と
伝
え

た
息
子
に
母
親
か
ら
告
げ
ら

れ
た
言
葉
は
、
ま
っ
た
く
予

期
し
て
い
な
い
も
の
だ
っ
た
。

「
お
線
香
の
匂
い
な
の
よ
。

お
父
さ
ん
、
亡
く
な
っ
た
の

…
…
」

　
突
然
の
告
白
に
驚
い
た
小

松
は
、
言
葉
が
出
て
こ
な
か

「
父
親
は
寺
に
入
り
た
く
な
い
と
言
っ
て
い

た
の
で
、
お
骨
は
家
に
あ
り
ま
し
た
。
父
親

の
最
後
を
看
取
れ
な
か
っ
た
の
は
本
当
に
申

し
訳
な
い
と
思
う
し
、
い
ま
だ
に
す
ご
く
後

悔
が
残
っ
て
い
ま
す
。
出
来
の
悪
い
息
子
で

期
待
を
裏
切
っ
て
ば
か
り
だ
っ
た
し
、
何
も

親
孝
行
な
ん
て
で
き
て
い
な
か
っ
た
で
す
か

ら
…
…
」

　
ハ
ー
ス
・
チ
ー
ム
の
代
表
に
な
っ
た
姿
を

父
親
に
見
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

今
で
も
心
残
り
だ
。
だ
が
、
心
の
な
か
で
こ

う
思
う
と
き
も
あ
る
。
今
の
自
分
の
姿
を
見

た
ら
、
あ
ん
な
礼
雄
で
も
何
と
か
こ
こ
ま
で

来
ら
れ
て
良
か
っ
た
な
っ
て
、
ほ
っ
と
し
て

く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
│
│
。

今シーズンからハース代表に就任した小松。現在のチームの強みと弱みを冷静に分析して組織改
革に着手し、ここまで入賞10回（スプリントも含む）と着実に成果を出している。エンジニアを
目指し30年前に渡英したころは、「チーム代表になりたいと思ったことはなかった」と振り返る。

ラフバラ大学に入学した後は
英語力と授業のスピードに
ついていくのが本当に大変でした

っ
た
。
尊
敬
し
て
や
ま
な
か
っ
た
父
・
雄
一

郎
が
、
自
分
の
知
ら
な
い
あ
い
だ
に
こ
の
世

を
去
っ
て
い
た
の
だ
。

　
実
は
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら
父
親
は
闘
病
生

活
を
送
っ
て
お
り
、
帰
国
前
に
容
態
が
悪
化

し
た
後
、
母
親
は
何
度
も
何
度
も
寮
に
電
話

を
か
け
て
い
た
。
し
か
し
、
す
で
に
寮
は
も

ぬ
け
の
殻
に
な
っ
て
い
て
、
電
話
に
出
る
者

は
誰
も
い
な
い
。
よ
う
や
く
小
松
本
人
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
と
き
に
は
も
う
、
父
親
は
亡

く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
母
親
も
こ
こ
ま
で

き
た
ら
、
実
家
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
伝
え
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
あ
え
て
黙
っ
て
い
た
の

だ
。
母
親
が
ひ
と
り
で
葬
儀
な
ど
を
す
べ
て

取
り
仕
切
っ
て
く
れ
て
い
た
。

く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
そ
う
だ
│
│

そ
う
実
感
し
た
小
松
は
、
ラ
フ
バ
ラ
大
学
を

第
一
志
望
に
定
め
る
。
そ
し
て
、「
成
績
的

に
は
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た（
苦
笑
）」と
い
う
が
、

見
ご
と
に
入
学
資
格
を
得
た
。

　
だ
が
、
ラ
フ
バ
ラ
大
学
に
入
っ
た
小
松
の

前
に
、
大
き
な
障
壁
が
立
ち
塞
が
る
こ
と
に

な
る
。

　
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
の
入
学
予
備
コ
ー
ス

時
代
は
６
人
し
か
生
徒
が
お
ら
ず
、
そ
の
す

べ
て
が
外
国
人
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
先
生
に
質
問
で
き
る
し
、
そ
も

そ
も
英
語
が
母
国
語
で
は
な
い
生
徒
ば
か
り

な
の
で
、
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
て
い
た
。
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リ
ア
国
内
で
は
ル
ク
レ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
が
ま

す
ま
す
増
え
る
だ
ろ
う
し
、
自
分
が
フ
ェ
ラ

ー
リ
の
リ
ー
ダ
ー
だ
ぞ
と
い
う
こ
と
を
印
象

づ
け
た
こ
と
で
、
今
後
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
ナ
ン

バ
ー
２
ド
ラ
イ
バ
ー
扱
い
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
っ
て
き
ま
す
か
ら
。
レ
ー
ス
後
の
盛
り

上
が
り
方
を
見
て
も
、
今
後
の
彼
に
と
っ
て

追
い
風
と
な
る
１
勝
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
逆
に
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
フ
ェ
ラ
ー
リ
内
で
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
築
い
て
い
く
の
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

勝
ち
き
れ
な
い
ノ
リ
ス

　
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な

が
ら
３
位
に
終
わ
っ
た
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
の
ノ

リ
ス
で
す
が
、
慎
重
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
す
。
こ
こ
に
き
て
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
可
能
性
が
出
て
き
た
た
め
、
本
人
と
し

て
は
他
車
と
当
た
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
す
ぎ
て
、
競
り
合
い
に
な
っ
た
と
き

に
ち
ょ
っ
と
引
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
も
ス
タ
ー
ト
直
後
の
タ
ー

ン
４
で
僚
友
の
ピ
ア
ス
ト
リ
に
強
引
に
ア
ウ

ト
か
ら
仕
掛
け
ら
れ
た
と
き
に
、
彼
は
引
い

て
い
ま
し
た
か
ら
。

　
あ
の
オ
ー
バ
ー
テ
イ
ク
に
関
し
て
は
ピ
ア

ス
ト
リ
が
か
な
り
強
引
で
、
ノ
リ
ス
が
引
か

な
け
れ
ば
接
触
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で

す
が
、
ピ
ア
ス
ト
リ
は
ノ
リ
ス
の
そ
う
い
っ

た
弱
さ
を
つ
い
て
、
ト
ッ
プ
を
狙
い
に
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
な
と
。
ま
だ
若
い
け
れ
ど

も
レ
ー
ス
ぶ
り
を
見
て
い
る
と
、
か
な
り
し

た
た
か
な
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
隙

あ
ら
ば
、
優
勝
を
狙
う
と
い
う
気
持
ち
が
見

て
取
れ
る
し
、
ま
だ
２
年
目
で
背
負
っ
て
い

16
戦
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
シ
ャ
ル
ル
・

ル
ク
レ
ー
ル
が
１
ス
ト
ッ
プ
作
戦
を

完
遂
し
て
、
見
ご
と
に
シ
ー
ズ
ン
２
勝
目
を

挙
げ
ま
し
た
。
15
周
目
に
ピ
ッ
ト
ス
ト
ッ
プ

を
済
ま
せ
た
ル
ク
レ
ー
ル
が
最
後
ま
で
タ
イ

ヤ
を
保
た
せ
ら
れ
た
の
に
は
正
直
、
驚
き
ま

し
た
が
、
モ
ン
ツ
ァ
は
新
し
い
舗
装
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
進
む
に
つ
れ

て
路
面
に
ラ
バ
ー
グ
リ
ッ
プ
が
乗
り
、
レ
ー

ス
で
の
タ
イ
ヤ
の
デ
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
想

定
よ
り
も
少
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ル
ク
レ
ー
ル
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た

の
は
、
１
周
目
に
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
勢
の
あ
い

だ
に
割
っ
て
入
れ
た
こ
と
で
す
（
タ
ー
ン
５

で
ノ
リ
ス
を
か
わ
す
）。
仮
に
ラ
ン
ド
・
ノ

リ
ス
が
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
ト
ッ
プ
の

座
を
守
り
、
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ア
ス
ト
リ
も
同

様
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ
し
て
２
番
手
に

つ
け
て
い
た
ら
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
ル
ク
レ

ー
ル
は
抑
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
間
に
ノ

リ
ス
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
築
か
れ
て
し
ま

う
…
…
と
い
う
展
開
も
充
分
に
あ
り
得
ま
し

た
か
ら
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
が
２
ス

ト
ッ
プ
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
が
自
分
た
ち
の
戦
略
（
１
ス
ト
ッ
プ
）
を

守
り
切
っ
た
の
が
勝
因
で
す
。
お
そ
ら
く
フ

ェ
ラ
ー
リ
は
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
と
同
じ
戦
略
を

採
っ
た
ら
、
レ
ー
ス
で
は
勝
て
な
い
と
考
え

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
ヤ

を
保
た
せ
る
た
め
に
は
車
体
の
性
能
だ
け
で

は
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
タ
イ
ヤ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
い
う
と
、
ル
ク
レ
ー
ル
は
３
位
に
入
っ

た
第
15
戦
オ
ラ
ン
ダ
Ｇ
Ｐ
も
含
め
て
、
タ
イ

ヤ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
面
で
は
ピ
カ
イ
チ
で
し

た
か
ら
。
そ
し
て
今
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
は
、
サ

ー
キ
ッ
ト
に
応
じ
て
し
っ
か
り
と
Ｓ
Ｆ
‐
24

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
出
せ
て
い
る
こ
と
が
好

調
の
秘
訣
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
ル
ク
レ
ー
ル
は
、
自
身
の

母
国
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
（
第
８
戦
）
と
フ
ェ
ラ
ー

リ
の
母
国
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
優
勝
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
移
籍

し
て
く
る
来
シ
ー
ズ
ン
を
考
え
て
も
、
聖
地

モ
ン
ツ
ァ
で
の
１
勝
は
大
き
な
意
味
を
持
つ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
ィ
フ
ォ
シ
の

前
で
速
さ
と
強
さ
を
見
せ
た
こ
と
で
、
イ
タ

第

Tsugio Matsuda's Onboard Analysis      Vol.30   
オンボード解説

松田次生の

聖地モンツァで挙げたルクレールの価値ある１勝
T.MoriyamaFerrari

Tsugio Matsuda
1979年６月18日生まれ、三重県出身。
フォーミュラ・ニッポンで2007、08
年に２年連続王者に輝く。SUPER 
GT GT500クラスでも14、15年に２
連覇を達成した。24年はKONDO 
RACINGからGT500クラスに参戦。ス
ーパーフォーミュラではKCMGのチ
ームアンバサダーを務める。

イタリアGP
●コース名：
アウトドローモ・ナツィオナーレ・ディ・モンツァ
●8月30日～9月1日　●コース全長：5.793km
●周回数：53周　●トータル距離：306.720km

F1グランプリ界屈指の高速サーキットで、
４本のストレートをコーナーでつないだ典
型的なストップ＆ゴー・レイアウト。エン
ジンパワーと高いブレーキングスタビリテ
ィが攻略の鍵を握る。フェラーリの聖地で
あり、ティフォシの熱狂的な応援が有名だ。

T4

T5

T4

T5
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る
も
の
が
少
な
い
ぶ
ん
、
イ
ケ
イ
ケ
の
気
持

ち
で
攻
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
か
ら
。

彼
は
Ｆ
２
時
代
も
含
め
て
、
下
位
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
は
参
戦
１
年
目
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
思
考
回
路
が

ピ
ア
ス
ト
リ
の
す
ご
さ
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。
逆
に
ノ
リ
ス
は
良
い
子
す
ぎ
ち
ゃ
う
と

こ
ろ
が
あ
る
し
、
勝
て
た
は
ず
の
レ
ー
ス
で
、

勝
ち
き
れ
な
い
の
が
今
の
彼
の
弱
さ
で
す
。

　
と
は
い
え
、
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
は
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
を
考
え
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
ナ
ン

バ
ー
１
、
ナ
ン
バ
ー
２
ド
ラ
イ
バ
ー
を
決
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

今
は
２
台
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
表
彰
台
に
上

が
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
レ
ッ
ド
ブ
ル

が
復
活
し
な
け
れ
ば
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ

タ
イ
ト
ル
を
獲
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い

で
す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
に
関
し

て
は
、
チ
ー
ム
が
ナ
ン
バ
ー
１
、
ナ
ン
バ
ー

２
を
決
め
て
サ
ポ
ー
ト
し
な
い
と
、
マ
ッ
ク

ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
（
レ
ッ
ド
ブ
ル
）

に
届
か
な
い
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ど
ち
ら
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

な
の
か
は
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト
を
見
れ
ば
明
ら

か
で
す
。
ノ
リ
ス
が
自
力
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
獲
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
チ
ー
ム
は
彼
を
優
先
し
、
ピ
ア
ス
ト

リ
に
は
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
の
よ
う
な
強
引
な
仕

掛
け
を
し
な
い
よ
う
に
伝
え
る
べ
き
で
す
。

マ
ク
ラ
ー
レ
ン
が
ふ
た
り
を
し
っ
か
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
ダ
ブ
ル
タ

イ
ト
ル
獲
得
へ
の
試
金
石
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
不
発
の
王
者

　

　
大
不
振
の
レ
ッ
ド
ブ
ル
で
す
が
、
最
近
の

彼
ら
の
マ
シ
ン
の
オ
ン
ボ
ー
ド
映
像
を
見
て

い
て
感
じ
る
の
は
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
の
切
り

角
が
大
き
い
こ
と
で
す
。
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ

ン
が
無
線
で
よ
く
「
マ
シ
ン
の
ア
ン
ダ
ー
ス

テ
ア
が
ひ
ど
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
た

し
か
に
コ
ー
ナ
ー
で
曲
が
っ
て
い
な
い
ん
で

す
。
空
力
と
足
ま
わ
り
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
一
方
、
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
は
最
小
の
舵
角
で

マ
シ
ン
が
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
す
。
現
に
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
見
て
も
、

ノ
リ
ス
と
ピ
ア
ス
ト
リ
は
と
に
か
く
舵
角
を

小
さ
く
し
て
、
コ
ー
ナ
ー
の
ミ
ッ
ド
で
の
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
る
ん
で
す
。
フ
ロ
ン
ト

重
視
の
マ
シ
ン
で
リ
ヤ
の
サ
ポ
ー
ト
が
少
な

い
ぶ
ん
、
相
当
丁
寧
に
乗
ら
な
い
と
速
く
走

れ
な
い
は
ず
で
す
が
、
彼
ら
だ
か
ら
こ
そ
う

ま
く
乗
り
こ
な
せ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
レ
ッ
ド
ブ
ル
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
昨
年

ま
で
圧
倒
的
だ
っ
た
Ｄ
Ｒ
Ｓ
を
開
い
た
と
き

の
ス
ト
レ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
の
伸
び
幅
が
、
ラ

イ
バ
ル
チ
ー
ム
の
進
化
に
よ
っ
て
同
じ
レ
ベ

ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

毎
戦
の
よ
う
に
投
入
し
て
い
る
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
も
痛
い

で
す
よ
ね
。
イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
で
は
予
選
Ｑ
３

の
タ
イ
ム
が
Ｑ
２
よ
り
下
が
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
を
築
い
て
き
た
レ
ッ
ド
ブ
ル
で
す
が
、

も
し
か
し
た
ら
そ
の
引
き
出
し
を
す
べ
て
使

い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
Ｇ
Ｐ
前
に
エ
イ
ド
リ
ア

ン
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
の
ア
ス
ト
ン
マ
ー
テ
ィ

ン
移
籍
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
彼
が
マ
シ

ン
開
発
か
ら
手
を
引
い
た
こ
と
が
や
は
り
大

き
な
痛
手
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
の
ま
ま
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
効
果
を
発
揮

で
き
な
け
れ
ば
、
ダ
ブ
ル
タ
イ
ト
ル
を
獲
り

逃
し
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
選
手
権
で
は

フ
ェ
ラ
ー
リ
に
も
追
い
抜
か
れ
て
し
ま
う
可

能
性
す
ら
あ
り
ま
す
。
レ
ッ
ド
ブ
ル
に
と
っ

て
は
正
念
場
が
続
く
戦
い
に
な
り
そ
う
で
す
。

Photo ◉ 森山俊一（Toshikazu Moriyama）／LAT／Ferrari

ノリスの弱さをついて仕掛けているピアストリはしたたかなドライバーだと思います

LAT

LAT

イタリアGPの１周目のターン４でピアストリは、チームメ
イトのノリスをオーバーテイクしてトップに立つ。そのま
ま序盤はレースをリードするが、ルクレールの１ストップ
作戦の前に屈し（自身は２ストップ）、２位に終わった。

ティフォシが見守る前でマクラーレン勢に競り勝ち、表彰台の頂点に上がったルクレール。「いつも勝ちたいと願う特別な
レースは、モナコとモンツァだ。今日、この勝利をチームと一緒に達成できたことを誇りに思う」と喜びを爆発させた。



094

ライバルも手懐けられなかった
RB20の“鬼才”的サイドポッド

昨年、そして今季前半戦を圧倒的強さで支配したレッドブル
ライバルはその革新的サイドポッドをものにすべく研究を続けた
だが、失われ始めた絶対王者の優位。空力トレンドは転換期を迎え
サイドポッド開発競争が再び幕を開けようとしている
Text ◉ サム・コリンズ（Sam Collins）   Translation ◉ 水書健司（Kenji Mizugaki）
Photo ◉ XPB

年か前のことだが、F1がジャー
ナリストたちのグループを招いて、

あるテストを催したことがあった。全チ
ームのマシンの画像を加工し、スポンサ
ーロゴを消して塗色もグレーに統一した
上で、それでも識別ができるかどうか試
したのだ。案の定、誰も全車を正確には
見分けられず、ジャーナリストの全員が、
彼らのあいだで「軍艦識別テスト」（全
車が軍艦のようにグレーに塗られ、形状
だけで識別を要求されたことから）と呼
ばれたこのテストに合格できなかった。
　現行のテクニカルレギュレーションが
導入された2022年にはこのテストが一
層難しくなるどころか、もはや試験とし
て成立しないのではないかと懸念された。
そのころ、私と世間話をしたギュンター
・シュタイナーは、「どのクルマも同じ
になるのなら、私などは職を失うだろう
な」と言っていたが、幸いにもその意味
では杞憂に終わった。22年の試験問題は、
誰でも合格できる簡単なものになった。
どのチームのクルマも外観が大きく異な
り、すぐに見分けられたからだ。
　それから２年半が経ち、このテストは
再び難しくなりつつある。トレンドを作
ったのは、主にフェラーリとレッドブル
だ。まず、サイドポッド上面を深く掘り
下げたフェラーリのデザインを見て、多
くのチームがこれを模倣した。そして、
レッドブルのサイドポッドダクトの影響

力はそれをも上まわり、グリッド上のほ
ぼ全車が追従するほどになっている。
　22年シーズンを通じて、RB18のサイ
ドポッドは徐々に進化していった。ダク
ト前端部の下縁がどんどん長くなり、そ
れに伴ってさらなる空力的なゲインを得
ていたのだ。これに気づいた他のチーム
は、22年から23年にかけてこのデザイ
ンのコピーに熱心に取り組んだ。なかで
も最も対応が早かったのはアストンマー
ティンとマクラーレンで、その後、さら
に多くのチームが同じ方向に寄せてきた。
レッドブルはかなり厳しい空力開発規制
を課せられていたが、クーリングレイア
ウトに関する風洞とCFDでのテストは
制限の対象外だったこともあって、集中
的な開発を推し進めたのである。
　24年の新車が次々と発表された時、
その多くが前年王者のコンセプトをコピ
ーしていたことは、もはや意外でも何で
もなかった。メルセデスのような例外こ
そあったものの、ザウバーやハースなど
はレッドブルのサイドポッドダクトをそ
っくりそのまま採り入れた。だが、この
流行には乗らないチームがもうひとつあ
った。ほかでもないレッドブルである。
　彼らはサイドポッドダクト前端の下縁
を以前の位置に戻し、今度は上縁を長く
前方に伸ばしてきた。このデザイン変更
は、レッドブルの技術陣にクーリングレ
イアウトの抜本的な手直しを求めるもの

だった。また、どうにか23年のレッド
ブルのコンセプトを機能させようと、多
くの時間と労力を費やしてきたチームの
デザイナーたちには、ある種のショック
とフラストレーションをもたらした。
　ただ、マクラーレンだけは、この変化
をある程度まで予想していたと言えるか
もしれない。彼らはサイドポッドダクト
上縁の実質的な延長となるミラーサポー
ト（22年にメルセデスが同様のものを
用いた）を採用して、わずかながらもダ
ウンフォースの増強に成功したのだ。
　24年シーズンが進むにつれて、レッ
ドブルの新しいコンセプトに追従し、サ
イドポッドダクトの上縁を前へ伸ばすチ
ームは増えていった。最近ではウイリア
ムズとハースがアップデートパッケージ
の一部としてこれを採り入れている。
　だが、不思議なことに、それらのチー
ムに変更の理由を尋ねてみると、返って
くるのは気流構造や空力的改善について
の要領を得ない話ばかりで、誰も単純明
快には答えてくれないのである。実際の
ところ、このコンセプトはCFDや風洞
ではたしかにゲインが見られるというの
だが、この領域のデザインでレッドブル
を模倣したクルマはどれをとってもパフ
ォーマンスはそれほど向上していない。
　空力コンセプトに関して、これまで「レ
ッドブルをコピーせよ」を基本方針に据
えてきたチームは、ここへ来てその見直
しを始めている可能性がある。このとこ
ろRB20の相対的な競争力は凋落傾向に
あり、マクラーレン、フェラーリ、メル
セデスが速さにおいて対等、もしくは上
まわる場面もたびたび見られるようにな
ってきたからだ。また、今季レッドブル
のコンセプトをそっくりコピーしてきた
ザウバーは、チーム史上最悪のシーズン
を送っている。
　ともあれ、こうしたサイドポッドのト
レンドは、新技術規定が施行される26
年シーズンにはすべてリセットされるだ
ろう。あの軍艦識別テストも、また少し
合格しやすくなるに違いない。

何

現行規定の流行「レッドブル型コピーマシン」
王者の“勝ち確”消滅で再燃するデザイン競争

29
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チームがこぞって進めた“RB19化計画”
その一手先を読んだマクラーレンが今季
パフォーマンス最大化を達成し得た

Sauber C44

RB19の薄型インレットと比較しても、その超薄
型形状が際立つRB20のサイドポッド（上）。細
い横長と縦長の吸気口が備わり、フロアとのあ
いだの空間が非常に広くなっている。これと同
じく、ダクト前端の上縁が伸びるMCL38（左）
だが、インレットの形状は薄型とはなっていな
い。横幅も上縁よりもわずかに短く、ウイング
効果を狙っているか。また、C44（中）のサイ
ドポッド後部は上面を深く掘ったフェラーリの
造形を意識しているように見える。

RedBull RB20

McLaren MCL38
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別パーツのボンネットを除いてボディと一体のドアやト
ランクを極細タガネとカッターを使って切り離し、自作
ヒンジを組み込み開閉式に。エンジン部は、洋白線によ
る燃料デリバリーパイプに洋白帯板をクリップに見立て
てハンダ付け。ボディの銀塗装は下地に艶あり黒を塗り、
銀（クレオス８番）、クリア（ガイヤノーツ）の順。

ホイールは高橋氏考案のPLUSALFA製「KW04 1/24 
かっぱ式ワイヤーホイール250LMタイプ」3520円
（税込）。直径0.2㎜の「純正SUSバネ線」は別売1100
円。ミニカーショップ キッドボックスで販売中。リ
ヤのエンブレム類（スリーポインテッドス
ター、300SLRロゴ、Dロゴ)は洋白
線を曲げはんだ付けヤスリ
で形状を整えて再現。

Scale model studySSSSSS llll ddddd llll dddddSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSScccccccccccccccccccccccccccccccccccaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaalllllllllllllllllllllleeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee  mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmooooooooooooooooooooooooooooooooooddddddddddddddddddddddddddddddddeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllll ssssssssssssssssssssssssssssssssssssstttttttttttttttttttttttttttttttttttuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuddddddddddddddddddddddddddddddddddddyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy 29222229999922222299999922222222222299999999999999999999222222222222222222222222222222222222222222222229999999999999999999999999999999999999 作って愉しむ　ヒストリックレーサー作っ作作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っ作っっ作っ作っ作っ作作っ作っ作作っっ作っ作っ作っ作作っ作作作っ作っって愉て愉て愉てて愉て愉て愉て愉て愉愉て愉て愉て愉て愉て愉て愉て愉愉て愉て愉て愉ててて愉て愉愉愉愉愉愉愉愉て愉しむしむむししむしむしむしむしむしむしむししむしむしむしむしむしむしむしむしむしむしむしむしむむむむむむむむしししむ ヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒストストストストストスストストストストストストストストスストストストスストスストトストトストトストストストトススストリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリッリリッリリッリッリリリッッッリリッリッッリッリリ クレクレクレクレクレクレクレクレクレクレクレクレククレクレクレクレクレレクレクレクレクレクククレクレククレクレクレククレレクレレーサーササーサーサーーササーササーサーサーサーササーササーサササーサーサーサーサササーーサー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

1955年ミッレ・ミリア。
300SLR駆るスターリング
・モスは、５月１日午前
７時22分にブレシアを発
ち、ローマを経てブレシ
アに戻る1000マイルを10
時間７分48秒の最速タイ
ムで走破し、勝利を飾った。

独自考案のホイールで決める

Text ◉ 高安丈太郎 （Jotaro Takayasu）　
Photo ◉ 高橋浩二（Koji Takahashi）／Mercedes-Benz

フジミ 1/24 メルツェデス 300SLR "722" ミッレミリア

●絶版

Mercedes-Benz

K.Takahashi

K.Takahashi

K.TakahashiK.Takahashi

K.Takahashi

K.Takahashi

K.Takahashi

クラッシックレーサーのホイールといえば、ワイヤー式が定番。かつてはフジ
ミがワイヤーを繊細なエッチングで再現したホイールを発売していた。エッチ
ングのためワイヤーが帯板状でリアルさに欠けていたのが残念な点。当コーナ
ーの作例担当、高橋浩二氏はこの悩みを解決するホイールを考案、フジミのメ
ルセデス300SLRに履かせた。直径0.2㎜の極細ピアノ線を72本（１列12本×６列）
組み合わせて再現した実感あふれるワイヤーホイールに注目してもらいたい。
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“ゴミ拾い”しなかった重すぎる代償

思
い
巡
っ
た「
熱
帯
」も
て
ぎ
と

ひ
ん
や
り
冷
た
い
レ
モ
ネ
ー
ド

月
最
終
週
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト

も
て
ぎ
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ス
ー

パ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
（
Ｓ
Ｆ
）
選
手
権
シ
リ

ー
ズ
第
５
戦
は
、
全
日
本
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選

手
権
シ
リ
ー
ズ 

Ｊ
Ｓ
Ｂ
１
０
０
０
レ
ー
ス

と
併
催
の
２
＆
４
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ク
を
観
察
し
た
り
２
輪
レ
ー

ス
業
界
関
係
者
と
会
っ
た
り
、
う
れ
し
い
場

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
た
だ
で
さ
え
災
害
級
の

猛
暑
が
続
い
て
い
た
う
え
、
四
方
を
山
に
囲

ま
れ
た
盆
地
の
中
に
コ
ー
ス
が
あ
る
も
て
ぎ

は
、
金
曜
日
に
到
着
し
て
み
る
と
、
あ
ま
り

の
暑
さ
で
呼
吸
が
苦
し
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
僕
は
、
同
じ
も
て
ぎ
で
開
催
さ

れ
た
２
０
１
１
年
の
Ｊ
Ｏ
Ｙ
耐
７
時
間
耐
久

レ
ー
ス
に
選
手
と
し
て
出
走
し
た
経
験
を
通

し
て
、
夏
の
も
て
ぎ
が
ど
れ
ほ
ど
過
酷
な
状

況
に
な
る
の
か
を
イ
ヤ
と
言
う
ほ
ど
思
い
知

っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
僕
が
担
当
し
た

ス
テ
ィ
ン
ト
の
途
中
で
急
に
作
戦
が
変
更
と

な
り
周
回
数
を
稼
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
い

い
が
、
す
で
に
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
干
し
て
い

た
た
め
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

自
覚
症
状
の
な
か
、
な
ん
と
か
走
り
続
け
た

も
の
の
ド
ラ
イ
バ
ー
交
代
の
際
に
は
意
識
も

虚
ろ
で
自
力
で
ク
ル
マ
か
ら
降
り
ら
れ
ず
、

ピ
ッ
ト
ク
ル
ー
に
引
き
ず
り
出
し
て
も
ら
う

あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

　
し
か
も
レ
ー
ス
終
盤
に
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

が
や
っ
て
き
て
コ
ー
ス
が
冠
水
し
て
し
ま
っ

た
た
め
走
行
が
５
時
間
25
分
で
赤
旗
打
ち
切

り
と
な
る
と
い
う
波
乱
も
続
い
た
。
結
果
的

に
僕
の
チ
ー
ム
は
正
式
結
果
で
ク
ラ
ス
優
勝

を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
決
し
て
悪
い

ば
か
り
の
思
い
出
で
は
な
い
け
れ
ど
、
暑
さ

と
天
候
の
急
変
と
い
う
、
真
夏
の
も
て
ぎ
名

物
に
振
り
回
さ
れ
た
レ
ー
ス
ウ
イ
ー
ク
で
は

あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
記
憶
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
猛
暑

に
見
舞
わ
れ
た
今
回
の
２
＆
４
も
、
レ
ー
ス

の
先
行
き
、
特
に
過
酷
な
状
況
で
戦
う
選
手

た
ち
の
体
調
が
心
配
だ
っ
た
。
近
年
異
常
に

熱
帯
化
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
気
象
条
件
を
考

え
る
と
、
真
夏
の
レ
ー
ス
開
催
は
そ
ろ
そ
ろ

真
剣
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ど
う
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
本
拠
地
と
す

る
Ｆ
Ｉ
Ａ
の
方
々
は
、
夏
の
ア
ジ
ア
が
ど
ん

な
暑
さ
に
な
る
の
か
良
く
知
ら
な
い
で
規
則

を
決
め
て
い
る
ら
し
い
の
だ
。

　
レ
ー
ス
中
の
熱
中
症
は
実
に
怖
い
。
脳
や

筋
肉
が
正
常
に
動
か
な
く
な
っ
て
い
て
も
、

ア
ク
セ
ル
を
踏
む
右
足
は
そ
れ
な
り
の
ス
ト

ロ
ー
ク
で
動
い
て
し
ま
う
の
で
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
状
況
を
よ
そ
に
ク
ル
マ
は
い
つ
も
と
変

わ
ら
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
し

ま
い
、
結
果
的
に
深
刻
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を

引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　
と
か
な
ん
と
か
考
え
な
が
ら
金
曜
日
の
パ

ド
ッ
ク
を
歩
い
て
い
た
ら
、
と
あ
る
２
輪
チ

ー
ム
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
「
レ
モ
ネ
ー
ド
で

も
飲
ん
で
い
け
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
熱

気
の
中
、
冷
え
た
レ
モ
ネ
ー
ド
を
あ
り
が
た

く
頂
戴
し
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
話
し
込
ん
で
い
た
ら
、

そ
こ
に「
ぼ
く
に
も
レ
モ
ネ
ー
ド
く
だ
さ
い
」

と
通
り
か
か
っ
た
の
が
長
島
哲
太
選
手
だ
っ

た
。
言
わ
ず
も
が
な
で
は
あ
る
け
れ
ど
長
島

選
手
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
世
界
選
手
権
の
Ｍ
ｏ

ｔ
ｏ
２
ク
ラ
ス
で
戦
っ
た
経
験
の
あ
る
ト
ッ

プ
ラ
イ
ダ
ー
で
あ
る
。

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
僕
の
こ
と
を
４
輪
レ

ー
ス
の
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
長

島
選
手
は
「
４
輪
は
い
い
で
す
ね
、
い
つ
も

２
＆
４
レ
ー
ス
の
と
き
は
い
ろ
ん
な
も
の
を

眺
め
て
驚
か
さ
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
言
っ
た
。

今
回
は
、
Ｓ
Ｆ
車
両
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
も
ち

ろ
ん
ピ
ッ
ト
ガ
レ
ー
ジ
内
部
の
機
材
や
設
備

の
充
実
度
合
い
な
ど
に
感
心
し
た
そ
う
だ
。

２
輪
レ
ー
ス
の
最
高
峰
を
知
っ
て
い
る
長
島

選
手
の
感
想
と
し
て
は
意
外
な
気
も
し
た
の

だ
が
、
僕
の
ほ
う
が
Ｓ
Ｆ
を
見
慣
れ
す
ぎ
て

し
ま
っ
て
不
感
症
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
場
内
に
主

催
者
が
飾
り
付
け
た
選
手
紹
介
用
の
バ
ナ
ー

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る

演
出
を
う
ら
や
ま
し
が
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

た
し
か
に
近
年
Ｓ
Ｆ
の
レ
ー
ス
ウ
イ
ー
ク
は

現
場
が
非
常
に
賑
や
か
で
、
観
戦
に
訪
れ
た

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
も
楽
し
げ
に
見
え
る
。
イ

ベ
ン
ト
の
現
場
を
知
り
尽
く
し
、
イ
ベ
ン
ト

が
フ
ァ
ン
に
ど
う
見
え
て
い
る
の
か
を
知
り

尽
く
し
た
近
藤
真
彦
会
長
＆
上
野
禎
久
社
長

体
制
が
打
ち
出
し
た
施
策
の
成
果
が
、
い
よ

い
よ
出
始
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
外
部
の
長

島
選
手
に
言
わ
れ
て
、「
そ
う
言
え
ば
そ
う

だ
な
あ
」
と
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
結
局
気
温
も
天
候
も
土
曜
日
以
降
は
破
滅

的
な
こ
と
に
は
な
ら
ず
に
終
わ
り
、
Ｊ
Ｓ
Ｂ

１
０
０
０
も
Ｓ
Ｆ
も
素
晴
ら
し
い
レ
ー
ス
に

な
っ
て
、
取
材
者
と
し
て
は
大
満
足
の
２
＆

４
レ
ー
ス
を
味
わ
え
た
。
つ
い
で
に
あ
れ
こ

れ
余
計
な
こ
と
も
感
じ
た
り
考
え
た
り
で
き

た
週
末
だ
っ
た
。

帰ってきた

大
串 

信

Illustoration
 ◉
 R
inako Im

be

［  筆者 木下隆之 の近況  ］ NLSニュルブルクリンク第8戦はおそらく涼しいであろう10月18日です。

８

F1ベルギーGPでメルセデス

せずにトップでゴールをしたのに、失格ですって。
　ベルギーGPはつまり、スパ・フランコルシャン
が舞台。となれば難所オールージュを駆け抜けたわ
けですよ。しかも彼は１ストップ作戦を遂行した。
ゴール数周前には、圧倒的にタイヤコンディション
に優るルイス・ハミルトンの猛追を凌いでのトップ
ゴール。その走りから、メルセデスF1の次期エー
スに相応しいスキルを感じさせた。
　ただし、ゴール後に無情の宣告を受けることにな
った。再車検の車両重量確認で、わずか1.5㎏不足
していたという。たった1.5㎏。スタート前には規
定をクリアしていたけど、レース中にタイヤがすり
減ったため軽くなったと。可哀相すぎる。いいじゃ
ん、それくらい……と思うわけです。

失格を宣告されたのは酷でした
ね。ドライからウエットへと刻々

と路面が変わるなか、一度もミスを

　レース界には、罪と罰のバランスが整わないこと
が多すぎる。ピットロード速度１㎞/h超えでピッ
トスルーだったり、１㎜のヨンダツで予選最後尾、
ゴール後に愛おしくマシンに触れたら車両保管中違
反で失格とか。法定速度１㎞/h超過で免許取り消
しかのような懲罰。限界に挑んだ勇者のわずかなミ
スをあげつらう風潮は嫌いです。
　１ストップでズリズリになったマシンで数々の難
所を攻め続けたラッセルの些細な1.5㎏で失格って
なんかスッキリしない。僕が競技長だったら、+１
秒とか、せめて優勝ではなく２位とかね。そのくら
いが妥当だと思うなぁ。
　レース後の報道によると、ゴール後にコースに散
乱しているデブリをタイヤに付着させてこなかった
から最低重量を割ったしまったという。スパは１周
が７㎞もあるから、ウイニングラップが省略される。
チェッカー後に１コーナーからクルリとＵターンし
て表彰台に戻ってくるからゴミ拾いする距離がなか
ったと。つまり、F1ドライバーはいつもゴール後に、

タイヤカスを拾って戻るのがルーティーンだってこ
とになる。世界でトップ20名のスーパースターが
ゴミ拾いしなきゃならないなんて、そんなんだった
らF1ドライバーにならなくてもいい（というのは
嘘だけどwww）。
　じつは僕、昔、FJ1600を戦っていた時期が２年
あります。時にはクラッシュリタイアすることもあ
った。そんなときにチーム監督が、こう言ったんで
すよ。「せっかくコースサイドに止まったんだから
ゴミを拾ってこい」と叱られた。そこにはカーボン
パネルやチタンボルトが転がっていることがあるわ
けで、それを拾って戻れば次のレースで貼り付けて
戦えるだろってね。「コースサイドには宝物がある」
って格言を言い渡された。
　ラッセル失格の報道を聞いて、あの頑固な監督の
言葉を思い出した。F1ドライバーにとって優勝は
数億円の価値があるに違いない。「コースサイドに
は宝物がある」って言葉、いまのラッセルならば身
に染みて理解できるかもしれない。

を駆るジョージ・ラッセルが



天野雅彦の

Vol. 31

アメリカンモーターレーシング
 ★ ★ ★   最新事情   ★ ★ ★ 

事は８月半ばのリッチモンドで起きた
チェッカーフラッグ直前の優勝争いで
トップの前車を押し出したディロンが逆転Ｖ
ただこれは彼の狙いからすると最終的にはアウト裁定に
アウトとセーフのボーダーラインはどこにあるのか
Text ◉ 天野雅彦（Masahiko Amano / Amano e Associati）
Photo ◉ LAT／Motorsport Images／NASCAR

あまの まさひこ
レース専門誌の編
集部員を経て、
1990年に独立。こ
の年からアメリカ
ンオープンホイールレースの取
材をスタート。インディカーシ
リーズは2003年から全戦をカバ
ーしている。NASCAR、IMSA、
ドラッグレースなどにも精通す
る、日本におけるアメリカンモ
ータースポーツ報道の第一人者。
1961年東京生まれ。

NASCARにおける
接触のアウトとセーフの境界線

ー
ス
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
・
デ
ィ
ロ
ン

（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ル
ド
レ
ス
・
レ

ー
シ
ン
グ
／
シ
ボ
レ
ー
）
が
終
盤
に
リ
ー
ド
。

彼
は
昨
季
か
ら
絶
不
調
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ

の
日
は
違
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
優
勝
目

前
と
い
う
と
こ
ろ
で
イ
エ
ロ
ー
が
出
さ
れ
、

オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
（
Ｏ
Ｔ
：
周
回
数
を
延
長
。

残
り
２
周
の
ス
プ
リ
ン
ト
勝
負
）
で
の
決
着

に
。
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
が
振
り
下
ろ
さ
れ

る
と
、
ジ
ョ
ー
イ
・
ロ
ガ
ー
ノ
（
チ
ー
ム
・

ペ
ン
ス
キ
ー
／
フ
ォ
ー
ド
）
が
ト
ッ
プ
に
浮

上
。
そ
の
ま
ま
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
受
け
ら
れ
る

だ
け
の
勢
い
が
ロ
ガ
ー
ノ
に
は
あ
っ
た
。
２

番
手
に
落
ち
た
デ
ィ
ロ
ン
は
最
終
ラ
ッ
プ
の

タ
ー
ン
３
か
ら
タ
ー
ン
４
に
か
け
て
ロ
ガ
ー

ノ
に
追
突
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
ロ
ガ

ー
ノ
は
ア
ウ
ト
側
の
壁
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
。

こ
こ
ま
で
な
ら
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
で
は
よ
く
あ

る
話
。
今
回
は
そ
の
先
が
あ
っ
た
。

　
結
構
な
速
度
で
ロ
ガ
ー
ノ
に
ぶ
つ
か
っ
た

デ
ィ
ロ
ン
も
姿
勢
を
乱
し
、
そ
の
イ
ン
側
を

デ
ニ
ー
・
ハ
ム
リ
ン
（
ジ
ョ
ー
・
ギ
ブ
ス
・

レ
ー
シ
ン
グ
／
ト
ヨ
タ
）
が
す
り
抜
け
よ
う

と
し
て
い
く
。
す
る
と
、
デ
ィ
ロ
ン
は
ハ
ム

リ
ン
の
マ
シ
ン
に
斜
め
後
方
か
ら
ヒ
ッ
ト
し
、

ハ
ム
リ
ン
も
ア
ウ
ト
側
の
壁
の
餌
食
と
な
っ

た
。
結
局
、
デ
ィ
ロ
ン
が
先
頭
で
チ
ェ
ッ
カ

ー
。
観
客
が
沸
き
上
が
る
な
か
、
彼
は
約
２

年
ぶ
り
の
勝
利
に
喜
び
を
爆
発
さ
せ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ス
ト
ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス
で
は

接
触
は
当
た
り
前
だ
。
相
手
を
ぶ
つ
け
て
ど

か
す
〝
バ
ン
プ
＆
ラ
ン
〞
は
日
常
的
に
見
ら

れ
る
し
、
そ
れ
は
た
い
て
い
の
場
合
、
お
と

が
め
な
し
と
さ
れ
る
。Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
も「
ス

ト
ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス
は
コ
ン
タ
ク
ト
ス
ポ
ー

ツ
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
で

は
大
ケ
ガ
や
そ
れ
以
上
の
こ
と
さ
え
起
こ
り

得
る
が
、
彼
ら
の
レ
ー
ス
で
は
意
図
的
に
誰

か
を
（
ほ
ぼ
結
果
的
に
）
ク
ラ
ッ
シ
ュ
さ
せ

る
こ
と
が
非
公
式
な
が
ら
認
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
だ
。
歴
代
最
多
タ
イ
の
７
度
の
王
者
に

輝
い
て
い
る
デ
イ
ル
・
ア
ー
ン
ハ
ー
ト
は
、

接
触
な
ど
を
ま
っ
た
く
怖
れ
ず
に
戦
う
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
絶
大
な
人

気
を
誇
っ
た
。
闘
志
を
あ
ら
わ
に
、
ぶ
つ
け

合
う
こ
と
も
厭
わ
ず
に
展
開
さ
れ
る
バ
ト
ル

こ
そ
が
こ
の
レ
ー
ス
の
真
髄
で
、
そ
う
し
た

戦
い
を
毎
週
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
も
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｒ
は
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
デ
ィ
ロ
ン
が
ロ
ガ
ー
ノ
に
対
し

て
行
な
っ
た
の
は
バ
ン
プ
＆
ラ
ン
の
範
疇
を

超
え
て
い
た
。
明
ら
か
な
オ
ー
バ
ー
ス
ピ
ー

ド
で
の
追
突
。
完
全
に
相
手
を
弾
き
飛
ば
し

て
い
た
。
ハ
ム
リ
ン
に
は
〝
フ
ッ
ク
〞（
斜

め
後
方
か
ら
リ
ヤ
フ
ェ
ン
ダ
ー
に
ぶ
つ
け
て

相
手
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
）
も
か
ま
し
た
。

フ
ッ
ク
は
ス
ト
ッ
ク
カ
ー
の
世
界
で
も
ア
ン

レ

先頭の３号車がディロンで、11号車がハムリン。最終盤の展開は
YouTubeのNASCAR公式チャンネルで視聴可能。「NASCAR 2024 
Richmond」で検索すると、「Highlights」がすぐヒットする。（as）

Ni
ge
l K
inr
ad
e /
 N
KP
 LA
T

無茶をして、評判を大きく下げてま
で勝ちにいったディロンとチームだ
ったが、今回の裁定により、その意
味はなくなってしまった。（AeA/as）

Rusty Jarrett / NKP LAT
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ー
の
進
歩
で
安
全
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て

き
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
。
並
行
し

て
プ
レ
イ
オ
フ
の
重
要
性
も
年
々
上
が
り
、

ラ
フ
な
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
へ
の
歯
止
め
は
弱
ま

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
間
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
が

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
マ
ナ
ー
を
厳
し
く
取
り
締
ま

っ
た
な
ど
の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

　
そ
ん
な
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
が
リ
ッ
チ
モ
ン
ド

の
翌
週
に
ひ
と
つ
の
決
断
を
下
し
た
。「
デ

ィ
ロ
ン
の
優
勝
は
優
勝
の
ま
ま
と
す
る
が
、

（
優
勝
者
に
与
え
ら
れ
る
は
ず
の
）
プ
レ
イ

オ
フ
出
場
権
は
没
収
す
る
」
と
い
う
裁
定
だ
。

「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
基
本
は
良
質
か
つ
ハ
ー

ド
な
レ
ー
ス
に
あ
る
。
接
触
は
許
さ
れ
て
き

た
が
、
今
回
の
件
に
関
し
て
は
一
線
が
越
え

ら
れ
て
い
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
出
さ
れ
た
。

　
ア
ク
シ
デ
ン
ト
後
、
ロ
ガ
ー
ノ
と
ハ
ム
リ

ン
は
激
昂
し
て
い
た
。
そ
れ
も
当
然
だ
が
、

彼
ら
と
て
完
全
無
欠
の
ク
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
バ

ー
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
ロ
ガ
ー
ノ
は

フ
ェ
ア
と
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
。

今
回
の
よ
う
に
２
台
を
立
て
続
け
に
撃
沈
し

て
の
優
勝
は
非
常
に
珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
デ
ィ
ロ
ン
が
勝
つ
こ
と
に
そ
こ
ま
で
執
着

し
て
い
た
の
は
勝
て
ば
プ
レ
イ
オ
フ
に
進
め

る
か
ら
だ
。
プ
レ
イ
オ
フ
に
は
、
レ
ギ
ュ
ラ

ー
シ
ー
ズ
ン
（
26
戦
）
の
ど
こ
か
で
優
勝
す

る
か
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ

で
16
位
以
内
に
入
る
こ
と
で
進
め
る
。
そ
れ

ま
で
ラ
ン
ク
が
32
位
だ
っ
た
デ
ィ
ロ
ン
は
リ

ッ
チ
モ
ン
ド
を
含
む
レ
ギ
ュ
ラ
ー
残
り
４
戦

の
ど
こ
か
で
勝
た
な
い
と
、
２
年
連
続
で
進

出
を
逃
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
レ
ー
ス
直
後
の
デ
ィ
ロ
ン
は
素
直
に
語
っ

た
。「
嫌
だ
っ
た
け
ど
、や
る
し
か
な
か
っ
た
」。

悪
意
あ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
彼
自
身
が
充

分
に
理
解
し
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
と
の
認
識

も
彼
に
あ
っ
た
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な

い
。
レ
ー
ス
後
に
は
最
終
ラ
ッ
プ
の
無
線
交

信
が
公
開
さ
れ
、
彼
の
ス
ポ
ッ
タ
ー
が「（
ハ

ム
リ
ン
を
）
ク
ラ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ろ
！
」
と
叫

ん
で
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
故
意
の
接
触
は
こ
こ
で
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
の
一
部
と
し
て
ず
っ
と
許
容
さ
れ
て

き
て
い
る
が
、
仕
返
し
も
当
た
り
前
に
行
な

わ
れ
て
い
て
、
汚
い
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
を
し
た

者
は
ど
こ
か
で
報
復
を
受
け
る
の
が
暗
黙
の

了
解
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
プ
レ
イ
オ

フ
に
参
加
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
と
チ
ー
ム

が
、
注
目
が
最
も
集
ま
る
シ
ー
ズ
ン
終
盤
に

忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

状
況
が
重
な
る
と
、
荒
っ
ぽ
い
こ
と
に
手
を

染
め
る
者
も
出
て
き
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

　
デ
ィ
ロ
ン
は
18
年
デ
イ
ト
ナ
５
０
０
で
優

勝
し
た
際
も
最
終
周
の
バ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ

で
目
の
前
の
ラ
イ
バ
ル
を
弾
き
飛
ば
し
て
い

る
。
だ
が
、
お
と
が
め
は
な
し
。「
こ
れ
は

デ
イ
ト
ナ
５
０
０
だ
。
最
終
ラ
ッ
プ
に
ア
ク

セ
ル
を
緩
め
る
者
な
ん
て
い
な
い
」
と
い
う

彼
の
コ
メ
ン
ト
は
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
た
。
私
は
違
和
感
を
抱
い
た
が
、
世

間
が
彼
を
責
め
る
こ
と
は
な
く
、
ク
ラ
ッ
シ

ュ
さ
せ
ら
れ
た
側
も
強
い
不
満
を
表
明
し
な

か
っ
た
。
こ
こ
で
、「
デ
イ
ト
ナ
５
０
０
の

件
は
な
ぜ
お
と
が
め
な
し
？
」
と
疑
問
に
思

う
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
は
、
ア
メ
リ
カ
で

は
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
の
最
終
ラ
ッ
プ
に
何
を
し

て
も
ほ
と
ん
ど
許
さ
れ
、
勝
者
ま
た
は
大
き

な
栄
光
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
者
に
対
し

て
驚
く
ほ
ど
寛
容
と
い
う
下
地
も
あ
る
。
理

由
は
お
そ
ら
く
こ
れ
だ
ろ
う
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ

こ
の
手
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
他
の
者
よ
り
多

く
起
こ
し
て
き
て
お
り
、
評
判
は
か
な
り
悪

い
。
彼
は
超
高
速
コ
ー
ス
で
も
相
手
を
危
険

な
目
に
陥
れ
て
き
て
お
り
、
大
き
な
し
っ
ぺ

返
し
を
食
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
15
年
の
カ

ン
ザ
ス
で
ト
ッ
プ
走
行
中
に
ス
ピ
ン
さ
せ
ら

れ
た
ケ
ン
セ
ス
が
、
２
戦
後
の
マ
ー
テ
ィ
ン

ス
ビ
ル
で
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
直
後
の
ロ
ガ

ー
ノ
に
体
当
た
り
。
ロ
ガ
ー
ノ
は
リ
タ
イ
ア
。

そ
の
年
の
タ
イ
ト
ル
争
い
か
ら
脱
落
し
た
。

　
今
回
の
裁
定
で
ス
ト
ッ
ク
カ
ー
の
レ
ー
ス

が
変
わ
る
か
と
い
え
ば
難
し
い
だ
ろ
う
。
シ

ョ
ー
ト
オ
ー
バ
ル
は
そ
も
そ
も
コ
ー
ス
が
狭

い
し
、
高
速
オ
ー
バ
ル
で
も
サ
イ
ド
・
バ
イ

・
サ
イ
ド
で
軽
く
触
れ
合
う
程
度
の
接
触
は

避
け
よ
う
も
な
い
。
仕
返
し
は
レ
ー
ス
の
一

部
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
フ

ェ
ア
と
ア
ン
フ
ェ
ア
の
境
界
線
付
近
で
争
わ

れ
、
今
回
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
た
ら
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
は
あ
え
て
喧
伝
し
、
ア
ピ
ー
ル
の

材
料
に
換
え
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Michael L. Levitt LAT
Motorsport Images

Russell LaBounty / NKP Motorsport Images

Meg Oliphant/Getty Images NASCAR

レギュラー４勝ラーソンがチャンピオン候補筆頭
件のハムリン、ロガーノもプレイオフ進出

　NASCARカップシリーズは９月１日
のダーリントンでレギュラーシーズンが
終了。プレイオフにはフォードから６人、
シボレーとトヨタから５人ずつが進出し
た。チャンピオン候補筆頭はレギュラー
シーズン最多の４勝を挙げた2021年王
者カイル・ラーソンだろう。対抗馬は悲
願のタイトル獲得を期すハムリン（同３
勝）。若手ながら３勝したクリストファ
ー・ベル、２勝したタイラー・レディッ
クはプレイオフ中にも成長がありそうだ。
２年連続チャンピオンマニュファクチャ
ラーのフォード勢では昨季王者のライア
ン・ブレイニーが最強。ロガーノは２度、
ブラッド・ケセロウスキーは１度のタイ
トル獲得経験がある。その他のタイトル

獲得経験者ではチェイス・エリオット、
マーティン・トゥルーエクスJr.が進んだ。
チェイス・ブリスコー（写真）はそのダ
ーリントンで今季初勝利。滑り込みで枠
を確保した。王者２度のカイル・ブッシ
ュは05年以来続けてきた年間１勝＆プ
レイオフ進出を初めて逃した。

立て続けの“フック”で
 ２台を撃沈したことの印象が最悪
ディロンは18年デイトナ500でも
バンプ＆ランをやったがおとがめなし

（上）18年デイトナ500でのディロンのバンプ＆ランもOTでの出来
事。２番手走行中の最終周のターン３でトップのA.アルミローラに
追突。（下）12年フェニックスではJ.ゴードンがC.ボウヤーに接触。ボ
ウヤーのクルーが大激怒し、ゴードンに襲いかかりにいった。（AeA/as）
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イ
ジ
ら
れ
て
い
る
感
じ
が
、
私
ら
し
い
の
か
な
と
思
い
ま
す

レ ー ス と 私 の 1 0 0 文 字
レースは私にとって “エ
ネルギー源” です！　毎
回サーキットに行くと元
気をもらえますし、活力
になっています。もちろ
ん、お仕事で現地に行く
のですが、趣味でもあり
楽しみなもの。なくては
ならない存在ですね。

るプレッシャーに悩まされたという。

「当時『こちゃまる（水瀬さん）ってレースク

イーンっぽくないよね』と言われることが多く

て、この仕事に向いていないのかな？　と悩む

こともありました。でも、そのころのチームの

メンバーに『こちゃまるのままでいいんだよ。

それが強みなんだから』と、自分のことを肯定

してくれる人がたくさんいました。そこからた

くさん食べて、元気いっぱいで、しょっちゅう

ふざけていて、みたいな（苦笑）。周りの人の

おかげで、そのままでいいんだと思えるように

なりました」と水瀬さん。

　自分のキャラクターを良い意味で貫いていき、

23年度の「日本レースクイーン大賞」を受賞。“５

カ年計画”と宣言していた５年目で、見ごと目

標を達成した。

「私ってファンの人やスポンサーの方々からも

イジられるんですよ（笑）。でもレースアンバ

サダーという高嶺の花みたいな存在というより

も、親しみやすく、いつも声をかけられている

感じのほうが私らしいのかなと思います」と笑

顔をみせる水瀬さん。

「多様性」が叫ばれる昨今、水瀬さんの進む道

が、レースアンバサダー界にひとつの新しい答

えをもたらしているのかもしれない。

024年は100名を超えるレースアンバサ

ダーがサーキットで活動しているスーパ

ーGT。これだけ大勢いると、そのキャラクタ

ーもさまざまである。レースアンバサダーとい

えば、“高嶺の花”というイメージが強い傾向

にあり、そこを目指して自分自身をストイック

に磨き上げていく人も少なくない。そのなかで

今回取材をした水瀬琴音さんは自分の個性を最

大限活かし、いまでは業界になくてはならない

存在となっている。

　19年にデビューを果たした水瀬さんは「１

年目はとにかく『楽しい！』という気持ちが強

くて、スポンサーPRステージでもギャグのよ

うなことをやっていました」と当時を振り返る。

しかし、20年に「D'stationフレッシュエンジェ

ルズ」、21年に「SARDイメージガール」と超

名門ユニットを経験するうちに周囲から見られ

◆東京都出身 身長163cm　◆2019年に「Moduloプ
リティ」としてデビュー。翌20年から「D'stationフ
レッシュエンジェルズ」に所属し、今シーズンも活
躍。21年は「SARDイメージガール」、22～23年は
「リアライズガールズ」も務めた。「レースクイーン
大賞2023」では東京中日スポーツ賞も獲得している。
X：x.com/kotone_dayo_
Instagram：instagram.com/kotone_dayo___/

2

近年増えてきた、チームと“ともに戦う”レースクイーン。
サーキットを所狭しと、 新たなチャレンジを行なう

彼女たちの情熱に迫った。

Text ◉ 吉田知弘（Tomohiro Yoshita）　Photo ◉ 田渕 悟（Satoru Tabuchi）

Vol.19
D’stationフレッシュエンジェルズ ／ Kotone Minase

ムと“ともに戦う”レう”レう”レ スス

Text ◉ auto sport　Photo ◉ NISMO／PIRO RACING

「NISMO Festival at Fuji Speedway 2024」
ニスモブランドの40周年をテーマに、12月1日（日）に開催

年末恒例のお
祭り

元F3ドライバー長屋氏が届ける
絵本を通した講演会

■ 「NISMO Festival at Fuji Speedway 2024」
開催日／2024年12月１日（日）
開催場所／富士スピードウェイ
https://www.nismo.co.jp/news_list/2024/event_information/240802.html

■ 自治体・公共的団体・学校向け講演
「生きる術を伝えたい」
https://readyfor.jp/projects/nagayaehon

　絵本「ジーンズをはきたい！」の発売を2025
年２月に予定している元F3ドライバーの長屋宏
和氏が、絵本作家の保科琢音氏とともに自治体や
公共的団体、学校向けの公演、絵本読み聞かせ活
動を実施する。「生きる術」、「生きる力」をテーマ
に、夢や目標、希望の大切さを絵本を通じ未来あ
る子供たちに伝える。詳しくは下記にアクセスを。

「NISMO Festhival 2024（ニスモフェスティバル2024）」
の12月１日（日）の開催が決定した。今年は “NISMO”
ブランドが誕生し40周年。ニスモフェスティバルでも歴
史を振り返り、40周年をテーマとしたプログラムも複数
組み込まれる。
　歴史を象徴する歴代レーシングカーは、展示のみならず
ニッサンＺニスモGT500やフォーミュラEマシンなどと混
走。一方、「ニスモ 270R」や「ニスモ 400R」、「R34GT-R 
Z-tune」などといったコンプリートカーに加え、「マーチ 
ニスモ」、「ニッサンGT-R ニスモ」といった初期のコンプ
リートカー、ニスモのロードカーなどの展示も行なわれる。
なお、恒例の「NISMO CARS PARADE RUN」では、全
車種勢ぞろいを目標にして、参加車両の募集も実施される
予定だ。
　トークショーや物販でも、40周年をテーマとした企画
がさまざま用意されるという。公式サイトのオープンや、
チケット販売の詳細などは秋ごろの公開が予定されている。
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ちゃんと角田のカーナンバー「22」
をまとっているNSX。特徴的なリヤ
ディフューザーの形状もシャープに
再現されていることが分かる。

モデルはどちらもレジン製でフォルム
は完璧、1/18スケールらしく細部まで
精密に実車を再現している。グリルや
ダクト、ホイールにミラーといった部
分の “解像度” の高さに驚かされ、あ
まりのデキに惚れ惚れしてしまう。

伝統のノルドシュライフ
ェを疾走するアルファタ
ウリカラーのNSX GT3 
EVO。実戦仕様ではない
ものの角田裕毅がハコ車
で、しかもニュルのオー
ルドコースを走行したの
はレアで貴重なシーン。

　こちらの２台は「TOP SPEED」の新
作たち。北米発のミニカーブランド「TSM 
MODEL」が展開する、迫力の1/18シリ
ーズだ。
　まずはアルファタウリF1のカラーリン
グを施されたホンダNSX GT3 EVO。こち
らは昨秋ドイツ・ニュルブルクリンクで
開催されたレッドブルのイベントで角田

裕毅が北コースをゲスト走行した際の
仕様となっておりファンなら必買な
１台。隣はおなじみGT300のM4 
GT3スタディ号だ。どちらもモデル
のデキは抜群で、細部まで実車さ
ながらに再現されている。今後
の展開から目が離せない。

「TOP SPEED」はスーパーカーや往年のグループ
CのほかWRCマシンも精力的にラインアップして
いるが、北米発のブランドらしくIMSAシリーズを
走るマシンも数多く発売中だ。なかでもこのキャ
デラックVシリーズ.Rの２号車（３万9600円）は
昨年のル・マンで初出走ながら３位となった１台
で、日本にもファンは少なくないはず。注目だ。

北米ブランドならではのチョイス

伝説のニュル北を疾走！
角田ファンなら必買な１台
ホンダNSX GT3 EVO ニュル 2023 角田裕毅

Text ◉ 小嶋 穣 （Joe Kojima／MS-models）
Photos ◉ 田中秀宣（Hidenobu Tanaka）／RedBull／TOP SPEED

BMW M4 GT3 SUPER GT GT300 2023 #7 "Studie"
■ TOP SPEED　■ 1/18　■ レジン製
■ ４万3780円（NSX）／３万9600円（M4）

RedBull

H.Tan
aka問）サンリッチジャパン

https://www.sunrich.jp

※実際の製品とは異なる場合があります。価格は10％税込です。

H.Tanaka H.Tanaka

H.Tanaka

H.Tanaka

TOP SPEED



ジムカーナの未来のために
新たな道を切り開く

マシンとともに進化を続ける
ジムカーナのレジェンド
どんな時代でもジムカーナの未来を見据える

EXEDY71RS A110R

山野哲也
全日本ジムカーナではこれま
でに24回のタイトルを獲得。
レーシングドライバーとして
も活躍し、2004年から06年に
かけて全日本GT／スーパー
GT選手権のGT300クラスに
おいて３年連続でチャンピオ
ンを奪取している。

アルピーヌA110R
 ［ -DFM5P4- ］
アルピ ヌA110R

全日本ジムカーナ選手権
第30回

PE1クラス

シ
ー
ズ
ン
、
ア
ル
ピ
ー
ヌ
Ａ
１
１
０

Ｒ
を
駆
り
、
全
日
本
ジ
ム
カ
ー
ナ
選

手
権
第
７
戦
イ
オ
ッ
ク
ス
ア
ロ
ー
ザ
で
早
く

も
Ｐ
Ｅ
１
ク
ラ
ス
の
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
確
定
さ
せ
た
山
野
哲
也
。
１
９
９
２
年

に
全
日
本
ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手
権
が
シ
リ
ー
ズ

化
さ
れ
た
初
年
度
に
Ｃ
Ｒ
‐
Ｘ
で
当
時
の
Ａ

Ⅱ
ク
ラ
ス
に
参
戦
し
、
自
身
初
と
な
る
全
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
山
野
は
、

こ
れ
で
通
算
24
回
目
と
い
う
前
人
未

到
の
記
録
を
ま
た
ひ
と
つ
更
新
し
た
。

　

２
０
２
１
年
に
、
当
時
Ａ
Ｔ
モ

デ
ル
の
２
Ｗ
Ｄ
車
を
対
象
と
し
た

Ｊ
Ｇ
10
ク
ラ
ス
に
ア
ル
ピ
ー
ヌ
Ａ

１
１
０
Ｓ
で
出
場
し
た
山
野
は
、
全

８
戦
中
７
戦
に
出
場
し
全
勝
。
23
年

は
電
気
式
駐
車
ブ
レ
ー
キ
（
Ｅ
Ｐ
Ｂ
）
が

装
着
さ
れ
た
Ｐ
・
Ａ
Ｅ
車
両
を
対
象
と
し
た

Ｐ
Ｅ
１
ク
ラ
ス
が
新
設
さ
れ
、
７
戦
に
出
場

し
６
勝
を
マ
ー
ク
。
そ
し
て
マ
シ
ン
を
Ａ
１

１
０
Ｒ
に
ス
イ
ッ
チ
し
た
今
シ
ー
ズ
ン
も
最

終
戦
の
第
10
戦
を
残
し
第
９
戦
を
終
え
た
時

点
で
８
勝
と
、
高
い
勝
率
を
誇
っ
て
い
る
。

全
日
本
ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手
権
で
は
、
通
算
１

４
３
勝
を
挙
げ
て
い
る
。

　
ア
ル
ピ
ー
ヌ
Ａ
１
１
０
Ｓ
、
そ
の
進
化
版

と
い
え
る
Ａ
１
１
０
Ｒ
と
い
う
こ
れ
ま
で
に

ジ
ム
カ
ー
ナ
界
に
は
参
戦
し
た
こ
と
が
な
い

車
種
を
投
入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
山
野
は

こ
う
説
明
す
る
。

「
今
後
の
ジ
ム
カ
ー
ナ
界
の
普
及
と
発
展
を

考
え
た
と
き
に
、
２
ペ
ダ
ル
＋
電
気
式
駐
車

ブ
レ
ー
キ
は
外
せ
な
い
要
素
で
し
た
」

　

新
車
販
売
の
99
％
が
Ａ
Ｔ
車
と
言
わ
れ
、

さ
ら
に
電
気
式
駐
車
ブ
レ
ー
キ
が
広
く
普
及

し
て
く
る
な
か
で
、
未
来
の
ジ
ム
カ
ー
ナ
像

を
自
ら
実
践
し
て
探
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
、

山
野
の
ス
タ
イ
ル
だ
。

　
実
は
こ
の
「
未
来
像
を
描
く
」
と
い
う
視

点
は
ア
ル
ピ
ー
ヌ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

近
年
で
は
ア
バ
ル
ト
１
２
４
ス
パ
イ
ダ
ー
、

ロ
ー
タ
ス
・
エ
キ
シ
ー
ジ
と
い
っ
た
、
そ
れ

ま
で
ジ
ム
カ
ー
ナ
に
は
登
場
し
て
い
な
か
っ

た
ク
ル
マ
を
率
先
し
て
起
用
し
参
戦
。
古
く

は
、
Ｃ
Ｒ
‐
Ｘ
で
タ
イ
ト
ル
を
獲
っ
た
92
年

の
翌
93
年
、「
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
が
長
く
て

ジ
ム
カ
ー
ナ
に
は
不
向
き
」
と
言
わ
れ
て
い

た
Ｅ
Ｇ
６
シ
ビ
ッ
ク
を
開
幕
戦
か
ら
投
入
し
、

94
年
に
は
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｃ
２
イ
ン
テ
グ
ラ
タ
イ
プ
Ｒ
や
、
Ｓ
２

０
０
０
と
い
っ
た
ジ
ム
カ
ー
ナ
界
で
一
時
代

を
築
い
た
車
種
も
最
初
に
投
入
し
た
の
は
山

野
で
、
発
売
当
時
は
ボ
デ
ィ
が
大
き
す
ぎ
て

不
向
き
と
言
わ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｓ
Ｘ
も
最
初
に

今

Text & Photo ◉ CINQ.,LLC.

タイトルを決めた第７戦後に
行なわれた第８戦＆第９戦も
連勝。今季は有効ポイントで
“満点チャンピオン” に。

タイトルを決めた第７戦後に
行なわれた第８戦＆第９戦も
連勝。今季は有効ポイントで
“満点満点チャンピオン” に。。

全日本ジムカーナ選手権がシリーズ化された
1992年に初チャンピオンを獲得し

今シーズンはアルピーヌA110Rで24回目のタイトルを獲得した山野哲也
常に時代の最先端に立つレジェンドドライバーを紹介しよう
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2

3 65

4 ７ 8

1

高性能スポーツカーや
EV車が出場

２ペダル＋電気式駐車ブレーキを備えたP・AE車
両が参戦するPE1クラスには、アルピーヌA110R
のほか、ポルシェ911GT3やポルシェ・ケイマン、
メルセデスAMG Aクラスなど海外のスポーツモデ
ルが目白押し。システム最高出力460馬力を発生
するEV車のテスラ・モデル３も、昨年は２位１回、
３位２回、今シーズンも３戦で４位に入賞するな
ど、あなどれない存在となっている。

は
、
今
も
な
お
全
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方

選
手
権
で
も
勝
て
る
車
種
と
し
て
活
躍
し
、

そ
の
功
績
は
大
き
い
。

「
決
し
て
新
し
い
ク
ル
マ
が
い
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
け
ど
、
そ
う
し
な
い
と
ジ
ム
カ

ー
ナ
界
が
結
局
、
衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

新
し
い
ク
ル
マ
に
対
し
て
は
、
ジ
ム
カ
ー
ナ

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
」
と

い
う
山
野
。

持
ち
込
ん
で
い
る
。
選
択
し
た
車
種
は
、
そ

の
後
〝
常
勝
マ
シ
ン
〞
と
言
わ
れ
多
く
の
ユ

ー
ザ
ー
が
操
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
最
初

か
ら
ジ
ム
カ
ー
ナ
に
対
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
ん
な
マ

シ
ン
を
勝
て
る
よ
う
に
仕
立
て
上
げ
た
こ
と

も
、
山
野
が
積
み
重
ね
て
き
た
大
き
な
実
績

だ
。
彼
が
乗
り
継
い
で
き
た
ク
ル
マ
の
多
く

「
来
年
と
か
す
ぐ
先
の
こ
と
で
は
な
い
け
れ

ど
、
Ｅ
Ｖ
車
に
は
注
目
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
、
Ｅ
Ｖ
車
だ
け
で
ジ
ム
カ
ー
ナ
を
や
る
時

代
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
も
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
の
で
、

乗
っ
て
み
た
い
車
種
の
ひ
と
つ
で
す
ね
」
と
、

今
後
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
重
ね
て
も
現
状
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
常
に
一
歩
先
を
見
据
え

る
山
野
。
ジ
ム
カ
ー
ナ
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
ド

ラ
イ
バ
ー
は
、
絶
え
ず
進
化
を
続
け
て
い
く
。

11798㏄直列４気筒DOHCターボのM5Pエンジンをミッド
シップに搭載するA110のハイパフォーマンスバージョン
A110 R。最高出力300㎰/6300rpm、最大トルクは34.6㎏
f/2400rpmを発揮する。ボディにはカーボンパーツを多用
し、車両重量はA110Sの1110㎏に対し1082㎏と軽量化。そ
のためパワーウエイトレシオは3.6㎏/psを誇る。2改造範
囲が狭いP車両は、後付けのLSDもレギュレーションでは
不可。ブレーキパッドの交換やダンパーキットの交換に限
られ、エアロパーツの装着も保安基準の範囲を超えてはな

らない。3バケットシートは、山野哲也がプロデュースす
るexmotion ATHLETE'S ORANGEを装着。シートベルトは、
ウィランズ製の６点式。4トランスミッションは前進７速
で基本Ｄ、Ｎ、Ｒのスイッチ式。ジムカーナではステアリ
ングコラムにあるパドルシフトを駆使して変速する。56
サスペンションダンパーはオーリンズと共同開発した
exmotion製。スプリングについては「いろいろなメーカー
を自由に選択している」とのこと。78ブレーキパッドは
前後ともプロジェクトμを装着。

EXEDY71RS A110R SPEC.

●ベース車両：アルピーヌA110 R（-DFM5P4-）●エンジ
ン型式：M5P 1798㏄直列４気筒DOHCターボ　●トランス
ミッション：電子制御７速 AT（7DCT ）●ダンパー：
exmotion製　●スプリング：さまざまなメーカーのものを随時　
●ブレーキパッド：プロジェクトμ製　●バケットシート：
exmotion製　●シートベルト：ウィランズ製6点式　●タイヤ
：ブリヂストン製ポテンザ RE-71S　●タイヤサイズ：F 
225/40R18、R 255/40R18　●ホイール：レイズ製
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ナンバ
ー付き

競技車
両を

全方位
プッシ

ュ

株式会社TAN-EI-SYA WHEEL SUPPLY　https://taneisya.com

026

T66-F PROⅡ / PROⅡ+

NAPAC ： Nippon Auto Parts Aftermarket Committee
　　　　　一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会

Text ◉ auto sport　Photo ◉ TWS

「PROⅡ」と「PROⅡ＋」
好みで選べる異なる剛性バージョン

TWSはレーシングホイールに５本
ツインスポークを採用する。T66-F 
PROⅡ（＋）はGT300用ホイール
の設計者が、GT用ホイールと同じ
ベクトルで開発を行なっている。

ロドライバーの持つセンサーは、とにかく繊
細だ。0.5㎜の車高変更、ショックアブソー

バーの減衰調整のワンクリック、エンジンオイルの
粘度変更などなど、覆面テストで詳細を伝えなくて
も「何か変えた？」という反応があり、その都度チ
ームの面々は驚かされることになる。そして、それ
はパーツサプライヤーのスタッフも同様のようだ。
「プロクラスはタイヤ開発によって毎年グリップが
上がっていることもありますが、ドライバーからは
ホイールについていろいろと要望があります」と語
るのはTAN-EI-SYA WHEEL SUPPLY（TWS）の
担当者だ。GR86/BRZ Cupはナンバー付き車両に
よるレースであり、パワーもそれほど高くないため、
ホイールは剛性よりも軽量化が求められると思いき

や、そうでもないようだ。
「同じタイヤを装着してい
ても、『T66-F PROⅡ』に対
してコレでいいと言うドライバー
もいれば、重くなってもかまわないの
で剛性が欲しいと言うドライバーもいます。ドラ
イビングスタイルやセッティングにもよりますが、
感じ方もドライバーそれぞれです。ですので昨年
から、重量増を極力抑えながら剛性をPROⅡ比で
115％とした『T66-F PROⅡ＋』を投入しました」
　タイヤと車体の唯一の接点となるホイール。強
さと軽さ、そしてそのバランスの追求は必須だが、
加えて近年では、セミオーダーに近いフィット感
も必要な要素となりつつあるようだ。

プ

SPECIFICATIONS

T66-F PROⅡ
サイズ：17インチ×7.5J／PCD：100mm（５穴）
インセット：44mm
カラー：Racing Gunmetal（＋4CUSTOM）
¥99,000（税込／１本）

嗜
好
別

選
択
の
自
由

い
に対
ライバー
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ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
漂
う
Ｚ
世
代
Ｆ
３

FIA F3

現
行
マ
シ
ン
の
姿
が
ち
ら
つ
く
次
世
代
の
Ｆ
２
風
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

語にはこんなジョークがある。“ノスタ
ルジーを感じると言えば、もはや昔ほど

良くないということになる”。2025年に投入され
るFIAの新型F3マシンを見たとき、このジョー
クが頭に浮かんだ。私のまわりの多くの人は年
が若すぎて、多数のシャシービルダーやエンジ
ンメーカーがしのぎを削っていたころのF3を
知らなかったのだ。私も年をとったものだと感
じながら、あのジョークを思い出したのだった。
　F3は変化し、今日ではFIAインターナショナ
ルシリーズに参戦するドライバーはみな、同じ
マシンを操る。つまり、チームやドライバーが
開発できる部分は限定され、必然的にごく限ら
れた数チームが優位に立つことになる。そして、
こうした優れたマシンをドライブするために、
若いドライバーたちはより多くの資金を用意し
なければならなくなっている。
　ダラーラの新しいF3マシンがレースをする
ときには、ほぼ間違いなくこうした状況になる
だろう。披露された新しいデザインに多くの人
が大いに盛り上がったわけではなかったと言わ
ざるを得ない。というのも、現行のデザインと
かなり似ている部分があり、果たしてこれを新
車と呼んでいいものか疑問にさえ思えたからだ。
　実際、“新しい” F3マシンのデザインは、同
社の現行F2マシンのモノコックのコンセプト
を基にしているように見える。シャシーは現行
マシンよりもかなり安全性が向上したように思
われるが、HALOはF1やF2で採用されている

チタン製ではなく、依然としてスチールだ。
　エンジンの見た目もまたかなりなじみ深いも
ので、オーガナイザーは “新しい” 特注のユニ
ットだと主張するが、実際は従来のメカクロー
ム製3.4ℓV6エンジンの進化版。
　大きく変わったのが、トランスミッションだ。
これまでのヒューランド社ではなく、比較的新
しいフランスの3Mo社が収益の大きい供給契
約を手に入れた。この変更は大きな意味を持つ。
というのも、イギリスとヨーロッパ間の国境問
題がますます深刻化するなかで、イギリスの企
業が競争に敗れたと言えるかもしれないからだ。
　このマシンはすでに１年以上にわたって秘密
裏にテストが実施され、かなり開発が進んでい
る。27年までに安定性を確保した信頼性の高
い基盤が出来上がるに違いない。ただ、F3が
かつてのようなものではなくなったことで、ノ
スタルジーを感じずにはいられない……。

Translation ◉ 神田美穂（Miho Kanda）　Photo ◉ FIA F3

学生フォーミュラからF1まで幅広い
カテゴリーを追いかける英国人ジャ
ーナリスト。かなりのビールマニア
でもあり、イギリスの某有名ブリュ
ワリーの株式を保有しているらしい。

英
エコサステナビリティを掲げる新世代F3マシンは、ボディワ
ークの一部をリサイクルカーボンファイバーで成形。また、エ
ンジンも来年からはアラムコが供給する持続可能燃料に合わ
せて、マッピングを変更する可能性があるという。

Rd.28

案内人：サム・コリンズ
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オンラインでも
応募できます https://id.san-ei-corp.co.jp/top/

2024年
10月29日（火）
（当日消印有効）

オンライン応募締め切り ： 2024年10月28日 （月）
オンライン応募コード ： as1601

ハガキに、郵便番号、住所、氏
名、年齢、職業、電話番号を明
記し、①希望するプレゼントの
番号、②今号でおもしろかった
記事とその理由、③今号でおも
しろくなかった記事とその理由、
④好きなカテゴリー、⑤好きな
ドライバー、⑥読者企画（下に掲
載）へのメッセージおよびオー
トスポーツへの要望をお書きの
うえ、右記までお送りください。

PCやスマートフォンからご応募される方は、弊社が運営する『三栄ID』からお願いいたします。上に
掲載のQRコードもしくは上記URLよりアクセスいただけます。登録後はサイト内の指示に従って必要
事項をご入力ください。その際、ご住所等は正確にご入力いただきますようご協力をお願いいたします。

※応募ハガキ、オンライン応募によってお預かりした各種データは、プレゼント発送のほか、サイトに掲載された「個人
情報保護方針」に沿って活用させていただきます。

〒163-1126
東京都新宿区西新宿6-22-1
新宿スクエアタワー26F
（株）三栄 オートスポーツ編集部
「1601号プレゼント」係

応募方法 締め切り

あて先

オートスポーツ読者のみなさんへ

メッセージ募集します
復活!

ランド・ノリスのロゴ入りBBキャップ。ベージュ地にポップな刺
繍をあしらったファッションアイテムとしても活躍するデザイン。

1 マクラーレン F1 チーム NEW ERA 9FIFTY
ランド・ノリス LN04ロゴ ベースボールキャップ　１名様

GT-Rラストイヤーの23号車と、テストカーの230号車がよみがえ
る。特徴的なラテラルダクトの造形も緻密に再現された1/64ス
ケールの２台セット。　提供：NMC-NISMO
URL：https://www.nissan-nmc.co.jp/

2 MINI GT 1/64 SUPER GT 2021
#23 MOTUL AUTECH GT-R & #230 プロトタイプ  １名様

「いま日本で一番速いドライバー」が決まるSF鈴鹿大会。ぜひ、現
地でご覧ください。※応募は10月17日（水）まで（当日必着）。
提供：JRP　URL：https://superformula.net/sf3/

2024 SUPER FORMULA
Rd.8-9 鈴鹿 観戦チケット　10組20名様

4

愛車や工具箱のワンポイントとして映えるオリジナルエンブレ
ム（2.5cm×13cm）。取り付けが簡単な両面テープ式なのもう
れしい。　提供：株式会社レーシングプロジェクトバンドウ
URL：http://www.bandohracing.com/

RACING PROJECT BANDOH
オリジナルエンブレム　１名様

3

1

2

3

4

●モータースポーツ革新技術［F1編］が大変分か
りやすくて良かったです。森脇基恭さんと浅木泰
明さんの対談によるまとめを読んで、今後、F1が
進むべき方向が見えた思いです。５世代のF1が飾
った表紙も最高でした。 掛谷光浩さん
●９月号の特集を読んで、先人が努力によって生
み出してきたアイデアを知ることができ、あらた
めて敬意の念がわきました！ 矢作純一さん
●F1エンジン革新技術で、高速燃焼のことがとて
もよく分かりました。ホンダのマクラーレン時代
の苦労やいまの技術の凄さを理解できました。
 安部 聡さん
●森脇基恭さんと浅木泰明さんの対談「すなわち
技術とは人である」が面白かった。モータースポ
ーツの現場で働いていたふたりだからこそ、日本
の自動車メーカーがF1をやる難しさの話にも説得
力がありました。オートスポーツさん、60周年お
めでとうございます。 丸山颯太さん
【編】1962年にプレ創刊、1964年に定期誌として
スタートした本誌は、おかげさまで今年が60周年
です。これも日頃よりご愛読いただいている皆さ
まのおかげです。ありがとうございます。普段は
つい断片ごとに見てしまいがちですが、こうやっ
て歴史に残るF1技術10選を総体的にみると編集部
としても勉強になりました。ちなみに、本誌をご
覧になった森脇さんから「高速燃焼の解説は、い
ままで世の中に出たなかで一番詳しく分かりやす
かった！」との感想をいただきました。
●スーパーフォーミュラの岩佐選手、かなりプレ
ッシャーを感じてる気がします。早く1勝を挙げ
て欲しいと思います。 四條徳和さん
●もてぎ２&４の生観戦に行ってきました。レー

スの最終盤に大きな山場がやってくる手に汗握る
名レースでした。 佐藤 勝さん
【編】スーパーフォーミュラ第５戦もてぎ大会は最高
にシビれる展開でした。歴代SFもてぎ大会のなか
でも１、２位を争うくらい興奮するレースでした。
●スーパーGT、スーパーフォーミュラともにレー
スの休止期間が長すぎる。シーズン中に “２カ月
のお休み” は空きすぎでしょう。年間10戦くらい
で毎月レースがあると良いですね。 匿名希望
【編】F1は全24戦、NASCARは全36戦をこなして
いますが、興行としてそれだけの収益があり、ま
たそれを前提としたチームの体制作りができてい
ることも事実。年間レース数もさることながらカ
レンダーの日程調整は、プロモーター／主催者が
毎年頭を悩ませているようですが、それでもファ
ン視点で見れば２カ月のお休みは長すぎますね。
【メッセージ募集中】
From READERSへのメッセージをありがとうござ
いました。今季の観戦予定、応援しているチーム
のことや問題提起などモータースポーツに少しで
も関係していたら何でも結構ですので、掲載前提
のメッセージを送ってください。プレゼント応募
にメッセージを記入していただいても結構ですし、
オートスポーツwebのお問い合わせフォームから
も受け付けます。トップページ一番下にある「お
問い合わせ」をクリック、「オートスポーツ本誌に
ついて」を選択して、「お問い合わせ内容」へ「メ
ッセージ掲載希望」と冒頭に書いてください。ま
た匿名もしくはペンネーム希望の場合には、その
旨をメッセージの文末に書いてください。メッセ
ージ採用の方にはオートスポーツ特製ステッカー
を進呈します。
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